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［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
論
考
は
「
一
」
が
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
八
月
、
「
二
」
が
同
年
十
一
月
、
「
三
」

が
同
年
、
最
後
の
「
四
」
が
翌
大
正
三
年
五
月
発
行
の
『
鄕
土
硏
究
』
初
出
で
、
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）

年
五
月
に
岡
書
院
か
ら
刊
行
さ
れ
た
単
行
本
「
南
方
隨
筆
」
に
収
録
さ
れ
た
。 

 

底
本
は
同
書
初
版
本
を
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
原
本
画
像
（
こ
こ
が
冒
頭
）
で

視
認
し
て
用
い
た
。
但
し
、
加
工
デ
ー
タ
と
し
て
サ
イ
ト
「
私
設
万
葉
文
庫
」
に
あ
る
電
子
テ
ク
ス
ト

（
底
本
は
平
凡
社
「
南
方
熊
楠
全
集
」
第
二
巻
（
南
方
閑
話
・
南
方
随
筆
・
続
南
方
随
筆
）
一
九
七
一
年

刊
で
新
字
新
仮
名
）
を
加
工
デ
ー
タ
と
し
て
使
用
さ
せ
て
戴
く
こ
と
と
し
た
。
こ
こ
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。 

 

疑
問
箇
所
は
所
持
す
る
平
凡
社
「
南
方
熊
楠
選
集
３
」
の
「
南
方
随
筆
」
（
新
字
新
仮
名
）
で
校
合
し

た
。
同
選
集
は
本
篇
の
初
出
の
誤
り
が
補
正
し
て
あ
り
、
し
か
も
原
文
は
な
く
、
元
版
全
集
編
者
に
よ
る

読
み
下
し
文
と
な
っ
て
い
る
（
し
か
し
、
そ
れ
は
現
代
仮
名
遣
の
気
持
ち
の
悪
い
代
物
で
あ
り
、
無
論
、

漢
字
は
新
字
体
で
あ
る
）。
今
ま
で
も
そ
う
し
て
き
た
が
、
底
本
の
原
文
通
り
、
ま
ず
、
底
本
の
返
り
点
の

み
の
つ
い
た
漢
文
（
返
り
点
の
な
い
も
の
は
白
文
）
で
示
し
（
但
し
、
返
り
点
に
誤
り
が
あ
る
と
認
め
た
場

合
は
そ
れ
を
訂
し
た
）
、
そ
の
後
に
《 

》
で
推
定
さ
れ
る
訓
読
文
を
添
え
た
。
但
し
、
私
は
可
能
な
限
り
、

引
用
原
本
を
確
認
出
来
る
も
の
は
、
そ
れ
で
確
認
し
て
誤
り
と
判
断
し
得
た
も
の
は
訂
し
、
「
選
集
」
の
み

が
拠
り
所
と
な
る
場
合
で
も
、
無
批
判
の
受
け
入
れ
ず
、
読
み
も
私
の
我
流
で
訓
読
し
直
し
て
あ
る
。
そ
う

し
た
部
分
は
、
実
は
甚
だ
し
く
多
く
あ
る
か
ら
、
五
月
蠅
く
な
る
ば
か
り
な
の
で
、
通
常
、
そ
の
底
本
の
誤

り
は
、
原
則
、
注
記
し
な
い
。
な
お
、
原
話
の
正
確
な
部
分
を
探
す
の
に
最
も
活
用
し
た
の
は
「
大
蔵
経
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
あ
る
。 

 

な
お
、
本
論
考
の
参
考
に
供
す
る
た
め
、
熊
楠
が
採
り
上
げ
て
い
る
「
今
昔
物
語
集
」
の
当
該
話
の
う
ち
、

私
が
電
子
化
（
注
）
し
て
い
な
い
作
品
に
つ
い
て
は
、
本
電
子
化
注
に
先
立
っ
て
、
こ
の
私
の
ブ
ロ
グ
・
カ

テ
ゴ
リ
『
「
今
昔
物
語
集
」
を
読
む
』
で
事
前
に
電
子
化
訳
注
を
し
て
お
い
た
。
実
際
、
そ
の
話
と
比
較
し

な
が
ら
で
な
け
れ
ば
、
本
論
考
は
素
人
で
は
全
く
歯
が
立
た
な
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

な
お
、
ブ
ロ
グ
で
の
本
篇
電
子
化
注
は
「
今
昔
物
語
集
」
の
各
話
の
論
考
の
切
れ
目
で
分
割
し
て
示
し

た
が
、
こ
こ
で
も
、
そ
れ
を
踏
襲
し
、
長
い
も
の
は
、
「
選
集
」
の
段
落
を
参
考
に
、
分
割
し
、
そ
の
段

落
末
に
注
を
挟
ん
で
、
そ
の
後
を
一
行
空
け
た
。
各
話
間
は
二
行
空
け
た
。 

 

ま
た
、
ブ
ロ
グ
版
で
は
か
な
り
の
読
み
を
附
し
た
が
、
こ
こ
で
は
一
部
を
除
去
し
て
、
ル
ビ
化
し
た
。

読
み
が
判
ら
ぬ
方
は
、
ブ
ロ
グ
版
を
見
ら
れ
る
と
、
附
さ
れ
て
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
ブ
ロ
グ
版

で
は
底
本
に
従
い
つ
つ
、
難
読
と
思
わ
れ
る
も
の
に
は
、
注
挿
入
で
読
み
を
示
し
た
が
、
五
月
蠅
い
だ
け
な

の
で
、
こ
こ
で
は
、（ 

）
を
附
し
て
ル
ビ
を
振
っ
て
あ
る
。］ 
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https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat23874674/index.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat23874674/index.html
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今
昔
物
語
集
卷
四
「
羅
漢
比
丘
敎
國
王
太
子
死
語
第
十
二
」
《
羅
漢
の
比
丘
、
國
王
太
子
の
死
を
敎
へ

た
る
語こ

と

第
十
二
》
の
本
話
が
芳
賀
博
士
の
纂
訂
本
に
出
て
居
ら
ぬ
。
唯
だ
此
話
に
綠
の
遠
い
史
記
の
西
門

豹
が
河
伯
の
爲
に
民
の
娘
を
川
に
沈
む
る
を
禁
じ
た
話
を
參
看
せ
よ
と
有
る
の
み
だ
。
然
し
此
話
の
出
所

は
玄
奘
の
西
域
記
卷
十
二
、
達
摩
悉
鐵
帝
國
、
昏
馱
多
城
、
國
之
都
也
、
中
有
二

伽
藍
一

、
此
國
先
王
之
所

二

建
立
一

、
疏
レ

崖
奠
レ

谷
式
建
二

堂
宇
一

、
此
國
之
先
、
未
レ

被
二
佛
敎
一
、
但
事
二

邪
神
一

、
數
百
年
前
、

肇
弘
二

法
化
一

、
初
此
國
王
愛
子
嬰
レ

疾
、
徒
究
二

醫
術
一

、
有
レ

加
無
レ

瘳
、
王
乃
躬
往
天
祠
、
禮
請
求
レ

救
、

時
彼
主
爲
レ

神
下
レ

語
、
必
當
二

痊
復
一

、
良
無
二

他
慮
一

、
王
聞
喜
慰
、
囘
駕
而
歸
、
路
逢
二

沙
門
一

、
容
止

可
レ

觀
、
駭
問
二

其
形
服
一

、
問
レ

所
二

從
至
一

、
此
沙
門
者
、
已
證
二

聖
果
一

、
欲
レ

弘
二

佛
法
一

故
、
此
儀
形
、

而
報
レ

王
曰
、
我
如
來
弟
子
、
所
謂
苾
芻
也
、
王
既
憂
心
、
卽
先
問
曰
、
我
子
嬰
疾
、
生
死
未
分
、
沙
門

曰
、
王
先
靈
可
レ

起
、
愛
子
難
濟
《
昏
馱
多
城

こ
ん
だ
た
じ
や
う

は
國
の
都
な
り
。
中
に
伽
藍
有
り
、
此
の
國
の
先
王
の
建

立
す
る
所
な
り
。
崖
を

疏
ほ
り
と
ほ

し
、
谷
を
奠う

づ

め
、
以
つ
て
堂
宇
を
建
つ
。
こ
の
國
の
先せ

ん

は
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：
こ
の
国
は
こ
れ
以
前
に
。
］
、
未
だ
佛
敎
を
被う

け
ず
、
但た

だ
、
邪
神
に
事つ

か

ふ
。
數
首
年
前
、
肇は

じ

め
て

法
化

ほ

う

け

を
弘ひ

ろ

む
。
初
め
、
此
の
國
王
の
愛
子

あ

い

し

、
疾
ひ
に
嬰か

か

る
。

徒
い
た
づ
ら

に
醫
術
を
究
め
、
加
ふ
る
有
れ
ど
も
、

瘳い

ゆ
る
こ
と
無
し
。
王
、
乃

す
な
は

ち
、
躬

み
づ
か

ら
、
天
祠
に
往
き
、
禮
し
、
請
ふ
て
、
救
ひ
を
求
む
。
時
に
、
彼か

の
主し

ゆ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
神
主
。
神
官
。
］
、
神
と
爲
り
て
語

こ
と
ば

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
神
託
の
お
告
げ
。
］
を

下
し
て
、「
必
ず
、
當
に
痊せ

ん

復ぷ
く

す
べ
し
。
良

ま
こ
と

に
他
慮
す
る
こ
と
、
無
か
れ
。」
と
。
王
、
聞
き
て
、
喜
び
、

慰
め
ら
れ
、
駕が

を
囘め

ぐ

ら
し
て
歸
る
。
路み

ち

に
沙
門
に
逢
ふ
。
容
止

よ

う

し

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
姿
や
挙
止
（
立
ち
居

振
る
舞
い
）。］
、
觀
る
べ
し
。
そ
の
形
服
に
駭

お
ど
ろ

き
て
、
從よ

つ
て
至
る
所
を
問
ふ
。
此
の
沙
門
、
已す

で

に
聖
果

し
や
う
く
わ

を
證

し
や
う

し
、
佛
法
を
弘
め
む
と
欲
す
る
が
故
に
此
の
儀
形

ぎ
ぎ
や
う

あ
り
。
而
し
て
、
王
に
報
じ
て
曰
は
く
、
「
我
れ

は
如
來
の
弟
子
、
所
謂
、
苾
芻

ひ
つ
し
ゆ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
現
代
仮
名
遣
「
ひ
っ
し
ゅ
」
。
比
丘
に
同
じ
。
］
な

り
。
」
と
。
王
、
既
に
心
に
憂
ふ
れ
ば
、
卽
ち
、
先
づ
、
問
ふ
て
曰
は
く
、「
我
が
子
は
疾
ひ
に
嬰
り
、
生

死
、
未
だ
分
か
た
ず
。
」
と
。
沙
門
曰
は
く
、
「
王
の
先
靈

せ
ん
り
や
う

は
起
こ
す
べ
き
も
、
愛
子
は
濟
ひ
難
し
。
」

と
。
》
（
是
は
、
王
の
死
ん
だ
先
祖
の
靈
を
復

生

（
い
き
か
へ
）

ら
す
術
有
り
と
も
、
王
の
愛
子
の
死
を
救
ふ
方
は
無
い

と
云
ふ
意
な
る
を
物
語
集
の
筆
者
解
し
損
ね
て
、
沙
門
答
て
云
く
、
御
子
必
ず
死
給
ひ
な
む
と
す
、
助
け

給
は
む
に
力
不
レ

及
ず
《
力

ち
か
ら

及
ば
ず
》
、
是
れ
天
皇
の
御
靈
の
所
爲
也
と
譯
し
居
る
）
。
王
曰
、
天
神
謂
二

其
不
レ

死
一

、
沙
門
言
、
其
當
レ

終
、
詭
レ

俗
之
人
言
何
可
信
。
遲
至
二

宮
中
一

、
愛
子
已
死
、
匿
不
レ

發
喪
、



更
問
神
主
、
猶
曰
不
レ

死
、
疹
疾
當
瘳
、
王
便
發
怒
、
縛
神
主
而
數
曰
、
汝
曹
群
居
、
長
レ

惡
妄
行
二

威
福
一

、

我
子
已
死
、
尙
云
當
瘳
、
此
而
謬
惑
、
孰
不
レ

可
レ

忍
、
宜
下

戮
神
主
一

殄
滅
靈
廟
上

、
於
レ

是
殺
二

神
主
、
除

二

神
像
一

、
投
二

縛
芻
河
一

、
迴
駕
而
還
、
又
遇
二

沙
門
一

、
見
而
敬
悅
、
稽
首
謝
曰
、
曩
無
二

明
導
一

、
佇
足

邪
途
、
澆
弊
雖
久
、
沿
革
在
レ

茲
、
願
能
垂
顧
、
降
二

臨
居
室
一

、
沙
門
受
レ

請
、
隨
至
二

中
宮
一

、
葬
子
既

已
、
謂
二

沙
門
一

曰
、
人
世
糺
紛
、
生
死
流
轉
、
我
子
嬰
レ

疾
、
問
二

其
去
留
一

、
神
而
妄
言
、
當
二

必
痊
差
一

、

先
承
二

指
告
一

、
果
無
二

虛
脫
一

、
斯
則
其
法
可
レ

奉
、
唯
垂
二

哀
愍
一

、
導
二

此
迷
徒
一

、
遂
請
二

沙
門
一

、
揆
二

度
伽
藍
一

、
依
二

其
規
矩
一

而
便
建
立
、
自
レ

爾
之
後
、
佛
敎
方
隆
云
々
、
大
精
舍
中
有
二

石
佛
像
一

、
像
上

懸
二

金
銅
圓
蓋
一

、
衆
寶
莊
嚴
、
人
有
二

旋
繞
一

、
蓋
亦
隨
轉
、
人
止
蓋
止
、
莫
レ

測
二

靈
鑒
一

。
聞
二

諸
耆
舊

一

曰
、
或
云
聖
人
願
力
所
レ

持
、
或
謂
機
關
祕
術
所
レ

致
、
觀
二

其
堂
宇
一

、
石
壁
堅
峻
、
考
二

厥
衆
議
一

、
莫

知
實
録
。
《
『
王
曰
は
く
、
「
天
神
、
其
れ
、
死
せ
ざ
る
を
謂
ふ
。
」
と
。
沙
門
曰
は
く
、
「
其
れ
、
當
に
終

は
る
べ
し
。
俗
を
詭

い
つ
は

る
人
の
言
、
何
ぞ
信
ず
べ
け
ん
や
。
」
と
。
遲
く
、
宮
中
に
至
る
に
、
愛
子
、
已
に

死
せ
り
。
匿
し
て
、
喪
を
發
せ
ず
。
更
に
神し

ん

主し
ゆ

に
問
ふ
に
、
猶
曰
は
く
、
「
死
せ
ず
。
疹
疾
、
當ま

さ

に
瘳い

ゆ

べ
し
。
」
と
。
王
、
便

す
な
は

ち
、
怒
り
を
發
し
、
神
主
を
縛
り
て
數せ

め
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
罪
を
数
え
て
相

手
を
責
め
て
。
］
曰
は
く
、
「
汝
曹

な
ん
ぢ
ら

は
群
れ
居
り
て
、
惡
を
長
じ
、
妄み

だ

り
に
威
福
を
行
な
ひ
、
我
が
子
、
已

に
死
せ
る
に
、
尙
、
『
當
に
瘳
ゆ
べ
し
』
と
云
ふ
。
此
く
、
謬

あ
や
ま

り
惑
は
す
は
、
孰

い
づ
く

ん
ぞ
忍
ぶ
べ
か
ら
ざ
ら

ん
。
宜
し
く
神
主
を
戮こ

ろ

し
、
靈
廟
を
殄
滅

て
ん
め
つ

べ
し
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
完
全
に
殲
滅
せ
よ
。
］
。
」
と
。
是こ

こ

に

於
い
て
、
神
主
を
殺
し
、
神
像
を
除
き
、
縛
芻
河

ば

く

す
う

が

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
オ
ク
サ
ス
川
。O

x
u

s

。
中
央
ア
ジ

ア
の
大
河
川
ア
ム
ダ
リ
ヤ
の
ラ
テ
ン
名
。
私
の
『
「
今
昔
物
語
集
」
卷
第
四
「
羅
漢
比
丘
敎
國
王
太
子
死

語
第
十
二
」
』
の
注
を
参
照
。
地
図
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
あ
る
。
］
に
投
じ
、
駕
を
廻か

へ

し
て
歸
る
。
又
、
沙
門

に
遇
ふ
。
見
て
、
敬

つ
つ
し

ん
で
、
悅
び
、
稽
首
し
て
謝
し
て
曰
は
く
、
「
晨さ

き

に
、
明
導
、
無
く
ば
、
足
を
邪
ま

な
る
途み

ち

に
佇と

ど

め
し
な
ら
ん
。
弊
を

澆
う
す
く
す

る
こ
と
、
久
し
と
雖
も
、
沿
革
は
玆こ

こ

に
在
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

「
こ
の
よ
う
な
悪
し
き
事
態
と
な
っ
た
も
と
は
我
が
国
の
歴
史
の
信
仰
の
誤
り
に
こ
そ
あ
る
」
の
意
か
。
］
。

願
は
く
は
、
能
く

顧
い
つ
く
し

み
を
垂
れ
、
居
室
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
王
国
の
宮
廷
。］
に
降
臨
さ
れ
ん
こ
と

を
。
」
と
。
沙
門
、
請
ひ
を
受
け
、
隨
ひ
て
中
宮
に
至
る
。
子
を
葬
る
こ
と
、
既
に
已を

は

り
、
沙
門
に
謂
ひ

て
曰
は
く
、
「
人
世
は
糺
紛

き
う
ふ
ん

し
て
、
生
死

し
や
う
じ

、
流
轉
す
。
我
が
子
、
疾
ひ
に
嬰か

か

り
て
、
其
の
去
留
を
問
ふ
に
、

神
を
し
て
妄
言
す
る
に
。
『
當
に
必
ず
痊-

差
い

ゆ
べ
し
』
と
せ
り
。
先
に
指
告

し

こ

く

を
承う

く
る
に
、
果
し
て
、
虛

脫
、
無
し
。
斯こ

れ
便
ち
、
そ
の
法
を
奉
ず
べ
き
な
り
。
唯
だ
、
哀-

愍

あ

は

れ

み
を
垂
れ
て
、
此
の
迷め

い

徒と

を
導
け
。
」

と
。
遂
に
、
沙
門
に
請
ひ
て
、
伽
藍
を
揆-

度

は

か

り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
全
体
を
見
渡
し
て
推
し
量
っ
て
。］、

其
の
規
矩
に
依
り
て
、
便
ち
、
建
立
す
。
爾こ

れ
よ
り
後の

ち

、
佛
法
、
方ま

さ

に
盛
ん
と
な
る
』
云
々
。
『
伽
藍
の

大
精
舍
中
、
石
佛
像
、
有
り
。
像
の
上
に
、
金
銅

こ
ん
ど
う

の
圓
蓋

ゑ
ん
が
い

を
懸
け
、
衆お

ほ

く
の
寶
も
て
、
莊
嚴

し
や
う
ご
ん

す
。
人
、
旋ま

は

り
繞め

ぐ

る
も
の
有
れ
ば
、
蓋
も
亦
、
隨
ひ
て
轉ま

は

る
。
人
、
止と

ど

ま
れ
ば
、
蓋
も
、
止
ま
り
、
靈
鑒

れ
い
き
ん

［
や
ぶ
ち
ゃ

ん
注
：
霊
の
鏡
と
し
て
の
あ
ら
た
か
な
る
験
し
。
］
、
測
る
こ
と
、
莫な

し
。
諸こ

れ
を
耆
舊

ぎ

き

う

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
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注
：
現
代
仮
名
遣
「
ぎ
き
ゅ
う
」
。
昔
馴
染
み
の
老
人
。
］
に
聞
く
に
、
曰
は
く
、
或
い
は
、
云
は
く
、

「
聖
人
の
願
力

ぐ
わ
ん
り
き

の
持じ

す
る
所
な
り
。
」
と
。
或
い
は
謂
は
く
、
「
機
關

か
ら
く
り

の
祕
術
の
致
す
所
な
り
。
」
と
。
其

の
堂
宇
を
觀
る
に
、
石
壁
は
竪
峻

け
ん
し
ゆ
ん

な
り
。
厥そ

の
衆
議
を
考
ふ
る
に
、
實
錄
を
知
る
も
の
莫
し
」
。
》
、
慈
恩

傳
卷
五
に
は
、
昏
馱
多
城
中
有
二

伽
藍
一

、
此
國
先
王
所
レ

立
、
伽
藍
中
石
佛
像
上
有
二

金
銅
圓
蓋
一

、
雜
寶

裝
瑩
、
自
然
住
レ
空
、
當
二

於
佛
頂
一

、
人
有
二

禮
旋
一

、
蓋
亦
隨
轉
、
人
停
蓋
止
、
莫
レ

測
二

其
靈
一

《
昏
駄

多
城
中
に
、
伽
藍
、
有
り
。
此
の
國
の
先
王
の
立
つ
る
所
な
り
。
伽
藍
中
の
石
の
佛
像
の
上
に
、
金
銅
の

圓
蓋
有
り
。
雜
寶

ざ
つ
は
う

、
莊

け
だ
か

く
瑩

か
が
や

き
、
自-

然

お

の

づ

と
、
空く

う

に
住

と
ど
ま

り
て
、
佛
頂
に
當
た
る
。
人
、
禮
し
て
、
旋
れ

ば
、
蓋
も
亦
、
隨
ひ
て
轉
る
。
人
、
停
ま
れ
ば
、
蓋
も
、
止
ま
る
。
其
の
靈
、
測
る
莫
し
。
》
と
ば
か
り

あ
っ
て
緣
起
を
說
て
無
い
（
一
九
〇
六
年
板
「
ビ
ー
ル
」
英
譯
西
域
記
二
の
二
九
三
頁
と
一
九
一
一
年
板

同
氏
譯
玄
奘
傳
一
九
七
頁
を
も
併
せ
見
よ
）。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
上
で
熊
楠
が
採
り
上
げ
て
い
る
話
は
、
こ
ち
ら
で
電
子
化
訳
注
し
て
あ
る
。 

「
芳
賀
博
士
の
纂
訂
本
」
国
文
学
者
芳
賀
矢
一
「
攷
証
今
昔
物
語
集
」
で
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
大
正
二
年
か
ら
十
年
に
か
け
て
冨
山
房
か
ら
刊
行
し
た
そ
れ
が
読
め
る
。
彼
の
批
判
し

た
当
該
部
は
、
こ
こ
と
次
の
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。「
や
た
が
ら
す
ナ
ビ
」
で
同
芳
賀
校
訂
本
の
本
文
だ
け
が
こ

こ
に
電
子
化
さ
れ
て
あ
る
。
但
し
、
全
然
パ
ン
チ
が
弱
い
新
字
で
あ
る
。
私
の
上
記
の
正
字
正
仮
名
版
を

強
く
お
薦
め
す
る
。 

「
史
記
の
西
門
豹
が
河
伯
の
爲
に
民
の
娘
を
川
に
沈
む
る
を
禁
じ
た
話
を
參
看
せ
よ
」
前
注
で
示
し
た
話

を
た
だ
活
字
に
し
た
だ
け
の
最
後
に
、『
（
本
書
卷
十
第
三
十
三
條
立
生
贄
國
王
止
此
平
國
語
參
閲
）
』
と
だ

け
あ
る
の
を
指
す
。
こ
の
標
題
は
、「
生
贄

い
け
に
へ

を
立
つ
る
に
、
國
の
王
、
此
れ
を
止と

ど

め
て
國
を

平
た
ひ
ら
げ

る
語こ

と

」
と

読
む
（
「
や
た
が
ら
す
ナ
ビ
」
の
こ
ち
ら
で
電
子
化
さ
れ
た
読
み
易
い
も
の
が
視
認
出
来
る
。
但
し
、
新

字
で
あ
る
）
。
そ
の
指
示
す
る
の
は
、
こ
こ
に
あ
る
「
○
史
記
卷
百
二
十
六
滑
𥡴
傳
」
の
そ
れ
な
の
で
あ
る

が
、
こ
の
話
、
私
が
読
ん
で
も
、
こ
ち
ら
の
話
と
は
ひ
ど
く
異
な
っ
て
お
り
、
原
拠
で
あ
る
ど
こ
ろ
か
、
類

話
で
さ
え
な
い
、
お
か
し
な
「
見
よ
注
記
」
と
言
わ
ざ
る
を
得
ぬ
。
熊
楠
の
不
満
げ
な
批
判
的
物
言
い
は
頗

る
正
当
と
言
え
る
。
正
直
、
芳
賀
は
「
源
氏
物
語
」
を
『
乱
倫
の
書
物
』
と
誹
謗
し
、
「
こ
ん
な
も
の
が
日

本
の
大
古
典
で
あ
る
こ
と
は
情
け
な
い
」
と
言
い
放
っ
て
何
と
も
思
わ
な
い
ガ
チ
ガ
チ
な
常
識
人
だ
っ
た
。

さ
れ
ば
、
正
直
、
優
れ
た
稗
史
で
、
時
に
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
で
滑
稽
な
「
今
昔
物
語
集
」
を
、
こ
れ
、
正
当
に

評
価
・
校
訂
す
る
に
相
応
し
い
学
者
だ
っ
た
と
は
、
私
は
全
く
以
っ
て
思
わ
な
い
と
述
べ
て
お
く
。 

「
慈
恩
傳
」
「
大
慈
恩
寺
三
藏
法
師
傳
」
玄
奘
（
六
〇
二
年
～
六
六
四
年
）
の
伝
記
。
全
十
巻
。
唐
の
慧

立
の
編
に
な
る
。 

『
「
ビ
ー
ル
」
英
譯
西
域
記
』
イ
ギ
リ
ス
の
東
洋
学
者
で
、
最
初
に
初
期
仏
教
の
記
録
類
を
中
国
語
か
ら

直
接
翻
訳
し
た
サ
ム
エ
ル
・
ビ
ー
ル
（S

am
u
el B

eal 

一
八
二
五
年
～
一
八
八
九
年
）
。
よ
く
判
ら
な
い

が
、
死
後
の
一
九
一
一
年
刊
の
“T

h
e L

ife o
f H

iu
en

-T
sia

n
g

”
（「
玄
奘
の
生
涯
」
）
辺
り
に
含
ま
れ
る
か
。
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「In
tern

et arch
iv

e

」
の
こ
ち
ら
に
一
九
一
四
年
版
が
あ
る
が
、
版
が
孰
れ
も
違
う
の
で
、
流
石
に
探
す
気

に
は
な
ら
な
い
。
悪
し
か
ら
ず
。
］ 

  

〇
物
語
集
卷
四
天
竺
人
於
二

海
中
一

値
二

惡
龍
一

人
依
二

比
丘
敎
一

免
レ

害
語
第
十
三
《
天
竺
の
人
、
海
中
に
て

惡
龍
に
値あ

へ
る
人
、
比
丘
の
敎
へ
に
よ
り
、
害
を
免
れ
る
語こ

と

第
十
三
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
私
の
原
文
訳
注

は
こ
ち
ら
。
］
》
は
三
國
傳
記
に
出
た
同
話
異
文
を
芳
賀
博
士
は
引
て
居
る
が
、
此
話
の
根
本
を
擧
て
居
ら

ぬ
。
其
根
本
話
は
、
比
丘
道
略
集
羅
什
譯
、
衆
經
撰
雜
譬
喩
經
下
に
、
昔
有
二

屠
兒
一

、
欲
供
二

養
道
人
一

、

以
二

其
惡
一

故
、
而
無
二

往
者
一

、
後
見
二

一
新
學
沙
門
威
儀
詳
序
一

、
請
歸
飯
二

食
種
種
餚
饍
一

、
食
訖
還
請

二

此
道
人
一

、
願
終
身
在
二

我
家
一

食
、
道
人
卽
便
受
レ

之
、
玩
習
既
久
、
切
見
下

在
二

其
前
一

殺
生
上

、
不
二

敢

呵
一
レ

之
、
積
有
二

年
歲
一

、
後
屠
兒
父
死
、
作
二

河
中
鬼
一

、
以
レ

刀
割
レ

身
、
卽
復
還
、
復
道
人
渡
レ

河
、

鬼
捉
レ

船
曰
、
沒
二

此
道
人
一

著
二

河
中
一

、
乃
可
レ

得
レ

去
、
船
人
怖
曰
、
鬼
言
、
吾
家
昔
日
供
二

養
此
道
人

一

、
積
年
不
レ

呵
二

我
殺
生
一

、
今
受
二

此
殃
一

、
恚
故
欲
耳
、
船
人
曰
、
殺
生
尙
受
二

此
殃
一

、
況
乎
道
人
、

鬼
曰
、
我
知
レ

爾
、
恚
故
耳
、
若
能
爲
レ

我
布
施
、
作
レ

福
呼
レ

名
呪
願
、
我
便
相
放
、
船
人
盡
許
二

爲
作
一
レ

福
、
鬼
便
放
之
、
道
人
卽
爲
レ

鬼
作
レ

會
、
呼
レ

名
呪
願
、
餘
人
次
復
爲
作
レ

會
、
詣
二

河
中
一

、
呼
レ

鬼
曰
、

卿
得
レ

福
未
、
鬼
曰
卽
得
、
無
二

復
苦
痛
一

、
船
人
曰
、
明
日
當
二

爲
卿
作
一
レ

福
、
得
二

自
來
一

不
、
鬼
曰
得

耳
、
鬼
旦
化
作
二

婆
羅
門
像
一

來
、
手
自
供
養
、
自
受
二

呪
願
一

、
上
座
爲
說
經
、
鬼
卽
得
二

須
陀
洹
道
一

、

歡
喜
而
去
、
是
以
主
客
之
宜
、
理
有
二

諫
正
一

、
雖
レ

墮
二

惡
道
一

、
故
有
二

善
緣
一

、
可
レ

謂
二

善
知
識
一

者
是

大
因
緣
也
《
昔
、
屠
兒

と

じ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
家
畜
な
ど
の
獣
類
を
殺
す
こ
と
を
生
業

な
り
わ
い

と
し
た
人
。
ひ
ど
く

差
別
さ
れ
た
こ
と
は
ご
存
知
の
通
り
。
以
下
の
「
惡
な
る
を…
…

」
以
下
は
そ
の
殺
生
の
故
で
あ
る
。
］、

有
り
、
道
人
を
供
養
せ
ん
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
自
身
の
殺
生
の
業ご

う

を
供
養
し
て
貰
う
た
め
に
僧
に
布
施
を

し
た
い
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。
］
と
欲
す
。
そ
の
惡
な
る
を
以
つ
て
の
故
に
、
往

お
も
む

く
者
、
無
し
。
後
、
一

ひ
と
り

の
新
學
の
沙
門
の
、
威
儀
、
詳
序

し
や
う
じ
よ

な
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
述
べ
語
る
内
容
が
非
常
に
詳
し
か
っ
た
の

を
。
］
を
見
て
、
請
ひ
歸
り
て
、
種
種
の
餚
饍

か
う
ぜ
ん

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
豪
華
な
料
理
。
御
馳
走
。
］
を
飯-

食
く

は

せ
し
め
、
食
ひ
訖を

は

り
て
還ま

た
、
此
の
道
人
に
請
ひ
て
、
「
願
は
く
は
、
終
身
、
我
が
家
に
在
り
て
食
せ
ん

こ
と
を
。
」
と
。
道
人
、
卽
ち
、
之
れ
を
受
く
。
玩-

習

な
れ
し
た
し

む
こ
と
、
既
に
久
し
く
し
て
、
切し

き

り
に
、
其
の
前

に
在
り
て
殺
生
せ
る
を
見
る
も
、
敢
へ
て
之
れ
を
呵せ

め
ず
。
積
も
り
て
、
年
歲
、
有
り
。
後
、
屠
兒
の
父
、

死
し
、
河か

は

の
中
の
鬼き

と
な
り
、
刀
を
以
つ
て
、
身
を
割
き
、
乃

す
な
は

ち
、
復
た
、
還
る
。
後
、
道
人
、
河
を
渡

る
に
、
鬼
、
船
を
捉
へ
て
曰
は
く
、
「
此
の
道
人
を
沒
し
て
、
河
中
に
著お

か
ば
、
乃
ち
去
る
を
得
べ
し
。
」

と
。
船
人

ふ
な
ひ
と

、
怖
れ
、
白ま

う

す
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
そ
の
訳
を
尋
ね
た
の
意
で
あ
ろ
う
。
］
。
鬼
の
言い

は

く
、
「
吾

が
家い

へ

、
昔
日
、
此
の
道
人
を
供
養
す
。
積
年
、
吾
が
殺
生
を
呵
め
ず
、
今
、
此
の
殃

わ
ざ
は

ひ
を
受
く
。
恚う

ら

む
が

故
に
殺
す
の
み
。
」
と
。
船
人
曰
は
く
、
「
殺
生
す
ら
、
尙
ほ
、
此
の
殃
ひ
を
受
く
、
況
ん
や
、
道
人
を

https://archive.org/details/lifeofhiuentsian030569mbp/page/n7/mode/2up
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/04/post-4e89ca.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/04/post-4e89ca.html


や
。
」
と
。
鬼
曰
は
く
、
「
我
れ
、
爾こ

れ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
そ
の
僧
が
こ
の
船
に
乗
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

ろ
う
。
］
を
知
る
は
、
恚
む
が
故
の
み
。
若
し
、
能
く
我
が
爲
め
に
布
施
し
て
、
福
を
作な

し
、
名
を
呼
び

て
、
呪
願
せ
ば
、
我
れ
、
便
ち
、
相
ひ
放ゆ

る

さ
ん
。
」
と
。
船
人
、
盡
く
、
爲
め
に
、
福
を
作
さ
ん
こ
と
を

許
き
き
と
ど

け
り
。
鬼
、
便
ち
、
之
れ
を
放
つ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
船
が
普
通
に
航
行
出
来
る
よ
う
に
放
し
た
。
］
。

道
人
、
卽
ち
、
鬼
の
爲
め
に
會ゑ

を
作
し
、
名
を
呼
び
て
、
呪
願
す
。
餘
人
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
同
船
し
て

い
る
他
の
乗
客
。
］
も
、
次
に
、
復
た
、
爲
め
に
會
を
作
し
、
河
中
に
詣ま

ゐ

り
、
鬼
を
呼
び
て
曰
は
く
、「
卿け

い

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
尊
敬
の
二
人
称
。］
、
福
を
得
し
や
、
未
だ
し
や
。
」
と
。
鬼
曰
は
く
、
「
卽
ち
、
得
た

り
、
復
た
、
苦
痛
、
無
し
。」
と
。
船
人
曰
は
く
、「
明
日
、
當
に
卿
の
た
爲
め
に
福
を
作
す
べ
し
。
自

み
づ
か

ら

來
た
る
を
、
得
る
や
不い

な

や
。
」
と
。
鬼
曰
く
、
「
得う

。
」
と
。
鬼
、
旦

あ
し
た

に
化け

し
て
、
婆
羅
門
の
像

す
が
た

と
作
り
て
、

來
た
り
、
手
ず
か
ら
、
供
養
し
、
自
ら
、
呪
願
を
受
く
。
上
座
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
高
位
の
僧
。
こ
こ
は

か
の
僧
侶
を
指
す
。
］、
爲
め
に
、
說
經
す
。
鬼
、
卽
ち
、
須
陀
洹
道

し
ゆ
だ
を
ん
だ
う

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
語
の
「
流
れ
に
従
っ
て
与
か
る
者
」
の
意
の
「
ス
ロ
ー
タ
ー
パ
ン
ナ
」
の
漢
音
写
。
煩
悩
を
脱
し
て
聖

者
の
境
地
に
入
っ
た
位
を
得
る
こ
と
を
言
う
。
四
果
の
第
一
。
］
を
得
、
歡
喜
し
て
去
る
。
是こ

こ

を
以
つ
て

主
・
客
の
宜

よ
し
み

に
は
、

理
こ
と
わ
り

と
し
て
諫
正
す
る
こ
と
有
る
べ
き
な
り
。
惡
道
に
墮
つ
と
雖
も
、
故も

と

は
、
善
緣
、

有
り
。
善
知
識
と
謂
ふ
べ
き
者
は
、
是
れ
、
大
因
緣
な
り
。》、
次
に
、
昔
有
二

賈
客
一

、
入
レ

海
採
レ

寶
、
逢

二

大
龍
神
一

、
擧
レ

船
欲
レ

飜
、
諸
人
恐
怖
、
龍
曰
、
汝
等
頗
遊
二

行
彼
國
一

不
、
報
言
、
曾
行
過
レ

之
、
龍
與

二

一
大
卵
一

、
如
二

五
升
瓶
一

、
汝
持
二

此
卵
一

、
埋
二

彼
國
市
中
大
樹
下
一

、
若
不
レ

爾
者
、
後
當
レ

殺
レ

汝
、

其
人
許
レ

之
、
後
過
二

彼
國
一

、
埋
レ

卵
著
二

市
中
大
樹
下
一

、
從
レ

是
以
後
、
國
多
二

災
疾
疫
氣
一

、
國
王
召
二

道
術
一

占
レ

之
、
云
有
二

蟒
卵
一

在
二

國
中
一

、
故
令
レ

有
二

災
疫
一

、
輒
推
掘
燒
レ

之
、
病
悉
除
愈
、
賈
客
人
後

入
レ

海
、
故
見
二

龍
神
一

、
重
問
事
狀
、
賈
人
曰
、
昔
如
二

神
敎
一

、
埋
二

卵
市
中
一

、
國
中
多
有
二

疾
疫
一

。

王
召
二

梵
志
一

占
レ

之
、
推
得
焚
燒
、
病
者
悉
除
、
神
曰
、
恨
不
レ

殺
二

奴
輩
一

、
船
人
問
、
神
何
故
乃
爾
也
、

神
曰
、
卿
曾
聞
三

某
國
有
二

健
兒
某
甲
一

不
、
曰
、
聞
レ

之
、
已
終
亡
矣
、
神
曰
、
我
是
也
、
我
平
存
時
、
喜

陵
二

擽
國
中
人
民
一

、
初
無
下

敎
二

呵
我
一

者
上

、
但
奬
レ

我
、
使
三

我
墮
二

蟒
蛇
中
一

、
悉
欲
レ

盡
レ

殺
レ

之
耳
、

是
以
人
當
二

相
諫
從
レ

善
相
順
一

。
莫
下

自
恃
二

勢
力
一

、
陵
二

擽
於
人
一
、

坐
招
中

其
患
上

、
三
惡
道
苦
、
但
可
レ

聞
レ

聲
、
不
レ

可
二

形
處
一

《
昔
、
賈
客

こ
き
や
く

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
商
人
。］
有
り
、
海
に
入
り
て
寶
を
採
る
。
大

龍
神
の
、
船
を
擧
げ
て
、
飜

く
つ
が

へ
さ
ん
と
欲す

る
に
逢
ふ
。
諸
人
、
恐
怖
す
。
龍
曰
は
く
、
「
汝
ら
、
頗
る
彼か

の
國
に
遊
行
す
る
や
不い

な

や
。
」
と
。
報こ

た

へ
て
曰
は
く
、
「
曾
つ
て
行
き
、
之
れ
を
過よ

ぎ
る
な
り
。
」
と
。
龍
、

一
つ
の
大
き
な
る
卵
の
、
五
升
瓶
の
ご
と
き
を
與
へ
、
「
汝
、
此
の
卵
を
持
ち
て
、
彼
の
國
の
市
中

い
ち
な
か

の
大

樹
の
下
に
埋う

づ

め
よ
。
若
し
爾し

か

せ
ず
ん
ば
、
後
に
汝
を
殺
す
べ
し
。
」
と
。
其
の
人
、
之
れ
を
許
す
。
後の

ち

、

彼
の
國
を
過
ぎ
り
、
卵
を
埋
む
る
に
、
市
中
の
大
樹
下
に
著お

け
り
。
是
れ
よ
り
以
後
、
國
に
、
災
ひ
・

疫
疾

え

や

み

の
氣
、
多
し
。
國
王
、
道
術
を
召
し
て
、
之
れ
を
占
ふ
。
云
は
く
、「

蟒
う
わ
ば
み

の
卵
、
國
の
中
に
在
り
、

故
に
災
ひ
・
疫

え
や
み

を
有
ら
し
む
。」
と
。
輒

す
な
は

ち
、
推た

づ

ね
て
、
掘
り
、
之
れ
を
燒
く
に
、
病
ひ
、
悉
く
、
除
か



れ
、
愈
え
た
り
。
賈
客
の
人
、
後
、
海
に
入
り
て
、

故
こ
と
さ
ら

に
龍
神
に
見ま

み

ゆ
。
重
ね
て
事
狀

じ
じ
や
う

を
問
ふ
。
賈
人

曰
は
く
、
「
昔
、
神
の
敎
へ
し
ご
と
く
、
卵
を
市
中
に
埋
む
る
に
、
國
中
、
多
く
、
疾
疫
あ
り
。
王
、

梵
志

ぼ

ん

じ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ぼ
ん
し
」
と
も
。
バ
ラ
モ
ン
教
の
僧
を
指
す
語
。
］
を
召
し
て
、
之
れ
を
占
ひ
、

推
ね
て
、
焚-

燒

や
き
は
ら

ひ
、
病
む
者
、
悉
く
除い

ゆ
。
」
と
。
神
曰
く
、
「
恨
む
ら
く
は
、
奴や

つ

輩ば
ら

を
殺
さ
ざ
る
を
。
」

と
。
船
人
、
問
ふ
、
「
神
は
何
故
に
、
乃

す
な
は

ち
爾し

か

す
る
や
。
」
と
。
神
曰
は
く
、
「
卿
、
曾
つ
て
、
某
國
に
健

兒
の
某-

甲

な
に
が
し

の
有
り
を
聞
け
る
や
不
や
。」
と
。
曰
は
く
、「
之
れ
を
聞
け
ど
、
已
に
終-

亡

な

く

な

れ
り
。
」
と
。
神

曰
は
く
、
「
我
れ
は
、
是
れ
な
り
。
我
れ
、
平-

存

い
き
て
あ

り
し
時
、
喜こ

の

み
て
、
國
中
の
人
民
を
陵-

擽

ふ
み
に
じ

る
に
、
初
め

よ
り
、
我
れ
を
、
敎
え
、
呵せ

む
る
者
、
無
く
、
但た

だ
、
我
れ
に
奬す

す

め
、
我
れ
を
し
て
蟒-

蛇

う
わ
ば
み

の
中
に
墮
と
せ

し
む
。
悉
く
、
之
れ
を
殺
し
盡
く
さ
ん
と
欲
す
る
の
み
。
」
と
。
是
れ
を
以
つ
て
、
人
は
、
當
に
相
ひ
諫

め
、
善
に
從
ひ
て
ぞ
、
相
ひ
順

や
は
ら

ぐ
べ
し
。
自
ら
勢
力
を
恃
ん
で
、
人
を
陵-

擽

ふ
み
に
じ

り
、
坐よ

り
て
、
其
の

患
わ
ざ
は
ひ

を
招
く
こ
と
莫
か
れ
。
三
惡
道
は
苦
し
。
但
だ
聲
は
聞
く
べ
く
も
、
形

か
ら
だ

、
處を

る
べ
か
ら
ず
」
と
》
、
此
の

二
つ
の
相
似
た
談
が
、
此
經
に
相
雙
ん
で
出
て
居
る
を
見
て
、
作
合
わ
せ
て
今
昔
の
四
の
十
三
語
［
や
ぶ

ち
ゃ
ん
注
：
「
の
こ
と
」
と
訓
じ
て
お
く
。
］
を
生
じ
た
の
だ
ら
う
、
東
晉
の
譯
な
ら
ん
て
ふ
佛
說
目
連
問

戒
律
中
五
百
輕
重
事
經
に
は
、
龍
の
舊
師
が
免
る
可
か
ら
ざ
る
を
知
て
、
自
ら
進
ん
で
水
に
投
じ
て
死
ん

だ
と
し
て
云
く
、
昔
迦
葉
佛
時
、
有
二

一
比
丘
一

、
度
二

弟
子
一

不
レ

敎
レ

誡
、
弟
子
多
作
二

非
法
一

、
命
終
生

二

龍
中
一

、
龍
法
七
日
一
受
レ

對
時
、
火
燒
二

其
身
一

、
肉
盡
骨
在
、
尋
復
還
復
、
復
則
復
燒
、
不
レ

能
レ

堪
レ

苦
、
便
自
思
惟
、
我
宿
何
罪
、
致
二

苦
如
レ

此
一

耶
、
便
觀
二

宿
命
一

、
自
見
本
作
二

沙
門
一

、
不
レ

持
二

禁
戒
一

、

師
亦
不
レ

敎
、
便
作
二

毒
念
一

、
恚
二

其
本
師
一

、
念
二

欲
傷
害
一

、
會
後
其
師
、
與
二

五
百
人
一

、
乘
レ

船
渡
レ

海
、
龍
便
出
レ

水
捉
レ

船
、
衆
人
卽
問
、
汝
爲
是
誰
、
答
我
是
龍
、
問
汝
何
以
捉
レ

船
、
答
汝
若
下
二

此
比
丘

一

、
放
レ

汝
使
レ

去
、
問
此
比
丘
何
豫
二

汝
事
一

、
都
不
レ

索
二

餘
人
一

、
獨
索
二

此
比
丘
一

者
何
、
龍
曰
、
此
比

丘
、
本
是
我
師
、
不
レ

敎
二

誡
我
一

、
使
下

我
今
日
受
中

如
レ

此
苦
痛
上

、
是
以
索
レ

之
、
衆
人
事
不
レ

得
レ

止
、

便
欲
下

捉
二

此
比
丘
一

下
著
中

水
中
下

、
比
丘
曰
、
我
自
入
レ

水
、
不
レ

須
レ

見
レ

捉
、
卽
便
投
レ

水
喪
二

身
命
一

滅
、

以
レ

此
驗
レ

之
、
度
レ

人
事
大
不
レ

可
レ

不
二

敎
誡
一

《
昔
、
迦
葉
佛
の
時
、
一
比
丘
有
り
、
弟
子
を
、
度
し
て

敎
戒
せ
ず
、
多
く
、
非
法
を
作な

す
。
命
、
終
へ
て
、
龍
の
中
に
生
ま
る
。
龍
の
法
、
七
日
に
一
た
び
、
對

む
く
い

を
受
く
る
時
、
火
、
其
の
身
を
燒
き
、
肉
、
盡
き
て
、
骨
、
在
り
。
尋つ

い

で
、
復
た
、
還
り
、
復
た
、
則
ち
、

復
た
、
燒
か
れ
、
苦
し
み
に
堪
ふ
能
は
ず
。
便
ち
、
自
ら
思
惟
し
て
、
「
我
れ
、
宿

む
か
し

、
何
の
罪
あ
り
て
か
、

此
く
の
ご
と
き
苦
し
み
を
致
す
や
。
」
と
。
便
ち
、
宿
命
を
觀
ず
る
に
、
自
ら
見け

み

し
て
、
「
本も

と

、
沙
門
と
作

り
て
、
禁
戒
を
持
せ
ず
、
師
も
亦
、
敎
へ
ざ
り
き
。
」
と
。
便
ち
、
毒
念
を
作
し
、
そ
の
本
師
を
恚う

ら

み
、

「
傷
害
せ
ん
。
」
と
念ね

ん

欲よ
く

す
。
會

た
ま
た

ま
、
後
、
其
の
師
、
五
百
人
と
、
船
に
乘
り
、
海
を
渡
る
。
龍
、
便
ち
、

水
を
出
で
て
、
船
を
捉
ふ
。
衆
人
、
卽
ち
、
問
ふ
、
「
汝
は
、
是
れ
、
誰た

れ

と
爲
す
や
。
」
と
。
答
へ
て
、

「
我
れ
は
、
是
れ
、
龍
な
り
。
」
と
。
問
ふ
、
「
汝
、
何
を
以
つ
て
か
船
を
捉
ふ
る
や
。
」
と
。
答
へ
て
、

「
汝
、
若
し
、
此
の
比
丘
を
下
ろ
さ
ば
、
汝
を
放
ち
て
去
ら
し
め
ん
。
」
と
。
問
ふ
、
「
こ
の
比
丘
、
何
ぞ
、



汝
の
事
に
豫

あ
づ
か

る
や
。
都す

べ

て
、
餘
人
を
索も

と

め
ず
し
て
、
獨
り
、
此
の
比
丘
の
み
を
索
む
る
は
、
何
ぞ
や
。」

と
。
龍
曰
は
く
、
「
此
の
比
丘
、
本
、
是
れ
、
我
が
師
な
り
。
我
れ
を
敎
戒
せ
ず
、
我
を
し
て
、
今
日

こ
ん
に
ち

、

此
く
の
ご
と
く
苦
痛
を
受
け
せ
し
む
。
是
れ
を
以
つ
て
、
之
れ
を
索
む
。
」
と
。
衆
人
、
事こ

と

や
む
を
得
ず

し
て
、
便
ち
、
此
の
比
丘
を
捉
へ
て
、
水
中
に
著お

か
ん
と
欲
す
。
比
丘
曰
わ
く
、
「
我
れ
、
自
ら
、
水
に

入
ら
ん
。
須

す
べ
か

ら
く
捉
ら
へ
ら
る
べ
か
ら
ず
。
」
と
。
卽
ち
、
便
ち
、
水
に
投
じ
、
身
命
を
喪
ひ
て
、
滅
す
。

此
れ
を
以
つ
て
、
之
れ
を
驗み

れ
ば
、
人
を
度
す
る
に
、
敎
戒
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。》。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以

上
の
「
佛
說
目
連
問
戒
律
中
五
百
輕
重
事
經
」
に
つ
い
て
は
、
熊
楠
の
引
用
文
に
は
、
か
な
り
の
有
意
な
原

本
か
ら
の
脱
落
部
が
存
在
し
、
返
り
点
の
位
置
も
ど
う
も
妙
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
れ
で
は
正
常
に
読
む
こ

と
が
出
来
な
い
の
で
、「
大
蔵
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
当
該
部
を
、
丸
々
、
本
文
で
は
引
用
し
た
。
実
際
の

底
本
「
南
方
隨
筆
」
所
収
の
本
文
（
右
ペ
ー
ジ
一
行
目
か
ら
次
の
ペ
ー
ジ
の
三
行
目
ま
で
）
と
は
大
き
く
異

な
る
の
で
、
必
ず
、
対
照
し
て
読
ま
れ
た
い
。
な
お
、
「
南
方
隨
筆
」
で
は
こ
の
パ
ー
ト
は
こ
こ
で
終
わ
っ

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
は
初
出
の
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
八
月
発
行
の
『
鄕
土
硏
究
』
初
出
に
拠

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
「
選
集
」
版
で
は
、
以
下
の
一
段
落
が
存
在
す
る
。
新
字
新
仮
名
で
あ
る
上
に
、
南

方
熊
楠
に
よ
る
表
記
を
恣
意
的
に
弄
っ
て
い
る
。
し
か
し
、『
鄕
土
硏
究
』
の
当
該
号
は
ネ
ッ
ト
で
は
見
ら

れ
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
「
選
集
」
版
を
、
こ
こ
ま
で
の
電
子
化
で
覚
え
た
熊
楠
の
表
記
癖
に
直
し
て
、
以

下
に
参
考
ま
で
に
掲
げ
て
お
く
。
特
殊
な
仕
儀
な
の
で
注
意
さ
れ
た
い
。
読
み
は
筑
摩
書
房
「
全
集
」
版

（
筑
摩
「
選
集
」
版
の
底
本
）
編
者
に
よ
っ
て
添
え
ら
れ
た
可
能
性
が
頗
る
高
い
が
、
総
て
歴
史
的
仮
名
遣

に
従
っ
て
残
し
て
お
い
た
。
或
い
は
、
こ
こ
も
初
出
は
総
て
漢
文
な
の
か
も
知
れ
な
い
と
考
え
、
「
大
蔵
経

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
当
該
部
を
確
認
出
来
た
の
で
、
一
部
の
漢
字
を
正
字
化
し
、
ま
た
、
句
点
を
読
点
に
代

え
て
、
今
ま
で
の
よ
う
に
本
文
に
ぶ
ち
込
ん
で
、
訓
読
部
を
《 

》
後
に
置
い
た
。
但
し
、
返
り
点
は
無
し

の
白
文
に
し
て
お
い
た
。
こ
の
仕
儀
で
、
少
な
く
と
も
「
選
集
」
版
の
そ
れ
よ
り
も
遙
か
に
原
形
に
近
い
も

の
を
復
元
出
来
た
か
も
知
れ
ぬ
と
、
ち
ょ
い
と
ば
か
り
、
自
負
し
て
い
る
。 

 
 

 

＊ 

 

又
東
晉
頃
の
譯
本
ち
ふ
阿
育
王
譬
喩
經
に
は
平
素
豕ぶ

た

を
殺
し
た
者
恆

水

ガ
ン
ジ
ス
が
は

の
鬼
と
也
、
曾
て
豕
を
殺
す

を
諫
め
な
ん
だ
道
人
を
捉
り
殺
さ
う
と
爲
た
と
し
、
云
く
、
昔
有
賢
者
、
居
舍
衞
國
東
南
三
十
里
、
家
門

奉
法
供
養
道
人
、
家
公
好
喜
殺
猪
賣
肉
、
道
人
漸
漸
知
之
、
未
及
呵
誡
。
老
公
遂
便
命
終
、
在
恒
水
中
受

鬼
神
形
云
々
、
後
日
道
人
渡
恒
水
、
在
正
與
鬼
神
相
値
、
其
鬼
便
出
半
身
在
水
上
、
捉
船
顧
言
、
捉
道
人

著
水
中
、
不
者
盡
殺
船
上
人
、
時
有
一
賢
者
便
問
鬼
神
、
何
以
故
索
是
道
人
、
鬼
神
言
、
我
在
世
間
時
供

養
道
人
、
道
人
心
知
我
殺
猪
賣
肉
、
而
不
呵
誡
我
、
是
以
殺
道
人
耳
、
賢
者
便
言
、
君
坐
殺
猪
乃
致
此
罪
、

今
復
欲
殺
道
人
、
罪
豈
不
多
乎
、
鬼
神
思
惟
、
實
如
賢
者
之
言
、
便
放
令
去
、
道
人
得
去
、
還
語
其
家
、

子
孫
爲
作
追
福
、
神
卽
得
免
苦
、
示
語
後
世
人
、
道
人
受
供
養
不
可
不
教
誡
時
《
『
昔
、
賢
者
、
有
り
、

舍
衞
國
の
東
南
三
十
里
に
居
れ
り
。
家
内
、
法
を
奉
じ
、
道
人
に
供
養
す
。
家か

公こ
う

、
好-

喜

こ

の

み
て
猪ぶ

た

を
殺
し
、

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/126
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肉
を
賣
れ
り
。
道
人
、
漸
々

や

う

や

う
、
之
れ
を
知
れ
ど
も
、
未
だ
呵せ

め
誡
む
る
に
及
ば
ず
。
老
公
、
遂
に
便
ち
、

命
、
終を

へ
、
恆こ

う

水す
い

の
中
に
あ
っ
て
鬼き

神し
ん

の
形
を
受
く
』
云
々
。
『
後
日
、
道
人
、
恒
水
を
渡
り
、
正
に
鬼

神
と
相
ひ
値あ

ふ
。
其
の
鬼
、
便
ち
、
半
身
を
出
だ
し
て
水
上
に
在
り
、
船
を
捉
へ
て
顧
み
て
言
は
く
、

「
道
人
を
捉
へ
て
水
中
に
著お

け
。
不
者

し
か
ら
ず

ん
ば
、
盡
く
、
船
上
の
人
を
、
殺
さ
ん
。
」
と
。
時
に
、
一
賢
者
、

有
り
、
便
ち
、
鬼
神
に
問
ひ
て
、
「
何
を
以
つ
て
の
故
に
是
の
道
人
を
索も

と

む
る
や
。」
と
。
鬼
神
、
言
は
く
、

「
我
れ
、
世
間
に
在
り
し
時
、
道
人
を
供
養
す
。
道
人
、
心
に
は
、
我
れ
、
豚
を
殺
し
、
肉
を
賣
る
を
知

れ
り
。
而
れ
ど
も
、
我
れ
を
、
呵
め
誡
め
ず
。
是こ

れ

を
以
つ
て
、
道
人
を
殺
す
の
み
。
」
と
。
賢
者
、
便
ち
、

言
は
く
、
「
君
、
豚
を
殺
せ
し
に
坐よ

り
て
、
乃
ち
、
此
の
罪
を
致
す
。
今
、
復
た
、
道
人
を
殺
さ
ん
と
欲

す
。
罪
、
豈あ

に

多
か
ら
ざ
ら
ん
や
。」
と
。
鬼
神
、
思
惟
す
る
に
、
「
實

ま
こ
と

に
。
賢
者
の
言
の
ご
と
し
。
」
と
。

便
ち
、
放ゆ

る

し
て
去
ら
し
め
、
道
人
、
去
る
を
得
た
り
。
還
り
て
、
其
の
家
に
語
り
、
子
孫
の
爲
め
に
、
追

福
を
作
す
。
神
、
卽
ち
、
苦
し
み
を
免
る
る
を
得
た
り
。
後
世
の
人
に
示
す
。
「
道
人
、
供
養
を
受
く
れ

ば
、
敎
へ
誡
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
。」
と
。』。》。 

 
 

 

＊
］ 

  

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
で
熊
楠
が
採
り
上
げ
た
当
該
話
は
『「
南
方
隨
筆
」
版 
南
方
熊
楠
「
牛
王
の
名

義
と
烏
の
俗
信
」 

オ
リ
ジ
ナ
ル
注
附 

「
一
」
の
（
１
）』
の
注
の
中
で
電
子
化
注
し
て
あ
る
（「
今
昔
物

語
四
に
靂
旦
國
王
前
に
阿
竭
陀
藥
來
る
話
あ
り
」
に
対
す
る
私
の
注
）
の
で
、
ま
ず
、
そ
れ
を
読
ま
れ
た
い
。

今
回
、
再
度
、
原
文
本
文
を
校
訂
し
て
お
い
た
。］ 

〇
物
語
集
卷
四
の
震
旦
國
王
前
、
阿
竭
陀
藥
來
語
第
卅
二
《
震し

ん

旦だ
ん

の
國
王
の
前
に
、
阿あ

竭か

陀だ

藥や
く

、
來
た
れ

る
語こ

と

第
三
十
二
》
は
、
徒
然
草
に
見
え
た
、
土
大
根
を
萬
に
い
み
じ
き
藥
と
て
、
每
朝
二
つ
宛
燒
て
食
た

筑
紫
の
某
押
領
使
の
急
難
の
時
、
大
根
が
二
人
の
兵
と
現
じ
て
、
敵
を
擊
ち

卻
（
し
り
ぞ
）

け
た
話
に

較
（
や
や
）

似
て
居

る
が
、
芳
賀
博
士
と
同
樣
、
予
も
其
出
處
を
見
出
し
居
ら
ぬ
。
但
し
阿
竭
陀
藥
其
物
に
つ
い
て
は
多
少
調

べ
た
か
ら
、
此
物
語
硏
究
者
の
參
考
迄
に
書
て
置
く
。
翔
譯
名
義
集
九
に
、
阿
伽
陀
は
普
く
去
る
の
意
で
、

一
切
の
病
を
去
る
故
名
く
、
華
嚴
に
、
此
藥
を
見
さ
え
す
る
と
、
衆
病
悉
く
除
く
と
有
る
と
見
ゆ
、
唐
の

菩
提
流
志
譯
不
空
羂
索
神
變
眞
言
經
卷
廿
一
に
、
如
意
阿
伽
陀
藥
品
有
り
、
餘
り
長
い
か
ら
爰
に
引
き
得

ぬ
が
、
此
藥
は
種
々
の
病
の
み
な
ら
ず
、
王
難
（
虐
王
に

困
（
く
る
）

し
め
ら
る
ゝ
事
）
賊
難
、
虎
狼
水
火
刀
杖

等
の
難
を
避
け
、
諍
論
に
勝
ち
、
人
民
に
敬
は
れ
、
壽
を
長
く
し
、
一
切
の
神
を
し
て
護
ら
し
め
、
一
切

鬼
魔
に
害
さ
れ
ぬ
と
て
ふ
無
類
の
效
驗
有
り
と
て
、
之
を
調
合
す
る
藥
劑
の
名
を
擧
て
居
る
が
、
梵
語
許

り
で
分
ら
ぬ
も
の
が
多
い
。
且
つ
加
持
の
祕
法
が
却

々

（
な
か
な
か
）

込
入
た
者
で
、
一
寸
行
ひ
難
い
樣
だ
。
但
し
此

品
（
ほ
ん
）

に
製
法
を
出
た
の
は
、
大
無
勝
寶
阿
伽
陀
首
と
名
け
、
所
有
諸
法
悉
無
二

過
者
一

《
所
有

あ
ら
ゆ
る

諸
法
、

悉
こ
と
ご
と

く
過す

ぐ
る
者
、
無
し
。
》
と
有
る
か
ら
、
此
外
に
劣
等
の
阿
伽
陀
藥
も
色
々
有
つ
た
ら
し
い
。
北
凉
譯
大

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/09/post-451436.html
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般
涅
槃
經
十
二
に
、
摩
羅
毒
蛇
に

螫
（
さ
さ
）

る
ゝ
と
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
そ
の
毒
牙
に
刺
さ
れ
る
と
。
］
、
ど
ん

な
呪
も
藥
も
效
ぬ
が
、
阿
竭
多
星
の
呪
の
み
之
を
除
愈
す
と
有
る
を
見
る
と
、
阿
竭
陀
又
阿
伽
陀
は
、
本

と
星
の
名
で
、
專
ら
療
病
を
司
つ
た
星
ら
し
い
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
徒
然
草
に
見
え
た
、
土
大
根
を
萬
に
い
み
じ
き
藥
と
て
、
每
朝
二
つ
宛
燒
て
食
た

筑
紫
の
某
押
領
使
の
急
難
の
時
、
大
根
が
二
人
の
兵
と
現
じ
て
、
敵
を
擊
ち
卻
け
た
話
」
第
六
十
八
段
の

大
根
好
き
の
男
の
不
思
議
な
話
で
、
同
書
の
中
で
は
、
唯
一
と
言
っ
て
も
い
い
、
怪
奇
談
で
あ
る
。
以
下

に
示
「
怪
談
老
の
杖 

電
子
化
注 
始
動 

／ 

序
・
目
次
・
卷
之
一 

杖
の
靈
異
」
の
私
の
注
で
全
電

子
化
を
し
て
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。 

「
芳
賀
博
士
と
同
樣
、
予
も
其
出
處
を
見
出
し
居
ら
ぬ
」
こ
こ
。
但
し
、
本
文
の
活
字
化
だ
け
で
、
典
拠

へ
の
言
及
は
全
く
な
い
。 

「
摩
羅
毒
蛇
」
不
詳
。
こ
う
書
く
か
ら
に
は
、
実
在
す
る
毒
蛇
に
比
定
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
お
か
し
い
。

大
き
い
た
め
、
注
入
さ
れ
る
毒
液
が
多
く
、
咬
ま
れ
る
と
、
非
常
に
危
険
な
爬
虫
綱
有
鱗
目
ヘ
ビ
亜
目
コ

ブ
ラ
科
キ
ン
グ
コ
ブ
ラ
属
キ
ン
グ
コ
ブ
ラ O

p
h
io

p
h
a
g
u
s h

a
n
n
a
h

か
。
イ
ン
ド
東
部
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・

カ
ン
ボ
ジ
ア
・
タ
イ
・
中
国
南
部
・
ネ
パ
ー
ル
・
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ベ
ト
ナ
ム
・
マ
レ

ー
シ
ア
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
ラ
オ
ス
に
棲
息
す
る
。］ 

  

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
： 

熊
楠
が
採
り
上
げ
た
当
該
話
は
こ
ち
ら
で
電
子
化
訳
注
し
て
あ
る
の
で
、
ま
ず
、
そ

れ
を
読
ま
れ
た
い
。
底
本
で
は
こ
こ
か
ら
。］ 

〇
今
昔
物
語
集
卷
十
、
聖
人
犯
后
蒙
國
王
咎
成
天
狗
語
第
卅
四
《
聖
人

し
や
う
に
ん

、
后

き
さ
き

を
犯
し
て
、
國
王
の
咎と

が

を

蒙
り
て
、
天
狗
と
成
る
語こ

と

第
三
十
四
》
は
、
今
度
出
版
の
芳
賀
博
士
の
攷
證
本
に
出
所
も
類
話
も
出
て
居

ら
ぬ
。
或
は
其
處
こ
に
示
さ
れ
た
卷
廿
、
染
殿
后
爲
三

天
宮
被
二

嬈
亂
一

語
《
染そ

め

殿ど
の

の
后
、
天
宮

て

ん

ぐ

の
爲
に

嬈
亂

ね
う
ら
ん

せ
ら
る
る
語
》
の
所
が
出
た
ら
、
載
て
居
る
か
と
思
ふ
が
、
一
寸
管
見
を
記
す
と
、
趙
宋
の
法
賢
譯

瑜
伽
大
敎
王
經
三
に
、
不
動
尊
大
忿
怒
明
王
の
眞
言
を
法
通
り
持
誦
す
れ
ば
、
能
く
諸
童
女
を
鉤
召
し
、

種
々
所
欲
の
事
を
成
す
、
唐
の
金
剛
菩
提
三
藏
が
譯
せ
る
不
動
使
者
陀
羅
尼
祕
密
法
、
矜
羯
羅
（
＝
宮
迦

羅
）
を
招
く
法
を
載
す
、
矜
者
問
事
也
、
羯
邏
者
驅
使
也
、
若
不
レ

現
者
、
心
決
定
、
念
二

誦
不
動
使
者
一

、

必
須
レ

得
レ

見
、
莫
レ

生
二

狐
疑
一

、
直
至
二

平
明
一

、
無
二

不
レ

來
者
一

、
現
已
種
種
驅
使
、
處
分
皆
得
、
乃
至

洗
レ

手
、
或
用
二

柳
枝
一

令
レ

取
、
皆
得
、
欲
レ

得
二

上
レ

天
入
一
レ

山
、
亦
扶
二

行
人
一

將
去
、
欲
レ

得
下

見
二

欲

界
上
天
女
等
一

、
令
二

將
來
一

相
見
上

、
亦
得
、
何
況
人
間
、
取
二

人
及
物
、
乃
至
種
種
飮
食
一

、
此
神
作
二

小

童
子
形
一

、
有
二

兩
種
一

、
一
名
二

矜
羯
邏
一

、
恭
敬
小
心
者
是
、
一
名
二

制
吒
迦
一

、
難
二

共
語
一

、
惡
性
者

是
、
猶
如
二

人
間
惡
性
一

、
在
レ

下
雖
レ

受
二

驅
使
一

、
常
多
二

過
失
一

也
云
々
《「
矜こ

ん

」
と
は
「
事
を
問
ふ
」
な

り
、
「
羯が

羅ら

」
と
は
「
驅
使
」
な
り
。
若
し
現
ぜ
ざ
れ
ば
、
心
、
決
定

け
つ
ぢ
や
う

し
て
、
不
動
使
者
を
念
誦
す
。
必
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ず
須

す
べ
か

ら
く
見
る
こ
と
を
得
べ
し
。
狐
疑
を
生
ず
る
莫
か
れ
。
直
ち
に
平
明
に
至
れ
ば
、
來
た
ら
ざ
る
者
、

無
し
。
現
じ
已を

は

り
て
、
種
種
に
驅
使
す
れ
ば
、
處
分

し
よ
ぶ
ん

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
命
令
。
］
せ
る
こ
と
、
皆
、
得
。

乃
至

な

い

し

は
手
を
洗
ひ
、
或
い
は
柳や

う

枝じ

を
用
ひ
ん
と
す
る
に
、
取
ら
し
む
れ
ば
、
皆
、
得
。
天
に
上の

ぼ

り
、
山
に

入
る
こ
と
を
得
ん
と
欲ほ

つ

せ
ば
、
又
、
行
く
人
を
扶た

す

け
て
將ゐ

て
去ゆ

く
。
欲
界
上
の
天
女
等な

ど

を
見
る
こ
と
を
得

ん
と
欲
せ
ば
、
將
て
來
た
ら
し
め
て
相
見
ん
こ
と
、
亦
、
得
た
り
。
何
ぞ
況
ん
や
、
人
間

じ
ん
か
ん

に
て
、
人
及
び

物
、
乃
至
、
種
種
の
飮
食
を
至
ら
す
こ
と
を
や
。
此
の
神
、
小
童
子
の
形
を
作な

し
、
兩
種
、
有
り
。
一

ひ
と
り

は

「
矜
羯
羅
」
と
名
づ
く
。
恭
敬
に
し
て
、
小
心
な
る
者
は
、
是
れ
な
り
。
一
は
制
吒
迦

せ

い

た

か

と
名
づ
く
。
共
に

語
り
難
く
し
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
会
話
が
上
手
く
交
わ
せ
ず
。］
、
惡あ

く

性
し
や
う

な
る
者
は
、
是
れ
な
り
。
猶
ほ
、

人
間
の
惡
性
の
ご
と
し
。
下
に
在
り
て
驅
使
を
受
く
と
雖
も
、
常
に
過
失
多
し
云
々
》
、
唐
の
李
無
諂

（
り
む
て
ん
）

譯

不
空
羂
索
陀
羅
尼
經
に
も
、
此
二
童
子
を
使
ふ
法
を
記
す
、
唐
の
不
空
譯
大
寶
廣
博
祕
密
陀
羅
尼
經
中
卷

に
、
隨
心
陀
羅
尼
を
五
萬
遍
誦
す
れ
ば
、
婇
女

（
う
ね
め
）

や
王
后
な
ど
を
鉤

召

（
こ
う
せ
う
）

し
得

（
う
）

と
有
り
、
趙
宋
の
法
天
譯

金
剛
手
菩
薩
降
伏
一
切
部
多
大
敎
王
經
上
に
、
部
多
女

ヴ
エ
ー
タ
ー
ラ

を
眞
言
で
招
き
妹
と
な
し
、
千
由
旬
内
に
所
要
の

女
人
を
卽
時
取
り
來
た
ら
し
む
る
こ
と
を
載
す
。
矜
羯
羅
も
天
女
を
す
ら
取
來
る
程
だ
か
ら
、
王
后
位
は

お
茶
の
子
だ
ら
う
、
斯
る
迷
信
が
今
日
の
歐
州
に
も
隱
れ
行
な
は
る
ゝ
は
、
例
せ
ば
、
米
人
「
リ
ー
ラ
ン

ド
」
の
巫
蠱
經
（
一
八
九
九
年
板
三
五
頁
）
に
、
今
も
イ
タ
リ
ア
に
月
神
「
チ
ア
ナ
」
を
祀
る
者
、
自
分

が
望
む
貴
族
女
を
し
て
犬
形
に
變
じ
、
萬
事
を
忘
失
し
て
其
家
に
來
り
、
忽
ち
元
の
女
と
成
て
其
思
ひ
を

晴
さ
せ
、
復
た
犬
と
成
て
自
宅
へ
還
る
と
、
本
來
の
女
と
成
る
が
、
何
を
他
人
の
家
で
さ
れ
た
か
一
向
覺

え
ず
、
若
く
は
夢
程
に
微
か
に
覺
え
し
む
る
呪
法
を
載
て
居
る
。
又
今
日
も
「
タ
ナ
」
女
神
を
念
じ
て
、

睡
れ
る
男
女
と
情
交
を
遂
る
誦
言
を
出
し
て
居
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
今
度
出
版
の
芳
賀
博
士
の
攷
證
本
に
出
所
も
類
語
も
出
て
居
ら
ぬ
」
こ
こ
。
但
し
、

最
後
に
『（
本
書
卷
二
十
染
殿
后
爲
天
宮
被
嬈
亂
語
參
閲
）』
と
あ
る
。
次
注
参
照
。 

「
或
は
其
處
に
示
さ
れ
た
卷
廿
、
染
殿
后
爲
三

天
宮
被
二

嬈
亂
一

語
」
（
正
し
く
は
最
後
に
「
第
七
」
が
附
く

の
が
正
し
い
標
題
で
あ
る
）
「
の
所
が
出
た
ら
、
載
て
居
る
か
と
思
ふ
が
」
こ
の
記
事
（
「
一
」
パ
ー
ト
）

は
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
八
月
号
『
鄕
土
硏
究
』
で
あ
る
か
ら
、
芳
賀
矢
一
の
「
攷
証
今
昔
物
語
集
」

の
同
巻
を
載
せ
た
「
中
」
は
翌
三
年
の
刊
行
で
未
刊
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
さ
て
。
で
は
！ 

大
き
な
期

待
を
持
っ
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
か
ね
！ 

あ
ら
ま
！ 

残
念
で
す
ね
え
！ 

「
拾
遺
往
生
傳
卷
下
相
應
傳
（
抄

錄
）
」
・「
古
事
談
第
三
僧
行
篇
」・
「
宇
治
拾
遺
物
語
卷
十
五
相
應
和
尙
上
二
都
卒
天
一
事
付
染
殿
の
后
奉
レ

祈

事
」
と
並
べ
て
、
『（
元
亨
釋
書
卷
十
感
進
篇
相
應
傳
參
閲
）
』
と
あ
る
だ
け
で
す
ね
ぇ
。
こ
れ
っ
て
、
同
事

件
の
話
の
同
時
代
或
い
は
近
未
来
の
並
列
の
リ
ス
ト
に
過
ぎ
ま
せ
ん
ぜ
。
最
後
の
が
気
に
な
る
っ
て
？ 

い

や
い
や
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
写
本
画
像
で
見
ま
す
か
？ 

染
殿
の
「
狂
疾
」
を

修
法
し
た
こ
と
が
書
い
て
あ
る
だ
け
で
す
ぜ
。
熊
楠
先
生
の
よ
う
に
、
漢
籍
経
典
を
ち
っ
と
も
デ
ィ
グ
し
て

な
い
じ
ゃ
ね
ぇ
か
。
ダ
メ
だ
、
こ
り
ゃ
！ 

な
お
、
こ
の
篇
は
『「
今
昔
物
語
集
」
卷
第
二
十
「
染
殿
后
爲

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/04/post-40bd01.html
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/945414/512
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/945414/512
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2545139/38
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/04/post-8e8a0f.html


天
宮
被
嬈
亂
語
第
七
」（
R
指
定
）
』
で
電
子
化
訳
注
し
て
お
い
た
。
但
し
、
か
な
り
猥
褻
な
描
写
が
出
る

の
で
、
ご
注
意
あ
れ
。 

「
鉤
召
」
歴
史
的
仮
名
遣
「
こ
う
せ
う
」
。
現
代
仮
名
遣
「
こ
う
し
ょ
う
」。
実
は
底
本
は
「
釣
召
」
だ
が
、

「
選
集
」
で
訂
し
た
。
密
教
に
於
け
る
護
摩
法
の
一
種
で
あ
る
「
鉤
召
法
」
の
こ
と
。
諸
尊
・
善
神
、
及

び
、
自
分
の
愛
す
る
者
を
召
し
集
め
る
た
め
の
修
法
。 

「
矜
羯
羅
（
＝
宮
迦
羅
）
」
前
者
は
「
こ
ん
が
ら
」
、
後
者
は
「
く
が
ら
」
と
読
む
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語

の
「
キ
ン
カ
ラ
」
の
漢
音
写
で
、
「
キ
ン
」
は
同
語
の
疑
問
詞
で
そ
れ
に
「
矜
」
と
当
て
、
「
作
為
」
の
意

を
持
つ
「
カ
ラ
」
に
「
羯
羅
」
を
当
て
て
合
成
し
た
語
。
「
何
を
な
す
べ
き
か
を
問
い
、
そ
の
命
令
の
通

り
に
動
く
」
と
い
う
意
で
あ
る
と
い
う
。
奴
僕
や
従
者
を
指
す
一
般
名
詞
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
不
動
三
尊

に
お
い
て
制
多
迦

せ

い

た

か

童
子
と
と
も
に
に
不
動
明
王
の
脇
侍
を
務
め
る
矜
羯
羅
童
子
を
指
す
（
通
常
の
像
作
で

は
不
動
明
王
の
左
脇
侍
（
向
か
っ
て
右
）
に
配
さ
れ
る
。
十
五
歳
ほ
ど
の
童
子
の
姿
を
し
て
お
り
、
蓮
華

冠
を
つ
け
、
肌
は
白
肉
色
、
合
掌
し
た
親
指
と
人
差
し
指
の
間
に
独
鈷
杵
を
挟
ん
で
持
つ
。
天
衣
と
袈
裟

を
身
に
着
け
て
い
る
（
ウ
ィ
キ
の
「
矜
羯
羅
童
子
」
に
拠
っ
た
）
。
脇
侍
と
し
て
は
超
弩
級
に
私
の
好
き

な
二
人
で
あ
る
。 

「
婇
女
」「
う
ね
め
」
は
古
代
の
宮
中
で
食
膳
な
ど
に
奉
仕
し
た
女
官
。 

「
部
多
女

ヴ
エ
ー
タ
ー
ラ

」
「
屍
鬼
」
と
漢
訳
す
る
イ
ン
ド
の
妖
怪
。
死
体
に
取
り
憑
い
て
こ
れ
を
生
き
て
い
る
か
の
よ

う
に
活
動
さ
せ
る
鬼
神
。
色
が
黒
く
、
背
丈
が
高
く
、
首
は
駱
駝
、
顔
は
象
、
脚
は
牡
牛
、
眼
は
梟
、
耳

は
驢
馬
の
よ
う
で
あ
る
と
さ
れ
る
。 

「
千
由
旬
内
」
七
千
キ
ロ
か
ら
一
万
四
千
キ
ロ
四
方
。 

『
米
人
「
リ
ー
ラ
ン
ド
」
の
巫
蠱
經
（
一
八
九
九
年
板
三
五
頁
）
』「
選
集
」
で
は
書
名
に
『
ア
ラ
ジ
ヤ
』

と
ル
ビ
さ
れ
て
あ
る
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
作
家
で
民
俗
学
者
で
あ
っ
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ゴ
ッ
ド
フ
リ

ー
・
リ
ー
ラ
ン
ド
（
一
八
二
四
年
～
一
九
〇
三
年
：
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
出
身
。
は
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学

と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
教
育
を
受
け
た
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
携
わ
り
、
広
い
範
囲
を
旅
し
て
、
民
俗
学
や
民

俗
言
語
学
に
関
心
を
抱
き
、
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
語
や
、
民
間
伝
承
に
関
す
る
書
籍
や
記
事
を

出
版
し
た
）
。
一
八
九
九
年
に
書
か
れ
た
「
ア
ラ
デ
ィ
ア
、
或
い
は
魔
女
の
福
音
」
（A

ra
d
ia

, o
r th

e 

G
o
sp

el o
f th

e W
itch

es 

）
。「In

tern
et arch

iv
e

」
の
こ
ち
ら
で
、
原
本
の
当
該
部
が
読
め
る
。
そ
れ
を
見
る

と
、
何
の
こ
と
は
な
い
、
思
っ
た
通
り
、
「
チ
ア
ナ
」
（
「
選
集
」
で
は
『
ヂ
ア
ナ
』
と
す
る
）
は
知
ら
れ

た
「D

ia
n
a

」
で
あ
る
。
以
下
の
、
『
今
日
も
「
タ
ナ
」
女
神
を
念
じ
て
、
睡
れ
る
男
女
と
情
交
を
遂
る
誦

言
を
出
し
て
居
る
』
と
い
う
の
も
次
の
ペ
ー
ジ
当
た
り
の
そ
れ
と
感
じ
ら
れ
、
さ
れ
ば
、
「
タ
ナ
」
（
「
選

集
」
も
同
じ
）
も
こ
れ
が
「
デ
ィ
ア
ナ
」「
ダ
イ
ア
ナ
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。］ 

  

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/04/post-8e8a0f.html
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https://archive.org/details/aradiaorgospelw00lelagoog/page/n56/mode/2up


［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
。
熊
楠
が
採
り
上
げ
た
当
該
話
は
こ
ち
ら
で
電
子
化
訳
注
し
て
あ
る
の
で
、
ま
ず
、

そ
れ
を
読
ま
れ
た
い
。
底
本
で
は
こ
こ
か
ら
。］ 

〇
物
語
同
卷
、
國
王
造
二

百
丈
石
卒
堵
婆
一

擬
レ

殺
レ

工
語
第
卅
五
」
《
國
王
、
百
丈
の
石
の
卒
堵
婆
を
造
り

て
、
工

た
く
み

を
殺
さ
ん
と
擬せ

る
語
第
三
十
五
》
も
、
芳
賀
博
士
は
出
所
を
擧
げ
居
ら
ぬ
が
、
是
は
羅
什
譯
、
馬

鳴
菩
薩
の
大
莊
嚴
經
論
卷
十
五
に
見
ゆ
、
云
く
、
我
昔
曾
聞
、
有
二

一
國
一

、
中
施
二

設
石
柱
一

、
極
爲
二

高

大
一

、
除
二

去
梯
蹬
一

、
樚
櫨
繩
索
、
置
二

彼
工
匠
一

、
在
二

於
柱
頭
一

、
何
以
故
、
彼
若
存
活
、
或
更
餘
處
造

二

立
石
柱
一

、
使
レ

勝
二

於
此
一

、
時
彼
石
匠
親
族
宗
眷
、
於
二

其
夜
中
一

、
集
二

聚
柱
邊
一

、
而
語
之
言
、
汝

今
云
何
、
可
レ

得
レ
下
耶
、
爾
時
石
匠
多
二

諸
方
便
一

、
卽
擿
二

衣
縷
一

、
垂
二

二
縷
線
一

、
至
二

於
柱
下
一

、

其
諸
宗
眷
、
尋
以
二

麁
線
一

、
繫
二

彼
衣
縷
一

、
匠
卽
挽
取
、
既
至
二

於
上
一

、
手
捉
二

麁
線
一

語
二

諸
親
族
一

、

汝
等
今
者
、
更
可
レ

繫
二

著
小
麁
繩
索
一

、
彼
諸
親
族
、
卽
隨
二

其
語
一

、
如
レ

是
展
轉
、
最
後
得
レ

繫
二

麁
大

繩
索
一

、
爾
時
石
匠
、
尋
レ

繩
來
下
《
我
れ
、
昔
、
曾
て
聞
く
、
一
國
有
り
、
中う

ち

に
石
柱
を
施
設
し
、
極
め

て
高
大
と
爲
す
。
梯
磴

て
い
と
う

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
足
場
。］・
樚ろ

く

櫨ろ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
滑
車
。］
・
繩
索

じ
や
う
さ
く

を
除
き

去
り
、
彼か

の
工
匠
を
置
き
て
、
柱
頭
に
在
ら
す
。
何
を
以
つ
て
の
故
か
。
「
彼
、
若
し
存-

活

い
き
て
あ

ら
せ
ば
、
或

い
は
更
に
餘
處
に
石
柱
を
造
立
し
、
此
れ
に
勝ま

さ

ら
し
め
ん
に
。
」
と
な
り
。
時
に
、
彼
の
石
匠
の
親
族
・

宗
眷

し
ゆ
う
け
ん

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
一
族
の
者
。］
、
其
の
夜
中
に
於
い
て
柱
の
邊
り
に
集
ひ
聚あ

つ

ま
る
。
而
し
て
、
之

れ
を
語
り
て
言
は
く
、「
汝な

ん

ぞ
、
今
、
何
を
か
云
は
ん
や
。
下く

だ

る
を
得
べ
き
も
の
か
。
」
と
。
爾こ

の
時
、
石

匠
、

諸
も
ろ
も
ろ

の
方
便
を
多
く
せ
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
い
ろ
い
ろ
な
降
り
る
工
夫
を
、
沢
山
、
考
え
た
。
」

の
意
か
。
］
。
卽
ち
、
衣
縷

い

る

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
着
て
い
る
破
れ
た
着
物
。
］
を
擿さ

き
て
、
二
縷

ふ
た
す
ぢ

の
線い

と

を
垂

ら
し
、
柱
の
下
に
至
ら
す
。
其
の
諸
宗
眷
、
尋つ

い
で
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
次
に
。
］
、
麁あ

ら

き
線
を
以
つ
て
彼か

の
衣
縷
に
繫
ぐ
。
匠

た
く
み

、
卽
ち
、
挽ひ

き
て
取
り
、
既
に
上
に
至
れ
ば
、
手
に
麁
き
線
を
捉
へ
、
諸
親
族
に
語か

た

ら
ふ
に
、「
汝
ら
、
今
は
、
更
に
小す

こ

し
く
麁
き
繩
索
を
繋
ぎ
著と

む
べ
し
。
」
と
。
彼
の
諸
親
族
、
卽
ち
、
其

の
語

こ
と
ば

に
隨
ひ
、
是か

く
の
ご
と
く
、
展-

轉

く
る
か
へ

し
て
、
最
後
に
、
麁
き
大
き
な
る
繩
索
を
繫
ぎ
得
た
り
。
爾
の

時
、
石
匠
、
繩
を
尋つ

た

ひ
て
來
た
り
下
れ
り
。
》
、
石
柱
は
生
死
、
梯
磴
樚
櫨
は
過
去
佛
已
滅
言
抔
と
、
く
だ

く
だ
し
く
佛
敎
に
宛
て
ゝ

喩
（
た
と
へ
）

を
說
き
居
る
所
を
見
る
と
、
佛
敎
前
か
ら
行
れ
居
た
物
語
ら
し
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
大
正
二
年
八
鄕
硏
第
一
卷
第
六
號
） 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
芳
賀
博
士
は
出
所
を
擧
げ
居
ら
ぬ
」
こ
こ
。
本
文
の
み
。 

「
石
柱
は
生
死
、
梯
磴
樚
櫨
は
過
去
佛
已
滅
言
抔
と
、
く
だ
く
だ
し
く
佛
敎
に
宛
て
ゝ
喩
を
說
き
居
る
」

「
大
蔵
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
見
る
と
、
こ
の
話
を
記
し
た
後
に
、
以
下
の
よ
う
に
評
釈
さ
れ
て
あ
る
こ

と
を
指
す
。 

 
 

 

＊ 

言
石
柱
者
喩
於
生
死
。
梯
蹬
樚
櫨
喩
過
去
佛
已
滅
之
法
。
言
親
族
者
喩
聲
聞
衆
。
言
衣
縷
者
喩
過
去
佛
定

之
與
慧
。
言
擿
衣
者
喩
觀
欲
過
去
味
等
法
。
縷
從
上
下
者
喩
於
信
心
。
繫
麁
縷
者
喩
近
善
友
得
於
多
聞
。

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/04/post-963dca.html
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細
繩
者
多
聞
縷
復
懸
持
戒
縷
。
持
戒
縷
懸
禪
定
縷
。
禪
定
縷
懸
智
慧
繩
。
以
是
麁
繩
堅
牢
繫
者
喩
縛
生
死
。

從
上
下
者
喩
下
生
死
柱
。 

 
 

以
信
爲
縷
線 

多
聞
及
持
戒 

 
 

猶
如
彼
麁
縷 
戒
定
爲
小
繩 

 
 

智
慧
爲
麁
繩 

生
死
柱
來
下 

 
 

 

＊ 

こ
れ
ま
た
、
壮
大
な
仏
教
原
理
で
、
こ
の
事
件
の
内
容
を
解
説
し
た
上
、
偈
ま
で
あ
っ
て
、
あ
た
か
も
宋

代
の
僧
無
門
慧
開
の
「
無
門
關
」
の
一
篇
を
見
る
よ
う
な
、
公
案
的
ブ
ッ
ト
ビ
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
の

は
、
私
な
ど
は
、
思
わ
ず
、
ニ
ン
マ
リ
し
て
し
ま
っ
た
。
因
み
に
リ
ン
ク
先
は
私
の
古
い
電
子
化
物
で
野

狐
禅
全
訳
附
き
で
あ
る
。
に
し
て
も
、
熊
楠
の
、
原
型
は
仏
教
以
前
と
す
る
そ
の
指
摘
は
頗
る
鋭
い
。］ 

   
 

 
 

 
 

 

二 
  

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
： 

熊
楠
が
採
り
上
げ
た
当
該
話
は
こ
ち
ら
で
電
子
化
訳
注
し
て
あ
る
の
で
、
ま
ず
、
そ

れ
を
読
ま
れ
た
い
。
底
本
で
は
こ
こ
か
ら
。］ 

〇
百
濟
河
成
（
鄕
硏
一
の
五
〇
と
一
六
六
頁
）
が
寫
生
に
巧
だ
つ
た
の
は
、
此
人
が
死
ん
だ
年
か
ら
纔
か

廿
五
年
後
に
成
た
文
德
實
錄
五
に
、
所
寫
古
人
眞
、
及
山
水
草
木
等
、
皆
如
二

自
生
一

、
昔
在
宮
中
、
令
三

或
人
喚
二

從
者
一

、
或
人
辭
以
レ

未
レ

見
二

顏
容
一

、
河
成
卽
取
二

一
紙
一

圖
二

形
體
一

其
、
或
人
遂
驗
得
、
其
機

妙
類
如
レ

此
、
今
之
言
レ

畫
者
、
咸
取
レ

則
焉
《
寫
す
所
の
古
人
の
眞か

ほ

、
及
び
、
山
水
草
木
等な

ど

、
皆
、
自
生

す
る
が
ご
と
し
。
昔
、
宮
中
に
在
り
、
或
る
人
を
し
て
從
者
を
し
て
喚
ば
し
む
。
或
る
人
、
辭
す
る
に
、

未
だ
顏
容
を
見
ざ
る
を
以
つ
て
す
。
河
成
、
卽
ち
、
一
紙
を
取
り
て
、
其
の
形
體
を
圖
す
。
或
る
人
、
遂

に
驗け

ん

し
得
た
り
。
そ
の
機
妙
、
類

お
ほ
む

ね
、
此
く
の
ご
と
し
。
今
、
畫ゑ

を
言
ふ
者
は
、

咸
こ
と
ご
と

く
に
、
則

て
ほ
ん

を
取

る
。
》
と
あ
る
の
で
知
れ
る
。
こ
れ
に
似
た
話
、
五
雜
俎
七
に
、
相
傳
、
戴
文
進
至
二

金
陵
一

、
行
李
爲
二

一

傭
肩
去
一

、
杳
不
レ

可
レ

識
、
乃
從
二

酒
家
一

借
二

紙
筆
一

、
圖
二

其
狀
貌
一

、
集
二

衆
傭
一

示
レ

之
、
衆
曰
是
某
人

也
、
隨
至
二

其
家
一

、
得
二

行
李
一

焉
《
相
ひ
傳
ふ
、
『
戴
文
進
、
金
陵
に
至
る
に
、
行
李

か

う

り

、
一

ひ
と
り

の
傭

に
ん
ぷ

に
肩に

な

ひ
去
ら
れ
て
、
杳え

う

と
し
て
識
る
べ
か
ら
ず
。
乃

す
な
は

ち
、
酒
家
よ
り
紙
筆
を
借
り
、
そ
の
狀
貌

か
ほ
か
た
ち

を
圖
し
、
衆お

ほ

く
の
傭
を
集
め
て
、
之
れ
を
示
す
に
、
衆
、
曰
は
く
、
「
是
れ
、
某
人

ぼ
う
に
ん

な
り
。
」
と
。
隨
つ
て
、
そ
の
家
に

至
る
に
、
行
李
を
得
た
り
。』
と
》
。
戴
文
進
は
明
朝
の
初
の
人
だ
か
ら
、
河
成
が
死
ん
で
よ
り
五
百
年
も

後
の
人
だ
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
鄕
硏
一
の
五
〇
と
一
六
六
頁
」「
選
集
」
に
よ
れ
ば
、
前
者
は
『
鄕
土
硏
究
』
第
一

http://yab.o.oo7.jp/mumon.html
http://yab.o.oo7.jp/mumon.html
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巻
五
十
ペ
ー
ジ
か
ら
収
載
さ
れ
て
あ
る
赤
峯
太
郎
の
論
文
「
今
昔
物
語
集
の
研
究
」
で
あ
り
、
後
者
は
同

巻
の
第
三
号
の
百
六
十
六
ペ
ー
ジ
か
ら
収
載
さ
れ
て
あ
る
南
方
熊
楠
の
論
文
「
川
成
と
飛
驒
の
工
の
技
を

競
べ
し
話
」
で
あ
る
旨
が
編
者
割
注
で
示
さ
れ
て
あ
る
。
私
は
「
南
方
熊
楠
全
集
」
を
所
持
し
な
い
が
、

幸
い
に
し
て
、
サ
イ
ト
「
私
設
万
葉
文
庫
」
に
あ
る
電
子
テ
ク
ス
ト
（
底
本
は
平
凡
社
「
南
方
熊
楠
全
集
」

第
三
巻
（
雑
誌
論
考
Ⅰ
）
一
九
七
一
年
刊
で
新
字
新
仮
名
）
で
読
む
こ
と
が
出
来
る
。
さ
ら
に
、
頗
る
面

白
い
の
で
指
摘
し
て
お
く
と
、
そ
こ
に
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
六
月
発
行
の
『
早
稲
田
文
学
』
三
十

一
号
に
発
表
し
た
「
『
大
日
本
時
代
史
』
に
載
す
る
古
話
三
則
」
の
「
増
補
」
パ
ー
ト
に
、
恐
ら
く
は
、

そ
の
前
文
の
附
記
ク
レ
ジ
ッ
ト
『
昭
和
二
年
九
月
三
十
日
記
』
と
同
じ
時
に
追
加
し
た
と
思
わ
れ
る
文
章

で
、
以
下
が
あ
る
。
引
用
元
で
は
、「
世
説
新
語
」
か
ら
の
引
用
で
、
表
記
不
能
字
が
『
？
』
で
示
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
所
持
す
る
明
治
書
院
の
新
釈
漢
文
大
系
の
「
世
説
新
語
」
で
確
認
し
（
巧
芸
篇

第
二
十
一
の
「
４
」
話
目
）、
漢
字
を
入
れ
て
お
い
た
。
他
は
引
用
元
の
表
記
の
マ
マ
で
あ
る
が
、
読
み
は

ル
ビ
化
し
た
。 

 
 

 

＊ 

 

お
よ
そ
『
今
昔
物
語
』
本
朝
部
に
載
せ
た
る
古
話
に
、
イ
ン
ド
と
支
那
よ
り
転
訛
せ
る
も
の
多
し
。
そ

の
二
四
巻
、
百
済
河
成
飛
驛
匠
と
芸
競
べ
の
条
は
、
『
世
説
新
語
』
に
出
る
。
い
わ
く
、
魏
の
鍾
会
か
つ

て
詐
り
て
荀
勗
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
じ
ゅ
ん
き
ょ
く
」
。
］
の
手
書
を
作
り
、
勗
の
母
に
就
い
て
宝
剣
を

取
り
去
る
。
会
ま
さ
に
宅
を
造
る
、
勗
潜
か
に
在
っ
て
会
の
祖
父
の
形
を
壁
に
画
く
。
会
の
兄
弟
、
門
に

入
り
、
こ
れ
を
み
て
感
慟
し
、
す
な
わ
ち
そ
の
宅
を
廃
す
、
と
。
イ
ン
ド
に
も
、
南
天
竺
の
画
師
が
北
天

竺
の
巧
師
を
訪
う
と
、
無
類
の
美
女
が
出
て
給
侍
し
た
。
夜
分
も
そ
の
側
に
侍
せ
る
を
呼
ん
で
も
一
向
近

づ
か
ず
、
前す

す

ん
で
牽
く
と
木
造
り
の
女
だ
っ
た
。
そ
こ
で
。
画
師
は
お
の
れ
が
頸
縊
っ
た
壁
画
を
作
り
、

牀
下
に
隠
れ
お
る
と
、
明
朝
主
人
の
巧
師
見
て
大
い
に
怖
れ
、
刀
で
繩
を
絶
た
ん
と
す
る
時
、
画
師
が
牀

下
よ
り
出
た
の
で
、
二
人
お
の
お
の
の
妙
技
に
感
じ
、
親
愛
を
す
て
出
家
修
道
し
た
、
と
『
雑
譬
喩
経
』

四
に
あ
る
。
こ
れ
だ
け
予
見
出
だ
し
て
『
郷
土
研
究
』
一
巻
三
号
一
六
六
頁
に
載
せ
た
。
ま
た
、
川
成
が

従
童
を
逃
が
し
、
そ
の
顔
を
畳
紙
に
画
い
て
下
部
に
渡
す
と
、
市
の
群
集
中
よ
り
た
ち
ま
ち
そ
の
童
を
認

め
捉
え
来
た
と
い
う
記
事
の
類
話
と
し
て
、
明
の
戴
文
進
の
こ
と
を
同
巻
九
号
五
五
一
頁
に
出
し
た
。 

 

右
い
ず
れ
も
予
に
無
断
で
、
故
芳
賀
博
士
の
『
攷
証
今
昔
物
語
集
』
に
、
自
分
の
発
見
の
よ
う
に
転
載

さ
れ
お
る
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
略
。］ 

 
 

 

＊ 

そ
こ
で
、
熊
楠
が
憤
懣
を
ぶ
つ
け
て
い
る
の
は
芳
賀
矢
一
の
「
攷
証
今
昔
物
語
集 

下
」
で
、
大
正
一
〇

（
一
九
二
一
）
年
刊
で
あ
っ
た
。
芳
賀
は
、
熊
楠
が
こ
の
「
増
補
」
を
行
っ
た
年
の
二
月
に
没
し
て
い
る
。

国
文
学
の
権
威
者
で
あ
っ
た
芳
賀
が
、
南
方
熊
楠
の
過
去
の
類
話
考
証
論
文
か
ら
、
無
断
で
、
自
分
の
本
に

類
型
原
拠
を
載
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
だ
！ 

こ
り
ゃ
、
も
う
、
厚
顔
無
恥
の
レ
ベ
ル
だ
ね
。
偉
い
奴
が
他

http://kiebine2007.amearare.com/
http://kiebine2007.amearare.com/
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http://kiebine2007.amearare.com/minakata3.htm
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人
の
功
績
を
奪
い
取
っ
て
、
平
然
と
し
て
い
る
の
は
、
今
も
変
わ
ら
な
い
な
。 

「
文
德
實
錄
」
正
式
に
は
「
日
本
文
德
天
皇
實
錄
」。
藤
原
基
経
ら
の
編
。「
六
国
史
」
の
第
五
で
、
文
徳

天
皇
の
代
で
あ
る
嘉
祥
三
（
八
五
〇
）
年
か
ら
天
安
二
（
八
五
八
）
年
ま
で
の
八
年
間
が
扱
わ
れ
て
い
る
。

編
年
体
。
漢
文
。
全
十
巻
。
以
上
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
宝
永
六 

（
一
七
〇
九
）

年
の
出
雲
寺
和
泉
掾
板
行
の
版
で
は
、
こ
こ
（
左
丁
後
ろ
か
ら
三
行
目
の
最
後
）
か
ら
記
さ
れ
て
あ
る
。 

「
五
雜
俎
」
「
五
雜
組
」
と
も
表
記
す
る
。
明
の
謝
肇
淛

し
ゃ
ち
ょ
う
せ
い

が
撰
し
た
歴
史
考
証
を
含
む
随
筆
。
全
十
六
巻

（
天
部
二
巻
・
地
部
二
巻
・
人
部
四
巻
・
物
部
四
巻
・
事
部
四
巻
）
。
書
名
は
元
は
古
い
楽
府
題
で
、
そ

れ
に
「
各
種
の
彩
り
を
以
っ
て
布
を
織
る
」
と
い
う
自
在
な
対
象
と
考
証
の
比
喩
の
意
を
掛
け
た
。
主
た

る
部
分
は
筆
者
の
読
書
の
心
得
で
あ
る
が
、
国
事
や
歴
史
の
考
証
も
多
く
含
む
。
一
六
一
六
年
に
刻
本
さ

れ
た
が
、
本
文
で
、
遼
東
の
女
真
が
、
後
日
、
明
の
災
い
に
な
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
見
解
を
記
し
て
い

た
た
め
、
清
代
に
な
っ
て
中
国
で
は
閲
覧
が
禁
じ
ら
れ
て
し
ま
い
、
中
華
民
国
に
な
っ
て
や
っ
と
復
刻
さ

れ
て
一
般
に
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
数
奇
な
経
緯
を
持
つ
。］ 

  

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
は
本
篇
の
「
一
」
の
「
卷
第
四 

震
旦
國
王
前
阿
竭
陀
藥
來
語
第
三
十
二
」
の

考
証
に
対
す
る
追
加
記
事
で
あ
る
。
元
が
雑
誌
『
鄕
土
硏
究
』
所
収
の
も
の
を
一
括
再
録
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
形
を
採
っ
て
い
る
。
底
本
で
は
こ
こ
。
当
該
原
話
は
『
「
南
方
隨
筆
」
版 

南

方
熊
楠
「
牛
王
の
名
義
と
烏
の
俗
信
」 

オ
リ
ジ
ナ
ル
注
附 

「
一
」
の
（
１
）
』
の
私
の
注
に
あ
る
の

で
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。
］ 

〇
震
旦
國
王
前
ニ

阿
竭
陀
藥
來
ル

語
第
（
一
の
三
六
四
頁
）
に
追
加
す
。
本
語
に
、
「
國
王
阿
竭
陀
藥
と
聞

き
給
て
。
其
藥
は
服
す
る
人
死
ぬ
る
事
无
か
な
り
。
皷
に
塗
て
打
つ
に
、
其
音
を
聞
く
人
皆
病
を
失
ふ
事

疑
ひ
无
し
と
聞
く
」
。
此
事
は
予
未
だ
出
處
を
見
出
し
得
ぬ
。
但
し
似
た
事
は
有
る
。
北
凉
譯
大
般
涅
槃

經
九
に
、
有
人
、
以
二

雜
毒
藥
一

、
用
塗
二

大
鼓
一

、
於
大
衆
中
、
撃
レ

之
發
レ

聲
、
雖
レ

無
二

心
欲
レ

聞
一

聞
レ

之
皆
死
《
人
、
有
り
、

雜
も
ろ
も
ろ

の
毒
藥
を
以
つ
て
、
用
ひ
て
、
太
鼓
に
塗
り
、
大
衆
の
中
に
於
い
て
、
之
れ

を
擊
ち
て
、
聲
を
發
せ
ば
、
聞
か
ん
と
欲
す
る
心
、
無
し
と
雖
も
、
之
れ
を
聞
け
ば
、
皆
、
死
す
。
》
と

見
ゆ
。
又
姚

（
え
う

秦
し
ん
）

頃
譯
せ
し
て
ふ
無
明
羅
刹
經
に
、
折
叱
王
が
疫
鬼
を
平
げ
に
往
く
出
立
を
記
し
て
、
以
二

阿
伽
陀
藥
一

遍
塗
二

身
體
一

《
阿
伽
陀
藥
を
以
つ
て
遍
く
身
體
に
塗
る
》
と
有
る
、
此
の
藥
は
通
常
樹
葉
に

包
ま
れ
居
た
と
見
え
て
、

蕭

齊

（
し
や
う
せ
い
）

の
朝
に
譯
せ
る
百
喩
經
下
の
末
に
、
編
者
僧
伽
斯
那
此
經
を
譬
へ
て
、

如
二

阿
伽
陀
藥
一

、
樹
葉
而
裹
レ

之
、
取
藥
塗
レ

毒
竟
、
樹
葉
還
棄
レ

之
、
戯
笑
如
レ

葉
裹
、
實
義
在
二

其
中
一

、

智
者
取
二

正
義
一

、
戯
笑
便
應
レ

棄
《
阿
伽
陀
藥
の
ご
と
き
は
、
樹
の
葉
に
て
之
れ
を
裹つ

つ

む
。
藥
を
取
り
て
、

毒
に
塗
り
、
竟を

は

ら
ば
、
樹
の
葉
は
、
還ま

た
、
之
れ
を
棄
つ
。
戯
笑
は
、
葉
の
裹
む
が
ご
と
く
、
實
義
は
、

其
の
中
に
あ
り
。
智
者
は
正
義
を
取
り
、
戲
笑
は
、
便
ち
應
に
棄す

つ
べ
し
。
》
と
有
る
、
是
等
の
文
に
據
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る
と
、
最
初
專
ら
毒
を
防
ぎ
毒
を
解
く
藥
だ
う
た
の
が
追
々
誇
大
し
て
、
何
樣

（
ど
ん
な
）

な
病
人
で
も
此
藥
を
見
せ

た
ら
忽
ち
治
る
と
持
囃
さ
れ
（
華
嚴
）
、
其
か
ら
鼓
に
塗
て
打
つ
音
聞
い
て
も
病
が
去
る
と
信
ぜ
ら
れ
た

ら
し
い
。
似
た
例
を
一
二
擧
ん
に
、
本
草
綱
目
に
、
鼯

鼠

（
む
さ
さ
び
）

を
一
に
飛
生
鳥
と
名
け
る
譯
は
、
此
物
飛
乍

ら
子
を
產
む
か
ら
だ
、
其
皮
毛
を
臨
產
の
婦
女
に
持
せ
、
又
其
上
に
寢
せ
、
又
其
爪
を
懷
か
せ
て
も
催
生

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
即
効
性
の
意
。
「
選
集
」
で
は
『
は
や
め
』
と
ル
ビ
す
る
。］
の
效
有
る
と
見
え
居
る
、

實
は
子
に
乳
を
飮
せ
乍
ら
飛

行

（
と
び
ゆ
く
）

を
見
て
、
飛
つ
ゝ
子
を
產
む
と
速
斷
し
た
の
だ
、
斯
る
信
念
は
、
今
に

熊
野
の
山
地
に
も
存
し
、
二
年
前
拙
妻
姙
娠
中
、
予
安
堵
峰
で
鼯
鼠
を
獲
、
肉
を
拔
き
去
り
持
歸
つ
た
。

皮
を
室
の
壁
へ
懸
置
い
た
處
へ
山
民
が
來
て
、
是
は
怪
し
か
ら
ぬ
事
を
す
る
、
此
物
は
見
て
も
催
生
の
力

が
烈
し
い
、
臨
月
で
も
無
い
姙
婦
が
每
々
見
る
と
流
產
す
る
と
話
さ
れ
、
大
に
氣
味
惡
く
成
り
棄
て
て
了

ふ
た
。
又
熊
野
や
十
津
川
の
深
山
大
樹
に
寓
生
す
る
蔦
の
實
は
、
血
を
淸
む
る
の
で
、
血
道
に
大
効
有
る

と
云
ふ
の
み
か
、
眺
む
る
斗
り
で
も
婦
女
を
無
病
に
す
る
由
で
、
微
い
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ち
い
さ

い
」。］
小
屋
住
居
に
さ
へ
栽
ら
れ
居
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
（
一
の
三
六
四
頁
）」「
一
」
の
分
が
載
っ
た
『
鄕
土
硏
究
』
の
ペ
ー
ジ
数
。 

「
本
語
に
」「
ほ
ん
こ
と
」
に
と
読
ん
で
お
く
。 

「
死
ぬ
る
事
无
か
な
り
」
後
半
は
「
な
か
ん
な
り
」。
一
般
的
で
な
か
っ
た
「
ん
」
の
無
表
記
で
、「
死
ぬ

危
険
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
」
の
意
。 

「
皷
」「
鼓

つ
づ
み

」」
に
同
じ
。 

「
此
事
は
予
未
だ
出
處
を
見
出
し
得
ぬ
」
現
在
で
も
出
典
は
不
詳
の
よ
う
で
あ
る
。 

「
姚
秦
」
「
え
う
し
ん
」
（
よ
う
し
ん
）
。
五
胡
十
六
国
時
代
に
羌
族
の
族
長
姚
萇
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た

後
秦
（
三
八
四
年
～
四
一
七
年
の
別
名
。
先
行
す
る
統
一
国
家
秦
と
区
別
す
る
た
め
の
呼
称
。 

「
蕭
齊
」
「
し
や
う
せ
い
」
（
し
ょ
う
せ
い
）
。
南
北
朝
時
代
に
江
南
に
存
在
し
た
方
の
斉
（
四
七
九
年
～

五
〇
二
年
）
を
、
先
行
す
る
春
秋
戦
国
の
一
国
で
あ
る
「
齊
」
と
区
別
す
る
た
め
の
呼
称
。 

「
僧
伽
斯
那
」
一
般
に
「
僧
」
を
名
に
繋
げ
て
「
そ
う
ぎ
や
し
な
」
と
読
ま
れ
る
。 

「
戯
笑
」
一
部
の
経
典
に
あ
る
よ
う
な
、
半
ば
ふ
ざ
け
た
よ
う
に
見
え
る
方
便
の
経
説
の
こ
と
を
指
す
か
。 

「
本
草
網
目
に
、
鼯
鼠
を
一
に
飛
生
鳥
と
名
け
る
」
李
時
珍
は
大
分
類
に
於
い
て
さ
え
、「
獸
」
で
も
「
鼠
」

で
も
な
く
、
巻
四
十
八
の
ま
さ
に
「
禽
之
二
」
に
入
れ
て
い
る
（
一
度
は
正
し
く
「
獸
」
部
に
入
れ
た
も
の

も
あ
っ
た
の
に
、
わ
ざ
わ
ざ
配
置
換
え
を
し
て
い
て
致
命
的
）
。「
漢
籍
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
の
こ
ち
ら
の[1

1
2
-

5
0
a] 

か
ら[1

1
2
-5

0
b
]

を
見
ら
れ
た
い
。
ム
サ
サ
ビ
は
「
䴎
鼠
」（
ル
イ
ソ
）
と
い
う
名
で
立
項
さ
れ
て
あ
る

が
、
「
鼯
鼠
」
の
表
記
も
既
に
あ
げ
ら
れ
て
あ
り
、
「
釋
名
」
の
最
後
に
、
そ
の
「
飛
生
鳥
」
を
認
め
る
。

そ
う
し
て
、「
發
明
」
の
箇
所
に
、
確
か
に
、
あ
っ
た
。「
時
珍
曰
、
䴎
能
飛
而
、
且
產
。
故
、
寢
其
皮
懷
其

爪
、
皆
、
能
催
生
。
其
性
、
相
感
也
。
濟
生
方
治
、
難
產
、
金
液
丸
用
、
其
腹
下
毛
。
爲
丸
服
之
。」
が
そ

れ
だ
。
寺
島
良
安
も
本
書
に
倣
っ
て
「
原
禽
類
」
に
分
類
し
て
し
ま
い
、
こ
の
異
名
と
、「
飛
び
な
が
ら
出

https://www.kanripo.org/text/KR3e0079/112#1a


産
す
る
」
の
部
分
を
引
い
て
は
い
る
。
私
の
「
和
漢
三
才
圖
會
第
四
十
二 

原
禽
類 

䴎
鼠
（
む
さ
さ

び
・
も
も
か
） 

（
ム
サ
サ
ビ
・
モ
モ
ン
ガ
）
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
但
し
、
良
安
は
ど
こ
か
で
こ
の
鳥

の
仲
間
と
す
る
分
類
法
に
、
深
く
疑
問
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
、
「
第
三
十
九 

鼠
類
」
に
も
、
盛
ん
に

ム
サ
サ
ビ
ら
し
き
動
物
が
、
複
数
回
、
顔
を
出
し
て
い
る
。 

「
安
堵
峰
」
『
「
南
方
隨
筆
」
版 

南
方
熊
楠
「
龍
燈
に
就
て
」 

オ
リ
ジ
ナ
ル
注
附 

「
二
」
』
の
私
の

注
を
参
照
。
地
図
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
あ
る
。 

「
皮
を
室
の
壁
へ
懸
置
い
た
處
へ
山
民
が
來
て
、
是
は
怪
し
か
ら
ぬ
事
を
す
る
、
此
物
は
見
て
も
催
生
の

力
が
烈
し
い
、
臨
月
で
も
無
い
姙
婦
が
每
々
見
る
と
流
產
す
る
と
話
さ
れ
、
大
に
氣
味
惡
く
成
り
棄
て
て

了
ふ
た
」
熊
楠
先
生
の
優
し
さ
が
ち
ら
っ
と
見
え
て
、
え
え
感
じ
や
な 

     

「
蔦
」
「
選
集
」
で
は
『
や
し
お
』
と
ル
ビ
す
る
が
、
こ
の
読
み
を
聴
い
た
こ
と
が
な
く
、
ま
た
、
検
索

で
も
掛
か
っ
て
こ
な
い
。
更
に
、
木
蔦
の
特
定
種
を
指
す
の
か
ど
う
か
も
判
ら
な
か
っ
た
の
で
、
こ
こ
で

注
す
る
に
留
め
る
。］ 

  

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
： 

熊
楠
が
採
り
上
げ
た
当
該
話
は
こ
ち
ら
で
電
子
化
訳
注
し
て
あ
る
の
で
、
ま
ず
、
そ

れ
を
読
ま
れ
た
い
。
底
本
で
は
こ
こ
か
ら
。］ 

〇
金
翅
鳥
子
免
修
羅
難
語
第
十
《
金
翅
鳥

こ

ん

じ
て

う

の
子こ

、
修
羅
の
難
を
免

ま
ぬ
か

れ
た
る
語
》
」（
卷
三
、
第
十
）
芳
賀
博

士
の
纂
訂
本
一
九
三
頁
に
、
私
聚
百
因
緣
集
よ
り
少
し
く
異
文
の
同
話
を
擧
げ
た
斗
り
で
、
出
處
も
類
語

も
載
せ
ず
、
予
も
此
語
の
出
處
を
見
出
し
得
ぬ
が
、
同
態
の
類
語
が
、
姚
秦
竺
佛
念
譯
、
菩
薩
處
胎
經
四

に
出
で
た
る
を
知
る
。
云
く
、
佛
、
智

積

（
ち
し
や
く
）

菩
薩
の
問
に
對
ふ
ら
く
、
吾
昔
一
時
無
央
數
劫
、
爲
二

金
翅
鳥

王
一

云
々
、
於
二

百
千
萬
劫
時
一

、
乃
入
レ

海
求
レ

龍
爲
レ
食
、
時
彼
海
中
有
二

化
生
龍
子
一

、
八
日
、
十
四
日
、

十
五
日
、
受
二

如
來
齋
八
禁
戒
法
一

、
不
殺
レ

不
レ

盜
不
レ

婬
不
二

妄
言
綺
語
一

不
レ

勸
レ

飮
レ

酒
不
レ

聽
レ
作
二

倡

伎
樂
香
花
脂
粉
高
廣
床
一

、
非
時
不
レ

食
。
奉
二

持
賢
聖
八
法
一

、
時
金
翅
鳥
王
、
身
長
八
千
由
旬
、
左
右
翅

各
各
長
四
千
由
旬
、
大
海
縱
廣
三
百
三
十
六
萬
里
、
金
翅
鳥
以
レ

翅
斫
レ

水
取
レ

龍
、
水
未
レ

合
頃
、
銜
レ

龍

飛
出
、
金
翅
鳥
法
、
欲
レ

食
レ

龍
時
、
先
從
レ

尾
而
吞
、
到
二

須
彌
山
北
一

、
有
二

大
緣
鐵
樹
一

、
高
十
六
萬
里
、

銜
レ

龍
至
レ

彼
、
欲
二

得
レ

食
噉
一

、
求
二

龍
尾
一

、
不
レ

知
處
、
以
經
二

日
夜
一

、
明
日
龍
出
尾
、
語
二

金
翅
鳥
一

、

化
生
龍
者
我
身
是
也
、
我
不
レ

持
二

八
關
齋
法
一

者
、
汝
卽
灰
二

滅
我
一

、
金
翅
鳥
聞
レ

之
悔
過
自
責
《
『
吾
れ
、

昔
、
一
時
、
無
央
數
劫

む
あ
う
し
ゆ
が
ふ

に
、
金
翅
鳥
王

き
ん
し
て
う
わ
う

と
爲
る
』
云
々
、
『
百
千
萬
劫
の
時
に
、
乃

す
な
は

ち
、
海
に
入
り
て
龍

を
求
め
、
食
と
爲な

す
。
時
に
、
彼か

の
海
中
に
化
生

け
し
や
う

せ
る
龍
の
子こ

あ
り
。
八
日
・
十
四
日
・
十
五
日
に
、
如

來
の
八
つ
の
禁
戒
を
齋さ

い

す
る
法
を
受
く
。
殺
さ
ず
、
盜
ま
ず
、
婬
せ
ず
、
妄
言
綺
語
せ
ず
、
酒
を
飮
ま
ず
、

倡
伎
の
樂
と
香
花
と
脂
粉
と
、
高
く
廣
き
床
を
作な

す
を
聽
か
ず
、
非
時
に
食
せ
ず
、
賢
聖
の
八
法
を
奉
持

す
。
時
に
、
金
翅
鳥
王
は
、
身
の
長た

け
八
千
由
旬
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
一
由
旬
は
説
に
幅
が
あ
り
、
七
～
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十
四
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
］
、
左
右
の
金
翅
、
各
各
長
さ
四
千
由
旬
、
大
海
は
縱

廣

じ
ゆ
う
く
わ
う

三
百
三
十
六
萬
里

な
り
。
金
翅
鳥
は
、
翅は

ね

を
以
つ
て
、
水
を
斫き

り
、
龍
を
取
る
に
、
水
、
未
だ
合
は
ざ
る
頃

こ
ろ
あ

ひ
に
、
龍
を
銜く

は

へ
て
、
飛
び
出
づ
。
金
翅
鳥
の
法は

う

は
、
龍
を
食
ら
は
ん
と
す
る
時
、
先
づ
、
尾
よ
り
し
て
吞
み
、
須
彌
山

し

ゆ

み
せ

ん

の
北
に
到
る
に
、
大
鐵
樹
、
有
り
て
、
高
さ
十
六
萬
里
。
龍
を
銜
へ
、
彼か

に
至
り
て
、
食
ひ
得
て
、
噉く

ら

は

ん
と
欲ほ

つ

す
る
も
、
龍
の
尾
を
求
む
る
に
、
知
れ
ざ
る
處

と
こ
ろ

、
以
つ
て
日
夜
を
經へ

た
り
。
明
日

み
や
う
に
ち

、
龍
、
尾
を

出
し
、
金
翅
鳥
に
語い

は
く
、
「
化
生
せ
る
龍
は
、
我
が
身
、
是
れ
な
り
。
我
れ
、
八
關
の
齋
法

さ
い
は
ふ

を
持じ

せ
ざ

れ
ば
、
汝
、
卽
ち
、
我
れ
を
、
灰
滅

く
わ
い
め
つ

せ
し
な
ら
ん
。
」
と
。
金
翅
鳥
、
之
れ
を
聞
き
て
、
過

あ
や
ま

ち
を
悔
ひ
て

自
責
す
。
』
と
。
》
、
夫
よ
り
鳥
王
其
宮
殿
に
化
生
龍
を
請
じ
、
八
關
齊
法
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
は
つ
か
い

さ
い
は
ふ
」
。
］
を
受
け
、
誓
ふ
て
自
後
殺
生
せ
な
ん
だ
と
有
る
。
中
阿
含
經
に
見
え
た
聖
八
支
齊
は
則
ち

八
關
で
、
佛
敎
の
初
生
時
代
に
は
尤
も
信
徒
間
に
重
ん
じ
行
は
れ
た
者
だ
、
大
智
度
論
に
、
六
齊
日
に
八

戒
を
受
け
、
福
德
を
修
む
る
譯
は
、
是
日
惡
鬼
逐
レ

人
、
欲
レ

奪
二

人
命
一

、
疾
病
凶
衰
、
令
二

人
不
吉
一

、

是
故
劫
初
聖
人
、
敎
二

人
持
齋
一

、
修
レ

善
作
レ

福
、
以
避
二

凶
衰
一

、
是
時
齋
法
、
不
レ

受
二

八
戒
一

、
直
以
二

一
日
不
食
一

爲
レ

齋
、
後
佛
出
世
、
敎
語
レ

之
言
。
汝
當
上

一
日
一
夜
如
二

諸
佛
一

持
二

八
戒
一

過
レ

中
不
レ

食
上

、

是
功
徳
將
レ

人
至
二

涅
槃
一

《
是
の
日
、
惡
鬼
、
人
を
逐お

ひ
、
人
命
を
奪
は
ん
と
欲
し
、
疾
病
・
凶
衰
も
て
、

人
を
し
て
不
吉
な
ら
し
む
。
是
の
故
に
、
劫こ

う

初し
よ

の
聖
人

し
や
う
に
ん

は
、
人
に
齋
を
持
す
る
を
敎
へ
、
善
を
修
め
、
福

を
作
し
、
以
つ
て
凶
衰
を
避
け
し
む
。
是
の
時
の
齋
法
は
、
八
戒
を
受
け
ず
し
て
、
直た

だ
、
一
日
、
食
ら

は
ざ
る
を
以
つ
て
齋
と
爲
す
。
後
、
佛
、
出
世
し
、
敎
へ
て
之
れ
を
語
り
て
言
は
く
、
「
汝
、
當
に
、
一

日
一
夜
は
、
諸
佛
の
ご
と
く
八
戒
を
持
し
、
中ひ

る

を
過
ぎ
て
食
は
ざ
る
べ
し
。
」
と
。
是
の
功
德
、
人
を
將

つ
て
涅
槃
に
至
ら
し
む
》
と
有
る
、
然
る
に
佛
敎
支
那
に
入
て
後
、
こ
の
八
關
齊
は
如
法
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：
「
に
よ
ほ
ふ
」
。
仏
陀
の
教
え
た
教
法
の
通
り
で
あ
る
こ
と
。
］
に
行
は
れ
ず
、
自
分
の
戒
行
を
愼
み

修
め
て
涅
槃
を
願
ふ
よ
り
も
、
死
人
の
追
善
を
重
ん
じ
、
四
十
九
日
の
佛
事
を
專
ら
營
む
事
と
成
た
の
で
、

八
關
齊
を
七
七
日
の
施
に
切
替
へ
、
龍
と
金
翅
鳥
を
（
類
似
重
複
の
話
が
經
中
に
多
き
を
厭
ひ
）
金
翅
鳥

と
阿
修
羅
王
と

作
（
つ
く
つ
）

た
の
だ
ら
う
。
釋
氏
要
覽
に
、
瑜
伽
論
曰
、
人
死
中
有
身
、
若
未
レ

得
二

生
緣
一

、
極

二

七
日
一

住
、
死
而
復
生
、
如
レ

是
展
轉
生
死
、
至
二

七
七
日
一

、
決
定
得
レ

生
、
若
有
二

生
緣
一

、
卽
不
レ

定
、

今
尋
二

經
旨
一

極
善
惡
無
二

中
有
一

、（
極
善
卽
惡
生
淨
土
、
極
惡
惡
卽
二

地
獄
一

）
今
人
亡
、
每
七
日
營
亡
毎

至
七
日
。
必
營
齋
追
福
者
、
令
二

中
有
種
子
不
一
レ

轉
二

生
惡
趣
一

也
《
人
、
死
し
て
中
有

ち
ゆ
う
う

の
身
あ
り
て
、
若

し
未
だ
生
緣
を
得
ざ
れ
ば
、
七
日
を
極か

ぎ

り
と
し
て
住

ぢ
ゆ
う

し
、
死
し
て
、
復
た
、
生
く
。
是
く
の
ご
と
く
、
展

轉
と
し
て
、
生
死

し
や
う
じ

し
、
七
七
日

し
ち
し
ち
に
ち

に
至
り
て
決
定

け
つ
ぢ
や
う

し
て
生

し
や
う

を
得
。
若
し
生
緣

し
や
う
え
ん

有
れ
ば
、
卽
ち
、
定
ま
ら
ず
。

今
、
經
旨

き
や
う
し

を
尋
ぬ
る
に
、
極
善
惡

ご
く
ぜ
ん
あ
く

の
者
は
、
中
有
、
無
し
（
極
善
は
、
卽
ち
、
淨
土
に
生
ま
れ
、
極
惡
は
、

卽
ち
、
地
獄
に
生
ま
る
。
）。
今
、
人
、
亡ば

う

じ
て
七
日
每ご

と

に
齋
を
營
み
、
追つ

い

福ぶ
く

す
る
は
、
中
有
の
種
子

し

ゆ

じ

を
し

て
惡
趣
に
轉
生

て
ん
し
や
う

せ
ざ
ら
し
む
る
も
の
な
り
。
》
と
あ
る
を
見
て
も
、
七
七
日
の
佛
事
と
云
ふ
事
は
、
後
世

佛
敎
徒
間
に
起
つ
た
事
ら
し
い
。 



［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
こ
で
の
経
典
引
用
は
、
表
記
だ
け
で
な
く
、
各
部
分
か
ら
に
合
成
部
が
甚
だ
多
く
、

特
に
後
の
「
釋
氏
要
覽
」
か
ら
の
そ
れ
は
、
原
文
中
に
丸
括
弧
で
挿
入
さ
れ
る
の
を
見
て
も
不
審
が
判
る
通

り
、
切
り
張
り
が
甚
だ
し
く
、「
大
蔵
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
か
ら
、
す
っ
き
り
原
文
を
抜
き
取
る
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
。
ど
う
切
り
張
り
し
た
か
も
よ
く
判
ら
な
い
箇
所
多
か
っ
た
（
或
い
は
正
規
の
同
書
原
本
と
は

異
な
る
抄
録
本
を
引
用
元
に
用
い
て
い
る
の
か
も
知
れ
ぬ
）
た
め
、
や
む
を
得
ず
、
部
分
的
に
底
本
に
従
っ

た
箇
所
が
あ
る
。
但
し
、
「
齋
」
の
字
に
つ
い
て
は
、
経
典
部
分
で
は
「
大
蔵
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
従
い
、

「
齋
」
を
用
い
、
熊
楠
の
語
る
部
分
で
は
、
底
本
表
記
を
重
ん
じ
て
、
「
齊
」
の
字
で
表
記
し
た
。
な
お
、

今
さ
ら
言
う
ま
で
も
な
い
と
は
思
う
の
だ
が
、
若
い
読
者
の
た
め
に
注
し
て
お
く
と
、
「
齋
」
＝
「
齊
」

＝
「
斎
」
は
仏
教
語
の
和
訓
で
は
「
と
き
」
と
読
み
、
「
時
」
と
も
書
き
、
僧
侶
の
本
来
の
午
前
中
の
一

度
き
り
の
食
事
を
指
す
。
今
や
誰
も
実
行
し
て
い
る
本
邦
の
僧
侶
は
い
な
い
と
思
う
が
、
本
来
、
仏
僧
は

一
日
に
午
前
中
に
一
食
し
か
食
事
を
摂
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
的
に
、
そ
れ

だ
け
で
は
、
身
が
持
た
ず
、
修
行
も
滞
る
ば
か
り
か
、
栄
養
失
調
に
な
っ
て
話
に
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

非
常
に
古
く
か
ら
、
午
後
に
非
公
式
の
食
事
を
摂
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
。
そ
れ
を
正
し
く
な
い
摂
餌
と
し

て
心
に
戒
め
る
た
め
に
「
非
時
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
（
現
代
で
は
、
そ
ん
な
こ
と
を
心
に
と
め
て
お
る
僧

は
、
こ
れ
ま
た
、
お
る
ま
い
が
）
。
な
お
、
僧
侶
に
布
施
と
し
て
捧
げ
る
食
物
や
物
品
・
金
銭
を
広
く

「
斎
料

と
き
り
ょ
う

」
と
も
呼
ぶ
。 

「
第
十
」
私
の
電
子
化
訳
注
を
見
れ
ば
お
判
り
戴
け
る
通
り
、
実
際
に
は
、
岩
波
「
新
日
本
古
典
文
学
大

系
」
の
底
本
「
東
大
甲
本
」
で
は
話
柄
の
数
の
番
号
が
欠
落
し
て
い
る
。
但
し
、
順
列
通
り
で
欠
損
が
な

い
と
す
れ
ば
、「
第
十
」
で
あ
る
。 

「
芳
賀
博
士
の
纂
訂
本
一
九
三
頁
に
、
私
聚
百
因
緣
集
よ
り
少
し
く
異
文
の
同
話
を
擧
げ
た
斗
り
で
、
出

處
も
類
語
も
載
せ
ず
」
こ
こ
。
「
私
聚
百
因
緣
集

し
じ
ゆ
ひ
や
く
い
ん
ね
ん
し
ふ

」
は
鎌
倉
前
期
の
説
話
集
。
正
嘉
元
（
一
二
五
七
）
年

に
当
時
四
十
八
歳
で
あ
っ
た
常
陸
国
の
浄
土
教
の
僧
愚
勧
住
信
著
。
全
九
巻
百
四
十
七
話
。
仏
法
の
正
し

さ
を
説
話
に
よ
っ
て
示
し
、
衆
生
に
極
楽
往
生
を
遂
げ
さ
せ
る
機
縁
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
著
わ
さ

れ
た
も
の
。
仏
教
の
歴
史
に
関
す
る
説
話
・
高
僧
の
伝
記
な
ど
が
多
い
が
、
そ
の
総
て
が
諸
書
か
ら
の
引

用
で
、
そ
の
中
で
も
特
に
「
今
昔
物
語
集
」
の
影
響
が
著
し
く
、
他
に
「
日
本
往
生
極
楽
記
」
や
「
発
心

集
」
の
引
用
が
目
立
つ
。
直
接
の
関
係
は
見
ら
れ
な
い
が
、
親
鸞
布
教
前
後
の
東
国
の
浄
土
教
の
広
ま
り

を
知
る
貴
重
な
資
料
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
芳
賀
の
引
用
を
見
て
も
判
る
通
り
、
こ
れ
は
殆
ん
ど
本
篇
に

基
づ
い
て
引
用
し
た
に
過
ぎ
ず
、
概
ね
、
後
代
の
本
書
に
基
づ
く
類
話
や
、
甚
だ
怪
し
い
類
話
で
さ
え
な

い
話
を
挙
げ
て
「
攷
証
」
を
書
名
に
冠
し
て
満
足
し
て
い
る
芳
賀
の
そ
れ
は
、
今
時
の
大
学
生
で
も
出
来

て
し
ま
う
頗
る
羊
頭
狗
肉
の
つ
ま
ら
ぬ
論
証
が
多
過
ぎ
る
。
私
に
は
南
方
熊
楠
の
激
し
い
苛
立
ち
が
よ
く

判
る
。 

「
姚
秦
」
「
え
う
し
ん
」
（
よ
う
し
ん
）
。
五
胡
十
六
国
時
代
に
羌
族
の
族
長
姚
萇
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
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後
秦
（
三
八
四
年
～
四
一
七
年
の
別
名
。
先
行
す
る
統
一
国
家
秦
と
区
別
す
る
た
め
の
呼
称
。 

「
八
關
齊
法
」
「
八
斎
戒
」
に
同
じ
。
イ
ン
ド
仏
教
の
戒
律
。
在
家
信
者
が
一
昼
夜
の
間
だ
け
守
る
と
誓

っ
て
受
け
る
と
こ
ろ
の
八
つ
の
戒
律
。
則
ち
、
㊀
生
物
を
殺
さ
な
い
。
㊁
他
人
の
も
の
を
盗
ま
な
い
。
㊂

嘘
を
つ
か
な
い
。
㊃
酒
を
飲
ま
な
い
。
㊄
性
行
為
を
し
な
い
。
㊅
午
後
は
食
事
を
と
ら
な
い
。
㊆
花
飾
り

や
香
料
を
身
に
附
け
ず
、
歌
舞
音
曲
等
を
見
た
り
聞
い
た
り
し
な
い
。
㊇
地
上
に
敷
い
た
床
の
み
で
寝
て
、

脚
の
高
立
派
な
寝
台
を
用
い
な
い
、
と
い
う
八
戒
で
、
主
に
原
始
仏
教
と
部
派
仏
教
で
行
わ
れ
た
。
一
般

に
在
家
信
者
は
一
ヶ
月
に
六
回
、
日
の
出
と
と
も
に
、
こ
の
戒
を
受
け
て
、
翌
朝
の
日
の
出
ま
で
そ
れ
を

守
っ
た
。
そ
こ
か
ら
「
一
日

い
ち
じ
つ

戒か
い

」
と
も
称
し
た
。
在
家
信
者
の
、
所
謂
、
「
精
進
日
」
で
、
出
家
者
に
準

じ
た
在
家
信
者
の
修
行
の
一
つ
で
あ
っ
た
。 

「
中
有
」
衆
生
が
死
ん
で
か
ら
次
の
縁
を
得
る
ま
で
の
間
を
指
す
「
四し

有う

」
の
一
つ
で
あ
る
。
通
常
は
、

輪
廻
に
於
い
て
、
無
限
に
生
死
を
繰
り
返
す
生
存
の
状
態
を
四
つ
に
分
け
、
衆
生
の
生
を
受
け
る
瞬
間
を

「
生

し
ょ
う

有う

」
、
死
の
刹
那
を
「
死
有
」、
「
生
有
」
と
「
死
有
」
の
生
ま
れ
て
か
ら
死
ぬ
ま
で
の
身
を
「
本
有
」

と
す
る
。
「
中
有
」
は
「
中
陰
」
と
も
呼
ぶ
。
こ
の
七
七
日
（
し
ち
し
ち
に
ち
・
な
な
な
ぬ
か
：
四
十
九

日
に
同
じ
）
が
、
そ
の
「
中
有
」
に
当
て
ら
れ
、
中
国
で
作
ら
れ
た
偽
経
に
基
づ
く
「
十
王
信
仰
」
（
具

体
な
諸
地
獄
の
区
分
・
様
態
と
亡
者
の
徹
底
し
た
審
判
制
度
。
但
し
、
後
者
は
寧
ろ
総
て
の
亡
者
を
救
い

と
る
た
め
の
多
審
制
度
と
し
て
評
価
出
来
る
）
で
は
、
こ
の
中
陰
の
期
間
中
に
閻
魔
王
他
の
十
王
に
よ
る

審
判
を
受
け
、
生
前
の
罪
が
悉
く
裁
か
れ
る
と
さ
れ
た
。
罪
が
重
け
れ
ば
、
相
当
の
地
獄
に
落
と
さ
れ
る

が
、
遺
族
が
中
陰
法
要
を
七
日
目
ご
と
に
行
っ
て
、
追
善
の
功
徳
を
故
人
に
廻
向
す
る
と
、
微
罪
は
赦
さ

れ
る
と
さ
れ
、
こ
れ
は
本
邦
で
も
最
も
広
く
多
く
の
宗
派
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
思
想
で
あ
る
。
恐
ら
く
、

若
い
読
者
が
こ
の
語
を
知
る
こ
と
の
多
い
契
機
は
、
芥
川
龍
之
介
の
「
藪
の
中
」
の
「
巫
女
の
口
を
借
り

た
る
死
靈
の
物
語
」
の
中
で
、
で
あ
ろ
う
。
リ
ン
ク
先
は
私
の
古
層
の
電
子
化
物
で
、
私
の
高
校
教
師
時

代
の
授
業
案
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
・
ア
ッ
プ
し
た
『
や
ぶ
ち
ゃ
ん
の
「
藪
の
中
」
殺
人
事
件
公
判
記
録
』
も
別

立
て
で
あ
る
。
私
は
好
ん
で
本
作
を
授
業
で
採
り
上
げ
た
。
さ
れ
ば
、
懐
か
し
い
元
教
え
子
も
あ
る
で
あ

ろ
う
。］ 

  

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
： 

熊
楠
が
採
り
上
げ
た
当
該
話
は
こ
ち
ら
で
電
子
化
訳
注
し
て
あ
る
の
で
、
ま
ず
、
そ

れ
を
読
ま
れ
た
い
。
底
本
で
は
こ
こ
。］ 

〇
王
宮
焼
不
歎
比
丘
語
《
王
宮

わ
う
ぐ
う

燒
く
る
に
歎
か
ざ
り
し
比
丘
の
語
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
頭
の
「
天
竺
」

（
天
竺
の
）
が
脱
落
し
て
い
る
。
］
》
（
卷
五
第
十
五
）
芳
賀
博
士
の
今
昔
物
語
集
の
四
二
九
頁
に
、
此
語

の
出
處
、
類
話
一
切
出
て
居
無

（
を
ら
な
）

い
。
予
も
出
處
を
知
ら
ぬ
が
、
類
話
を
、
趙
宋
の
初
め
智
覺
禪
師
が
集
め

た
宗
鏡
錄
卷
六
四
よ
り
見
出
し
た
。
此
書
は
今
昔
物
語
の
作
者
て
ふ
源
隆
國
の
薨
去
よ
り
先
づ
百
廿
年
前
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に
成
た
。
其
文
は
、
諸
苦
所
レ

困
、
貪
欲
爲
レ

本
、
若
貪
心
瞥
起
、
爲
二

五
欲
之
火
焚
燒
一

、
覺
意
纔
生
、
被

二

三
界
之
輪
繫
縛
、
如
二

帝
釋
與
脩
羅
戰
勝
一

、
造
二

得
勝
堂
一

、
七
寶
樓
觀
、
莊
嚴
奇
特
云
々
、
天
福
如
之

妙
力
能
如
レ

此
、
目
連
飛
往
、
帝
釋
將
二

目
連
一

看
堂
、
諸
天
女
皆
羞
二

目
連
一

、
悉
隱
逃
不
レ

出
、
目
連
念
、

帝
釋
著
樂
、
不
レ

修
二

道
本
一

、
卽
變
二

化
火
一

、
燒
二

得
勝
堂
一

、
爀
然
崩
壞
、
仍
爲
二

帝
釋
一

廣
二

說
無
常
一

、

帝
釋
歡
喜
、
後
堂
儼
然
、
無
二

灰
煙
色
一

《
『
諸
苦
、
困く

る

し
む
所
の
も
の
は
、
貪
欲
を
本も

と

と
爲
す
な
り
。
若

し
、
貪
心
、
瞥べ

つ

し
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
ち
ょ
っ
と
で
も
。
］
起
こ
ら
ば
、
五
欲
の
火
に
焚
き
燒
か
れ
、

覺
意
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
こ
は
そ
れ
に
触
れ
る
こ
と
で
生
じ
て
し
ま
う
悪
し
き
意
識
を
指
す
。］
、
纔
か

に
生
じ
て
、
三
界
の
輪
に
繫
縛
せ
ら
る
。
如た

と

へ
ば
、
「
帝
釋
、
修
羅
と
の
戰
ひ
に
勝
ち
、
勝
堂

し
や
う
だ
う

を
造
り
得

て
、
七
寶
の
樓
觀
、
莊
嚴

し
や
う
ご
ん

、
奇
特

き

ど

く

た
り
」
』
云
々
、
『
「
天
福
、
之か

く
の
ご
と
く
、
妙
力
、
能
く
此か

く
の
ご

と
く
あ
ら
ん
も
、
目
連
、
飛
び
往
く
に
、
帝
釋
、
目
連
を
將ひ

き

ゐ
て
堂
を
看み

せ
し
む
に
、
諸
天
女
、
皆
、
目

連
に
羞は

ぢ
、
悉
く
、
隱
れ
逃
れ
て
、
出
で
ず
。
目
連
、
念お

も

ふ
に
、
「
帝
釋
は
樂
し
み
に
著お

ぼ

れ
、
道
の
本も

と

を

修
め
ず
。
」
と
。
卽
ち
、
火
に
變
化

へ

ん

げ

し
、
得
勝
堂

と
く
し
や
う
だ
う

を
燒
き
、
爀か

く

然ぜ
ん

と
し
て
崩
壞
せ
り
。
仍よ

り
て
、
帝
釋
が

爲
め
に
、
無
常
を
廣
く
說
け
り
。
帝
釋
、
歡
喜
し
た
り
。
後の

ち

、
堂
、
儼
然
と
し
て
あ
り
、
灰
煙
の
色
、
無

し
。」
と
な
り
』。》
と

云
（
い
ふ
）

の
で
、
多
分
四
阿
含
抔
の
中
に
出
た
語
と
思
ふ
が
、
多
忙
故
今
一
寸
見
出
し
得

ぬ
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
趙
宋
」
宋
（
こ
こ
は
北
宋
）
に
同
じ
。
こ
の
呼
称
は
王
室
の
姓
に
基
づ
く
も
の
。 

「
智
覺
禪
師
」
永
明
延
寿
（
九
〇
四
年
～
九
七
六
年
）
は
五
代
十
国
の
呉
越
か
ら
北
宋
創
建
初
期
に
生
き

た
法ほ

う

眼げ
ん

宗
（
中
国
の
禅
宗
五
宗
の
一
つ
）
の
僧
。
諡
は
宗
照
大
師
。
杭
州
余
杭
県
出
身
。
「
教
禅
一
致
」

を
説
い
た
。
な
お
、
北
宋
は
五
代
最
後
の
王
朝
後
周
を
九
六
〇
年
に
滅
ぼ
し
て
成
立
し
た
。
そ
の
後
、
残

っ
て
い
た
十
国
の
国
々
も
平
定
し
、
最
後
に
北
漢
を
九
七
九
年
に
滅
ぼ
し
て
中
国
を
統
一
し
て
い
る
の
で
、

熊
楠
の
言
う
「
宋
の
初
め
」
と
い
う
の
は
正
し
い
（
次
注
の
成
立
年
を
見
よ
）
。
雪
峰
義
存
の
弟
子
翠
巌

令
参
の
下
で
出
家
し
、
天
台
徳
韶
の
嗣
法
と
な
っ
た
禅
僧
。 

「
宗
鏡
錄
」
現
行
で
は
「
す
ぎ
ょ
う
ろ
く
」
（
現
代
仮
名
遣
）
と
読
む
。
仏
教
論
書
。
全
百
巻
。
九
六
一

年
成
立
。
延
寿
の
主
著
で
、
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、
『
禅
を
は
じ
め
と
し
て
、
唯
識
宗
・
華
厳
宗
・
天

台
宗
の
各
宗
派
の
主
体
と
な
る
著
作
よ
り
、
そ
の
要
文
を
抜
粋
し
な
が
ら
、
各
宗
の
学
僧
に
よ
っ
て
相
互

に
質
疑
応
答
を
展
開
さ
せ
、
最
終
的
に
は
「
心
宗
」
に
よ
っ
て
そ
の
統
合
を
は
か
る
と
い
う
構
成
に
な
っ

て
い
る
』
。
『
こ
の
総
合
化
の
姿
勢
は
』
『
後
世
に
な
っ
て
、
「
禅
浄
双
修
」
「
教
禅
一
致
」
が
提
唱
さ
れ
た

時
』、『
注
目
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
』
と
あ
る
。 

「
帝
釋
、
修
羅
と
の
戰
ひ
に
勝
ち
」
帝
釈
天
が
阿
修
羅
と
戦
っ
た
と
い
う
話
は
し
ば
し
ば
仏
典
に
現
わ
れ

る
。
ウ
ィ
キ
の
「
阿
修
羅
」
に
よ
れ
ば
、
『
阿
修
羅
は
帝
釈
天
に
歯
向
か
っ
た
悪
鬼
神
と
一
般
的
に
認
識

さ
れ
て
い
る
が
、
阿
修
羅
は
も
と
も
と
天
界
の
神
で
あ
っ
た
。
阿
修
羅
が
天
界
か
ら
追
わ
れ
て
修
羅
界
を

形
成
し
た
の
に
は
次
の
よ
う
な
逸
話
が
あ
る
』
。
『
阿
修
羅
は
正
義
を
司
る
神
と
い
わ
れ
、
帝
釈
天
は
力
を

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%97%E9%8F%A1%E9%8C%B2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%97%E9%8F%A1%E9%8C%B2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%97%E9%8F%A1%E9%8C%B2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%98%BF%E4%BF%AE%E7%BE%85


司
る
神
と
い
わ
れ
る
』。
『
阿
修
羅
の
一
族
は
、
帝
釈
天
が
主
で
あ
る
忉
利
天
（
と
う
り
て
ん
、
三
十
三
天

と
も
い
う
）
に
住
ん
で
い
た
。
ま
た
』、
『
阿
修
羅
に
は
舎
脂
と
い
う
娘
が
お
り
、
い
ず
れ
』
、
『
帝
釈
天
に

嫁
が
せ
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
帝
釈
天
は
舎
脂
を
力
ず
く
で
奪
っ
た
（
誘
拐
し
て
凌
辱
し

た
と
も
い
わ
れ
る
）
。
そ
れ
を
怒
っ
た
阿
修
羅
が
帝
釈
天
に
戦
い
を
挑
む
こ
と
に
な
っ
た
』
。
『
帝
釈
天
は

配
下
の
四
天
王
な
ど
や
三
十
三
天
の
軍
勢
も
遣
わ
せ
て
応
戦
し
た
。
戦
い
は
常
に
帝
釈
天
側
が
優
勢
で
あ

っ
た
が
、
あ
る
時
、
阿
修
羅
の
軍
が
優
勢
と
な
り
、
帝
釈
天
が
後
退
し
て
い
た
と
こ
ろ
』、
『
蟻
の
行
列
に

さ
し
か
か
り
、
蟻
を
踏
み
殺
し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
と
い
う
帝
釈
天
の
慈
悲
心
か
ら
』
、
後
退
し
て
い

る
『
軍
を
止
め
た
。
そ
れ
を
見
た
阿
修
羅
は
』
、
『
驚
い
て
、
帝
釈
天
の
計
略
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
疑
念
を
抱
き
、
撤
退
し
た
と
い
う
』。
『
一
説
で
は
、
こ
の
話
が
天
部
で
広
ま
っ
て
』
、
『
阿
修
羅
が
追
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
』
、『
一
説
で
は
、
阿
修
羅
は
正
義
で
は
あ
る
が
、
舎
脂
が
帝
釈

天
の
正
式
な
夫
人
と
な
っ
て
い
た
の
に
、
戦
い
を
挑
む
う
ち
』
、
『
赦
す
心
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
つ
ま
り
、

た
と
え
正
義
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
に
固
執
し
続
け
る
と
』
、『
善
心
を
見
失
い
妄
執
の
悪
と
な
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
』
、
『
仏
教
で
は
天
界
を
追
わ
れ
』
、『
人
間
界
と
餓
鬼
界
の
間
に
修
羅
界
が
加
え
ら
れ
た
と
も
い
わ

れ
る
』
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
阿
修
羅
側
で
は
な
く
、
逆
に
帝
釈
天
の
奢
り
が
描
か
れ
て
い
て
、
面
白
い
。

私
は
、
無
論
、
阿
修
羅
が
好
き
で
あ
る
。
遠
い
昔
、
教
え
子
に
案
内
さ
れ
て
見
た
興
福
寺
の
阿
修
羅
像
に

は
、
甚
だ
心
動
か
さ
れ
た
の
を
思
い
出
す
。 

「
四
阿
含
」
四
種
の
「
阿
含

あ

ご

ん

経
き
ょ
う

」
を
指
す
。
「
長
阿
含
経
」
（
全
二
十
二
巻
）
・
「
中
阿
含
経
」
（
全
六
十

巻
）
・
「
増
一
阿
含
経
」
（
全
五
十
一
巻
）
・
「
雑
阿
含
経
」（
全
五
十
巻
）
の
総
称
。
原
始
仏
教
の
経
典
を
四

部
に
分
類
し
た
も
の
で
、
仏
教
の
系
統
と
し
て
は
、
北
方
系
の
分
類
法
に
属
す
。
南
方
系
で
は
五
部
に
分

け
る
。
「
大
蔵
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
検
索
で
、
ち
ょ
っ
と
や
り
か
け
て
み
た
が
、
熊
楠
で
は
な
い
が
、

対
象
が
膨
大
に
過
ぎ
、
語
句
で
の
絞
り
込
み
も
上
手
く
出
来
な
か
っ
た
の
で
、
中
途
で
や
め
た
。
］ 

  

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
熊
楠
が
採
り
上
げ
た
当
該
話
は
五
年
前
に
、
「
柴
田
宵
曲 

續
妖
異
博
物
館 

馬
に

さ
れ
る
話
」
の
私
の
注
の
中
で
、
全
文
を
電
子
化
し
、
簡
単
な
語
注
を
本
文
内
に
挟
ん
で
あ
る
（
今
回
、

そ
の
部
分
の
み
を
、
再
度
校
訂
し
、
正
字
不
全
や
、
語
注
を
追
加
し
て
お
い
た
）
に
の
で
、
ま
ず
、
そ
れ

を
読
ま
れ
た
い
。
ま
た
、
そ
の
宵
曲
の
当
該
作
自
体
が
、
恐
ら
く
は
本
論
に
対
し
て
有
益
な
情
報
を
も
与
え

て
く
れ
る
内
容
で
も
あ
ろ
う
か
ら
し
て
、
全
文
を
読
ま
れ
ん
こ
と
を
強
く
お
勧
め
す
る
。
参
考
底
本
で
は
こ

こ
か
ら
。
な
お
、
本
パ
ー
ト
は
や
や
長
い
の
で
、
「
選
集
」
の
段
落
分
け
に
従
っ
て
四
段
落
と
し
、
以
下

に
全
部
を
示
し
た
。
各
段
落
の
後
に
注
を
附
し
、
そ
の
後
は
一
行
空
け
た
。］ 

〇
通
二

四
國
邊
地
一

僧
行
二

不
レ

知
所
一

、
被
二

打
成
一
レ

馬
語
《
四
國
の
邊
地
を
通
り
し
僧
、
知
ら
ぬ
所
に
行

き
て
、
馬
に
打
ち
成
さ
る
る
語
》
（
卷
卅
一
、
第
十
四
、
本
誌
一
卷
五
〇
頁
參
照
）
人
を
馬
に
す
る
談
は

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/08/post-338a.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/08/post-338a.html
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https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/08/post-338a.html
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/130
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/130


諸
國
に
多
く
、
一
八
八
七
年
板
「
ク
ラ
ウ
ス
ト
ン
」
の
俗
話
小
說
之
移
化
卷
一
の
四
一
三
至
四
六
〇
頁
に

夥
し
く
亞
細
亞
歐
羅
巴
の
諸
傳
を
列
ね
居
る
が
、
亞
非
利
加
に
も
其
例
有
る
は
、
一
八
五
三
年
板
「
パ
ー

キ
ン
ス
」
の
亞
比
西
尼
亞
住
記
卷
二
、
章
三
三
に
其
證
い
づ
。
亞
比
西
尼
亞
で
は
、
「
ブ
ー
ダ
」
と
呼
で
、

鍛
工

（
か
ぢ
や
）

が
自
分
を
も
他
人
を
も
獸
に
化
す
る
力
有
り
と
す
、
著
者
が
遇
た
人
々
親
し
く
、
片
足
は
人
、
片
足

は
驢
蹄

（
ろ
て
い
）

の
婦
人
を
觀
た
と
云
ふ
。
此
婦
死
し
て
埋
め
た
墓
邊
へ
一
人
來
た
り
、
僧
を
語
ひ
其
屍
を

購
（
あ
が
な
）

ひ
、
掘
出
し
持
去
た
、
將

來

（
こ
れ
ま
で
）

死
人
の
家
の
門
を

過
（
よ
ぎ
り
）

て
市
へ
往
く
鍛
工
が
、
此
頃
か
ら

驢
（
ろ
ば
）

に
乘
て
往

く
事
と
成
た
が
、
其
驢
が
此
家
を
過
り
、
又
家
の
子
供
を
見
る
と
髙
聲
を
發
し
近
づ
き
來
ら
ん
と
す
る
、

子
な
る
一
人
何
と
無
く
、
此
は
自
分
の
母
だ
ら
う
と
思
付
き
、
人
を
も
驢
を
も

執
（
と
ら
）

へ
る
と
、
驢
、
淚
を

流
し
、
子
に
鼻
を
擦
付
る
。
色
々
鞫

問

（
き
く
も
ん
）

す
る
と
鍛
工

終
（
つ
ひ
）

に
白
狀
し
た
は
、
此
婦
を
魔
法
で
死
人
同
樣

に
し
、

扨
（
さ
て
）

埋
後
購
ひ
去
て
驢
に
化
し
た
と
、
其
な
ら
本
へ
復
し
た
ら
罪
を
赦
す
と
約
し
て
、
魔
法
で

漸

々

（
や
う
や
う
）

本
へ
復
し
、
片
足
丈
驢
蹄
だ
つ
た
時
、
鬱
憤
爆
發
し
て
其
子
が
鍛
工
を
槍

（
つ
）

き
殺
し
た
の
で
、
そ
の

母
一
生
一
足
驢
蹄
で
終
つ
た
と
云
ふ
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
本
誌
一
卷
五
〇
頁
」
初
出
誌
で
あ
る
『
鄕
土
硏
究
』
の
論
文
収
載
部
の
指
示
。
「
選

集
」
に
編
者
に
よ
る
『
前
出
赤
峯
論
文
』
と
い
う
割
注
が
あ
る
が
、
こ
こ
を
指
す 

『
一
八
八
七
年
板
「
ク
ラ
ウ
ス
ト
ン
」
の
俗
話
小
說
之
移
化
卷
一
の
四
一
三
至
四
六
〇
頁
』
「
選
集
」
に

は
書
名
に
『
ポ
ピ
ユ
ラ
ル
・
テ
イ
ル
ス
・
エ
ン
ド
・
フ
イ
ク
シ
ヨ
ン
ズ
』
と
い
う
ル
ビ
が
振
ら
れ
て
あ
る
。

こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
の
民
俗
学
者
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
ク
ラ
ウ
ス
ト
ン
（W

illiam
 

A
lex

an
d
er C

lo
u
sto

n 

一
八
四
三
年
～
一
八
九
六
年
）
の`P

o
p
u
la

r Ta
les a

n
d
 F

ictio
n
s`

（
「
人
気
の
高
い

譚
と
通
俗
小
説
」
）
。
「In

tern
et arch

iv
e

」
の
こ
こ
か
ら
原
本
当
該
部
が
視
認
出
来
る
（
パ
ー
ト
標
題
は

`M
A

G
IC

A
L

  T
R

A
N

S
F

O
R

M
A

T
IO

N
S

`

（「
魔
術
的
変
容
」）。 

『
一
八
五
三
年
板
「
パ
ー
キ
ン
ス
」
の
亞
比
西
尼
亞
住
記
』
「
選
集
」
に
は
同
前
で
『
ラ
イ
フ
・
イ
ン
・

ア
ビ
シ
ニ
ア
』
と
い
う
ル
ビ
が
振
ら
れ
て
あ
る
。
「
ア
ビ
シ
ニ
ア
」
は
エ
チ
オ
ピ
ア
の
別
名
。
こ
れ
は
イ

ギ
リ
ス
の
上
流
階
級
の
出
身
で
旅
行
家
で
あ
っ
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ハ
リ
ー
・
イ
シ
ャ
ム
・
パ
ー
キ

ン
ス
（M

an
sfield

 H
arry

 Ish
am

 P
ark

y
n
s 

一
八
二
三
年
～
一
八
九
四
年
）
が
書
い
た
最
も
知
ら
れ
た
エ

チ
オ
ピ
ア
紀
行
（
一
八
四
三
年
か
ら
一
八
四
六
年
ま
で
滞
在
）
“L

ife in
 A

b
yssin

ia

”
の
初
版
。
「In

tern
et 

arch
iv

e

」
の
こ
ち
ら
か
ら
が
当
該
部
。
ど
真
ん
中
に
「
ブ
ー
ダ
」（B

o
u
d
a

）
と
出
る
。 

「
驢
蹄
」。
驢
馬

ろ

ば

（
ロ
バ
）
の
蹄

ひ
づ
め

。 

「
購
ひ
」「
選
集
」
は
『
購か

い
』
と
訓
じ
て
い
る
。 

「
將
來
」「
こ
れ
ま
で
」
の
読
み
は
、「
選
集
」
に
従
っ
た
。 

「
人
を
も
驢
を
も
執
へ
る
」「
人
」
は
乗
っ
て
い
た
鍛
冶
屋
を
指
す
。 

「
鞫
問
」
厳
し
く
問
い
糺
す
こ
と
。「
詰
問
」
に
同
じ
。 

「
埋
後
」「
ま
い
ご
」
と
読
ん
で
お
く
が
、
あ
ま
り
聴
か
な
い
な
。］ 

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/04/post-79f987.html
https://archive.org/details/populartalesand03clougoog/page/412/mode/2up
https://archive.org/details/lifeinabyssinia03parkgoog/page/n164/mode/2up
https://archive.org/details/lifeinabyssinia03parkgoog/page/n164/mode/2up
https://archive.org/details/lifeinabyssinia03parkgoog/page/n164/mode/2up
https://archive.org/details/lifeinabyssinia03parkgoog/page/n164/mode/2up
https://archive.org/details/lifeinabyssinia03parkgoog/page/n164/mode/2up


  

嬉
遊
笑
覽
十
二
に
、
「
四
國
を
巡
り
て
猿
と
成
る
と
云
ふ
諺
は
、
風
來
が
放
屁
論
に
、
今
童
謠
に
、
一

つ
長
屋
の
佐
次
兵
衞
殿
、
四
國
を
廻
り
て
猿
と
成
る
ん
の
、
二
人
の
伴
衆
は
歸
れ
ど
も
、
お
猿
の
身
な
れ

ば
置
て
來
た
ん
の
と
云
り
、
其
頃
云
初
し
に
は
有
可
ら
ず
。
諺
は
本
よ
り
有
し
に
や
。
扨
此
諺
は
誤
な
ら

む
、
四
國
猿
と
云
事
よ
り
移
り
し
か
、
舊
本
今
昔
物
語
に
、
通
二

四
國
邊
地
一

僧
行
二

不
レ

知
所
一

、
被
二

打

成
一
レ

馬
語
有
り
、
奇
異
雜
談
に
、
丹
波
奧
郡
に
人
を
馬
に

成
（
な
し
）

て
賣
し
事
、
又
越
中
に
て
人
馬
に
成
た
る

に
、
尊
勝
陀
羅
尼
の
奇
特
に
て
助
か
り
し
事
抔
見
ゆ
、
皆
昔
物
語
よ
り
い
ひ
出
し
事
な
り
。
さ
れ
ば
此
諺

久
し
き
事
と
知
ら
る
。
後
人
、
こ
れ
を
猿
と
い
ひ
か
へ
た
り
と
思
は
る
。
又
按
る
に
搜
神
記
に
、
蜀
中
西

南
高
山
之
上
、
有
物
與
猴
相
類
。
長
七
尺
、
能
作
人
行
、
善
走
。
名
猴
、
猳
。
一
名
馬
化
、
或
曰
玃
、
伺

道
人
、
有
後
者
、
輙
盜
取
以
去
云
々
。
取
レ

女
去
而
共
爲
室
家
、
其
無
子
者
終
身
不
得
還
、
十
年
之
後
形

皆
類
之
《
蜀
中
の
西
南
、
高
山
の
上
に
、
物
、
有
り
、
「
猴
」
と
相
ひ
類る

ゐ

す
。
長た

け
七
尺
、
能
く
、
人
の

行
お
こ
な
ひ

を

作
つ
く
り
な

し
、
善
く
、
走
る
。
「
猳か

」
と
名
づ
け
、
一
つ
、
「
馬
化

ば

く

わ

」
と
も
名
づ
く
。
或
い
は
「
玃
猨

か
く
え
ん

」

と
も
曰
ふ
云
々
。
女
を
取
り
去
つ
て
、
共
に
室
家
を
爲
（
な
）
す
。
其
の
子
無
き
は
、
終
身
、
還
る
を
得

ず
、
十
年
の
後
、
形
、
皆
、
之
れ
に
類
す
。
》
と
有
り
、
是
抔
よ
り
出
た
る
事
か
知
る
べ
か
ら
ず
。
猴
に

類
す
と
云
へ
ば
、
猴
の
形
に
似
つ
か
は
し
く
、
又
馬
化
と
も
い
ふ
名
を
ひ
が
め
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底

本
（
左
ペ
ー
ジ
六
行
目
）
は
「
曲
め
て
は
」。
変
更
理
由
は
次
の
注
を
参
照
。
］
は
、
馬
と
も
い
ふ
べ
く
や
」

と
有
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
嬉
遊
笑
覽
」
国
学
者
喜
多
村
信
節

の

ぶ

よ

（
天
明
三
（
一
七
八
三
）
年
～
安
政
三
（
一
八

五
六
）
年
）
の
代
表
作
。
諸
書
か
ら
江
戸
の
風
俗
習
慣
や
歌
舞
音
曲
な
ど
を
中
心
に
社
会
全
般
の
記
事
を

集
め
て
二
十
八
項
目
に
分
類
叙
述
し
た
十
二
巻
付
録
一
巻
か
ら
な
る
随
筆
で
、
文
政
一
三
（
一
八
三
〇
）

年
の
成
立
。
岩
波
文
庫
版
（
筆
者
自
筆
本
底
本
）
で
全
巻
を
所
持
す
る
が
、
漢
字
が
新
字
な
の
で
、
国
立

国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
こ
ち
ら
の
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
成
光
館
出
版
部
刊
（
上
下

二
冊
の
「
下
」
）
の
当
該
部
を
比
較
視
認
し
て
校
訂
し
、
さ
ら
に
、
「
捜
神
記
」
は
上
記
二
册
の
孰
れ
も
が

複
数
個
所
で
不
審
が
あ
る
た
め
（
私
は
高
校
生
の
時
以
来
、
同
書
を
偏
愛
し
て
い
る
愛
読
者
で
あ
る
）、「
中

國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
」
の
影
印
本
（
こ
こ
の
最
終
行
か
ら
次
の
ペ
ー
ジ
に
か
け
て
）
で
一
部
（
異
名
の
漢

字
が
二
冊
と
も
受
け
入
れ
難
い
お
か
し
な
も
で
あ
っ
た
）
表
記
を
正
し
た
。
熊
楠
の
引
用
も
表
記
が
熊
楠
の

好
み
で
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
箇
所
が
多
い
た
め
、
結
果
し
て
、
南
方
熊
楠
の
引
用
表
現
の
一
部
を
改
め

る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
正
規
の
正
当
な
表
現
に
限
り
な
く
近
づ
け
る
た
め
の
仕
儀
で
あ
り
、
批
判
さ

れ
る
筋
合
い
は
全
く
な
い
と
信
ず
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
喜
多
村
が
引
い
て
い
る
、

「
奇
異
雜
談
集

き
い
ぞ
う
だ
ん
し
ゅ
う

」
（
こ
れ
が
正
し
い
書
名
）
の
そ
れ
、
「
丹
波
の
奧
の
郡
に
人
を
馬
に
な
し
て
賣
し
事
」
は
、

「
柴
田
宵
曲 

續
妖
異
博
物
館 

馬
に
さ
れ
る
話
」
の
私
の
注
の
中
で
電
子
化
し
て
あ
る
。 

「
風
來
が
放
屁
論
」
こ
れ
は
風
来
山
人
（
か
の
平
賀
源
内
の
号
の
一
つ
）
の
書
い
た
戯
文
。
江
戸
両
国
橋

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/131
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/131
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1123104/298
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1123104/298
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1123104/298
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=56667&page=45
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/08/post-338a.html


で
人
気
の
あ
っ
た
昔
語
花
咲
男
と
い
う
曲
屁
芸
人
を
論
評
す
る
と
い
う
形
を
と
っ
て
、
当
時
の
閉
塞
し
た

身
分
制
社
会
を
批
判
し
た
も
の
。
安
永
三
（
一
七
七
四
）
年
刊
。 

「
猴
」「
玃
」
な
ど
は
、
私
の
「
和
漢
三
才
圖
會 

卷
第
四
十 

寓
類 

恠
類
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。］ 

  

諸
國
の
人
を
馬
や
驢
と

作
（
な
し
）

た
話
に
就
て
、
此
方
法
を
按
ず
る
に
、
或
は
魔
力
有
る
藥
料
を
身
に
塗
付

た
り
、
（
ア
プ
レ
ユ
ス
金
驢
篇
、
西
曆
二
世
紀
作
、
卷
三
）
、
或
は
魔
力
有
る
飮
食
を
與
へ
た
り
、
（
奇
異

雜
談
上
、
一
八
章
、
コ
ラ
ン
、
ド
、
プ
ラ
ン
シ
ー
妖
怪
事
彙
一
八
四
五
年
板
二
八
頁
ク
ラ
ウ
ス
ト
ン
上
出
）

或
は
手
綱
や
轡
を
加
へ
る
の
だ
（
ク
ラ
ウ
ス
ト
ン
同
上
、
グ
ベ
ル
ナ
チ
ス
動
物
譚
原
一
八
七
二
年
板
卷
一
、

三
四
二
頁
）
。
就
れ
も
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
孰
れ
も
」
の
誤
字
か
。
］
斯
く
し
て
畜
と
成
れ
た
後
で
、

鞭
笞
苦
困

（
べ
ん
ち
く
こ
ん
）

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
鞭
打
た
れ
て
苦
役
さ
れ
る
こ
と
。
］
さ
る
る
が
、
此
今
昔
物
語
の
一
條
の

み
、
笞
を
以
て
打
ち
据
て
、
引
起
こ
す
と
馬
に

成
（
な
つ
）

て

居
（
を
る
）

と
有
る
は
、
此
物
語
の
特
色
と
見
え
る
。
但

し
高
木
君
は
幻
異
志
の
板
橋
三
娘
子
の
譚
が
此
語
の
本
源
た
る
事
疑
ひ
無
し
と
言
れ
た
が
、
そ
れ
に
果
た

し
て
笞
で
打
て
驢
と
作
す
と
有
り
や
、
予
も
幻
異
志
を
見
た
事
が
有
る
が
、
十
九
年
前
の
事
故
、
一
向
記

憶
せ
ぬ
、
如

（
も
）

し
笞
で
打
て
驢
と
作
す
と
有
ら
ば
、
此
話
の
本
源
た
る
事
疑
ひ
無
き
も
、
其
事
無
く
ば
、
單

に
類
話
と
云
ふ
べ
き
の
み
。
高
木
君
は
本
文
を
出
さ
ぬ
故
詳
を
知
る
能
は
ざ
る
も
、
其
叙
す
る
所
を
見
る

と
、
件
の
幻
異
志
中
の
譚
は
、
「
ク
ラ
ウ
ス
ト
ン
」
一
卷
九
七
頁
に
引
た
羅
馬
の
俗
話
と
同
源
の
物
に
非

ざ
る
か
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ア
プ
レ
ユ
ス
金
驢
篇
、
西
曆
二
世
紀
作
、
卷
三
」
「
選
集
」
で
は
書
名
に
『
デ
・
ア

シ
ノ
・
ア
ウ
レ
オ
』
と
振
る
。
北
ア
フ
リ
カ
・
マ
ダ
ウ
ロ
ス
出
身
の
帝
政
ロ
ー
マ
の
弁
論
作
家
ル
キ
ウ

ス
・
ア
プ
レ
イ
ウ
ス
（L

u
ciu

s A
p
u
leiu

s 

一
二
三
年
頃
～
？
：
奇
想
天
外
な
小
説
や
極
端
に
技
巧
的
な
弁

論
文
に
よ
っ
て
名
声
を
博
し
た
）
の
代
表
作
で
あ
る
「
変
容
（
又
は
黄
金
の
驢
馬

ロ

バ

（M
eta

m
o
rp

h
o
ses  sive  

A
sin

u
s A

u
reu

s

）
は
、
彼
の
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、
『
魔
術
に
興
味
を
抱
い
た
主
人
公
ル
キ
ウ
ス
が
誤
っ
て
ロ

バ
に
変
え
ら
れ
、
数
多
の
不
思
議
な
試
練
に
堪
え
た
後
、
イ
シ
ス
の
密
儀
に
よ
っ
て
再
び
人
間
に
復
帰
す

る
と
い
う
一
種
の
教
養
小
説
』
で
、
ロ
ー
マ
時
代
の
小
説
の
う
ち
、
完
全
に
現
存
す
る
唯
一
の
も
の
で
あ

る
、
と
あ
る
。 

「
奇
異
雜
談
上
、
一
八
章
」
こ
れ
は
そ
の
類
別
か
ら
、
明
ら
か
に
先
の
「
喜
遊
笑
覧
」
の
そ
れ
を
差
し
て

い
る
と
し
か
私
に
は
思
え
な
い
。
但
し
、
「
奇
異
雑
談
集
」
は
、
上
下
巻
は
な
く
、
第
一
巻
の
第
一
話
か

ら
数
え
る
と
第
三
巻
の
そ
れ
は
十
六
話
目
で
は
あ
る
。 

「
コ
ラ
ン
、
ド
、
プ
ラ
ン
シ
ー
妖
怪
事
彙
一
八
四
五
年
板
、
二
八
頁
」
「
選
集
」
に
は
書
名
に
『
ジ
ク
シ

ヨ
ネ
ー
ル
・
ア
ン
フ
エ
ル
ナ
ル
』
と
い
う
ル
ビ
が
振
ら
れ
て
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
文
筆
家
コ
ラ
ン
・
ド
・

プ
ラ
ン
シ
ー
（J. C

o
llin

 d
e P

lan
cy

 

一
七
九
四
年
或
い
は
一
七
九
三
年
～
一
八
八
一
年
或
い
は
一
八
八
七

年
）
が
一
八
一
八
年
に
刊
行
し
た`T

h
e D

ictio
n
n
a
ire in

fern
a
l`

（
「
地
獄
の
辞
典
」）
。 

http://yab.o.oo7.jp/wakan40.html
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%A4%E3%82%A6%E3%82%B9


「
グ
ベ
ル
ナ
チ
ス
動
物
譚
原
一
八
七
二
年
板
、
一
卷
三
四
二
頁
」
同
前
で
『
ゾ
ー
ロ
ジ
カ
ル
・
ミ
ソ
ロ
ジ

ー
』
と
ル
ビ
さ
れ
て
い
る
。
イ
タ
リ
ア
の
文
献
学
者
コ
ォ
ウ
ト
・
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
デ
・
グ
ベ
ル
ナ
テ
ィ
ス

（C
o
u
n
t A

n
g
elo

 D
e G

u
b
ern

atis 

一
八
四
〇
年
～
一
九
一
三
年
）
が
書
い
た`Z

o
o

lo
g
ical M

y
th

o
lo

g
y

`

（
「
動
物
に
関
す
る
神
話
学
」
）
。
本
書
電
子
化
で
複
数
回
既
出
既
注
だ
が
、
再
掲
し
て
お
く
と
、
イ
タ
リ

ア
の
文
献
学
者
コ
ォ
ウ
ト
・
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
デ
・
グ
ベ
ル
ナ
テ
ィ
ス
（C

o
u
n
t A

n
g
elo

 D
e G

u
b

ern
atis 

一

八
四
〇
年
～
一
九
一
三
年
）
の
「
動
物
に
関
す
る
神
話
学
」。
「In

tern
et arch

iv
e

」
の
第
一
巻
同
年
版
原
本

の
当
該
部
は
こ
こ
。 

「
高
木
君
」
ド
イ
ツ
文
学
者
で
神
話
学
者
・
民
俗
学
者
で
も
あ
っ
た
高
木
敏
雄
（
明
治
九
（
一
八
七
六
）

年
～
大
正
一
一
（
一
九
二
二
）
年
）
。
大
正
二
～
三
年
に
は
、
本
篇
の
初
出
す
る
『
鄕
土
硏
究
』
を
柳
田

国
男
と
と
も
に
編
集
し
て
い
る
。
欧
米
の
、
特
に
ド
イ
ツ
に
於
け
る
方
法
に
依
っ
た
神
話
・
伝
説
研
究
の

体
系
化
を
試
み
、
先
駆
的
業
績
を
残
し
た
。
こ
こ
で
言
う
論
文
の
収
載
書
誌
は
不
詳
（
『
鄕
土
硏
究
』
で

あ
ろ
う
と
は
思
わ
れ
る
）
。
私
も
読
み
た
い
。 

「
幻
異
志
の
板
橋
三
娘
子
の
譚
」「
柴
田
宵
曲 

續
妖
異
博
物
館 
馬
に
さ
れ
る
話
」
を
参
照
。 

「
如
し
笞
で
打
て
驢
と
作
す
と
有
ら
ば
、
此
話
の
本
源
た
る
事
疑
ひ
無
き
も
、
其
事
無
く
ば
、
單
に
類
話

と
云
ふ
べ
き
の
み
」
私
は
て
っ
き
り
こ
れ
が
典
拠
と
思
っ
て
い
た
が
、
言
わ
れ
て
み
る
と
、
確
か
に
そ
ん

な
シ
ー
ン
は
な
い
の
で
、
類
話
か
な
ぁ
。 

『「
ク
ラ
ウ
ス
ト
ン
」
一
卷
九
七
頁
に
引
た
羅
馬
の
俗
話
』
先
の
“P

o
p
u

la
r T

a
les a

n
d
 F

ictio
n
s

”
の
第
一

巻
で
あ
る
が
、
「In

tern
et a

rch
iv

e

」
の
一
八
八
七
年
板
（
先
に
熊
楠
が
挙
げ
た
も
の
と
同
年
）
で
調
べ
た

と
こ
ろ
、
こ
の
長
い
ロ
ー
マ
の
物
語
は
、
熊
楠
の
指
示
し
た
ペ
ー
ジ
よ
り
も
も
っ
と
前
の
、
こ
の
「9

3

」
ペ

ー
ジ
か
ら
「9

8

」
ペ
ー
ジ
ま
で
が
そ
れ
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。］ 

  

言
（
い
は
）

く
貧
人
の
二
子

（
に
し
）

、
林
中
で
大
鳥
が
卵
を
落
し
た
る
を
拾
ふ
と
字
を
書
付
有
る
、
庄
屋
に
見
せ
る
と
、

「
吾
頭
を
食
ふ
者
帝
た
ら
ん
、
吾
心
臟
を
食
ふ
者

金
（
か
ね
）

常
に
乏
し
か
ら
じ
」
と
有
る
。
庄
屋
自
身
頭
も
心

臟
も

食
（
く
は
）

ん
と
思
ひ
、
二
人
に
、
是
は
此
鳥
を
食
ふ
と
旨
い
と
書
て
居

（
を
）

る
、
だ
か
ら

强

（
し
た
た
か
）

な
棒
を
準
備

し
て
、
彼
鳥
を

俟
（
ま
ち
）

受
け
て
殺
せ
と
命
ず
、

斯
（
か
く
）

て
翌
日
二
人
其
鳥
を
殺
し
、
庄
屋
を
待

受

（
ま
ち
う
け
）

て
食
は
ん

と
炙
る
内
、
鳥
の
頭
が
火
の
中
へ

落
（
お
ち
）

た
、

焦
（
こ
げ
）

た
物
を
庄
屋
に

呈
（
お
く
）

る
べ
き
で
無
い
と
思
ひ
、
弟
が
拾

ふ
て
食
ふ
て

了
（
し
ま
）

ふ
、
次
に
心
臟
が
火
の
中
へ
落
て
焦
た
か
ら
、
兄
が
食
て
了
ふ
、
所
へ
庄
屋
が
來
て
、

大
に
失
望
し
て
怒
り

散
（
ち
ら
）

し
て
去
る
、
父
に
話
す
と

斯
（
か
か
）

る
上
は
他
國
へ

出
（
い
で
）

よ
と
云
ふ
の
で
、
二
人

宛
（
あ
て
）

も
な
く
旅
立
つ
、
其
か
ら
每
夜
旅
舍
で

睡
（
ね
む
）

る
と
、
兄
の
枕
の
下
に
金
が
出
て
來
る
、
弟
其
金
を

持
（
も
つ
）

て
兄
よ
り
前
に
都
に
入
る
と
、
丁
度
國
王
が
死
ん
で

嗣

王

（
つ
ぎ
の
わ
う
）

を
擁
立
す
る
所
だ
つ
た
が
、

金
（
か
ね
）

の
光

で
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
金
の
お
蔭
で
。］
此
弟
が
忽
ち
王
と
立
て
ら
れ
た
、

斯
（
か
く
）

と
も
知
ら
ず
、
兄
も
都
に

入
（
は
い
つ
）

て
、
母
と
娘
二
人
暮
し
の
家
に
宿
る
と
、
例
の
如
く
枕
の
下
か
ら
金
が
每
夜
出
る
、
娘
此
男
を

賺
（
す
か
）

https://archive.org/details/cu31924092293954/page/n371/mode/2up
https://archive.org/details/cu31924092293954/page/n371/mode/2up
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/08/post-338a.html
https://archive.org/details/populartalesand03clougoog/page/92/mode/2up
https://archive.org/details/populartalesand03clougoog/page/92/mode/2up


し
て
事
實
を
知
り
、 

吐
劑

（
と
ざ
い
）

を
酒
に
入
れ
て
飮
せ
て
、
彼
鳥
の
心
臟
を
吐
出
さ
し
め
、
男
を
追
出
す
、
詮
方
無
く
て
川

畔

（
か
は
ば
た
）

に
歎

き
居

（
を
）

る
と
、
仙
女
三
人
現
れ

愍
（
あ
は
れ
）

ん
で
、
手
を
探
る
每
に
金
を
出
す
袂
有
る
衣
を

吳
（
く
れ
）

る
、
男
愚
か
に

も
其
金
で

餽
（
お
く
）

り
物
を
求
め
、
復
た
彼
家
へ
往
く
。
娘

諜
（
て
ふ
）

し
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
さ
り
げ
な
く
探
り

を
入
れ
て
。
］
其
出
處
を
知
り
、

僞

衣

（
に
せ
ご
ろ
も
）

を
作
り
、
男
が
睡
つ
た
間
に
掏

（
す
）

り
替
へ
る
、
明
旦
起
出
て
其

奸
（
か
ん
）

を
知
れ
ど
も
及
ば
ず
、
復
た
河
畔
に
往
く
と
、
仙
女
來
て
、

案
（
つ
く
え
）

を

打
（
う
て
）

ば
何
で
も
出
る
棒
を
吳
る
、

復
た
娘
の
宅
へ
往
き
竊
ま
れ
る
、
例
に
よ
り
例
の
川
邊
で
、
何
で
も
望
の
叶
ふ
指
環
を
貰
ふ
、
是
が
最
終

だ
か
ら
、
取
れ
ぬ
樣
注
意
せ
よ
と
言
れ
た
が
、

懲
（
こ
り
）

ず
に
娘
の
宅
に
往
き
問

落

（
と
ひ
お
と
）

さ
れ
る
、
娘
言
く
、
そ

ん
な
ら
吾
等
二
人
向
ふ
の
山
へ
飛
往

（
と
び
ゆ
）

き
、
鱈

腹

（
た
ら
ふ
く
）

珍
味
を

飮

食

（
の
み
い
く
ひ
）

せ
う
と
望
ん
で
見
な
さ
い
な
、

依
（
よ
つ
）

て

男
其
通
り
、
環
に

向
（
む
か
ひ
）

て
望
む
と
忽
ち
望
み
叶
ふ
、
此
時
娘
、
酒
に

麻

藥

（
し
び
れ
ぐ
す
り
）

を

入
（
い
れ
）

て
男
を
昏
睡
せ
し

め
、
指
環
を
盜
み
、
自
宅
へ
還
ら
う
と
望
む
と
、
忽
ち
還
り
去
る
。
男
眼
覺

（
め
ざ
め
）

て
大
に
弱
り
、
三
日
泣
き
續

け
て
夥
し
く
腹

空
（
す
け
）

る
故
、
無
鐵
砲
に
手
近
く
生
た
草
を
食
ふ
と
、
即
座
に
驢

身

（
ろ
ば
の
み
）

に
化
し
、
兩
傍
に
二

籃
（
か
ご
）

懸
れ
り
、
心

丈
（
だ
け
）

は
確
か
で
、
其
草
を

採
（
と
り
）

て
籃
に
容
れ
、
麓
迄
下
り
て
其
處

（
そ
こ
）

な
草
を
拔
く
と
、
忽

ち
人
身
に

復
（
か
へ
）

つ
た
、

因
（
よ
つ
）

て
其
草
を
も
籃
に
入
れ
、
姿
を

替
（
か
へ
）

て

彼
（
か
の
）

娘
の
宅
前
に
往
き
、
莱
を
買
は

ぬ
か
と
呼
ぶ
、
娘
菜
は
大

好

（
だ
い
す
き
）

で
、
其
草
を

執
（
と
つ
）

て
嘗
み
る
と
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
嘗
み
る
と
」
は
「
選

集
」
は
『
こ
こ
ろ
み
る
と
』
で
あ
る
が
、
私
は
「
な
め
（
て
）
み
る
と
」
と
読
む
。
］
、
便
ち

驢

形

（
ろ
ば
の
か
た
ち
）

に

變
ず
、
男
之
を
打
ち

追
（
お
つ
）

て
街
を
通
る
、
其

打

樣

（
そ
の
う
ち
や
う
）

が
餘
り
酷
い
故
、
町
人
之
を
捕
へ
王
に

訴

出

（
う
つ
た
へ
で
）

る
、

男
其
王
を
見
る
と
骨
肉
の
弟
だ
か
ら
、

乞
（
こ
ひ
）

て
人
を

退
（
し
り
ぞ
）

け

事

由

（
こ
と
の
よ
し
）

を

談
（
か
た
）

る
。
其
處
で
王
命
じ
て

驢

化

（
ろ
ば
く
わ
）

し
た
女
に
兄
と
俱
に
宅
に
歸
て
、
從
來
盜
ん
だ
物
を
悉
く
返
さ
し
め
其
後
靈
草
を
食
せ
よ
と

本
（
も
と
）

の
人
身
に
復
し
た
。（
此
項
つ
ゞ
く
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
大
正
二
年
鄕
硏
第
一
卷
九
號
） 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
無
鐵
砲
に
手
近
く
生
た
草
を
食
ふ
と
、
即
座
に
驢
身
に
化
し
、
兩
傍
に
二
籃
懸
れ

り
、
心
丈
は
確
か
で
、
其
草
を
採
て
籃
に
容
れ
」
個
人
的
に
は
、
自
分
の
背
の
両
側
に
懸
け
渡
さ
れ
て
し

ま
っ
た
二
つ
籠
に
、
ロ
バ
に
な
っ
た
彼
が
、
ど
う
や
っ
て
そ
の
籠
を
外
し
、
草
を
入
れ
る
こ
と
が
出
来
た

の
か
、
そ
の
シ
ー
ン
が
私
に
は
頭
に
描
け
な
い
の
だ
が
？ 

ま
あ
、
お
伽
話
だ
か
ら
、
目
を
つ
ぶ
る
こ
と

と
致
そ
う
か
。 

「
其
處
で
王
命
じ
て
驢
化
し
た
女
に
兄
と
俱
に
宅
に
歸
て
、
從
來
盜
ん
だ
物
を
悉
く
返
さ
し
め
其
後
靈
草

を
食
せ
よ
と
」
老
婆
心
乍
ら
、
最
後
の
部
分
は
（
私
の
読
み
は
丸
括
弧
な
し
で
示
し
た
）、 

 
 

 

＊ 

「
其
處

そ

こ

で
王
」
（
兄
弟
の
弟
の
方
）
］
は
、
「
驢ろ

ば

」
と
「
化か

」
し
た
、
そ
の
性
悪
「
女
」
に
対
し
て
、
再
び

再
会
で
き
た
実
の
「
兄
と
」「
俱
に
」
そ
の
驢
馬
女
の
前
に
毅
然
と
し
て
立
ち
は
だ
か
っ
て
、
ま
ず
、 

―
―

「
宅い

へ

」
「
に
歸
つ
て
、
從
來
」
（
今
ま
で
）
「
盜
ん
だ
」
沢
山
の
「
物
を
」
、
「
悉
く
」
持
ち
主
に
「
返
」



す
よ
う
に―

―
 

と
厳
命
し
た
上
で
、
加
え
て
、 

―
―

「
其
後

そ
の
の
ち

」
に
、
こ
の
「
靈
草
を
食
せ
よ
」―

―
 

と
「
命
じ
」
た
。 

 
 

 

＊ 

と
い
う
謂
い
で
あ
る
。
私
が
最
初
に
読
ん
だ
時
、
た
っ
た
一
ヶ
所
に
し
か
読
点
の
な
い
こ
の
文
に
ち
ょ
っ

と
躓
い
た
の
で
、
一
言
言
い
添
え
た
。］ 

   
 

 
 

 
 

 
 

三 
 

 

（
通
四
國
邊
地
僧
被
打
成
馬
語
出
典
考
承
前
） 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
熊
楠
が
採
り
上
げ
た
当
該
話
は
五
年
前
に
、
「
柴
田
宵
曲 

續
妖
異
博
物
館 

馬
に

さ
れ
る
話
」
の
私
の
注
の
中
で
、
全
文
を
電
子
化
し
、
簡
単
な
語
注
を
本
文
内
に
挟
ん
で
あ
る
（
今
回
、

そ
の
部
分
の
み
を
、
再
度
校
訂
し
、
正
字
不
全
や
、
語
注
を
追
加
し
て
お
い
た
）
に
の
で
、
ま
ず
、
そ
れ

を
読
ま
れ
た
い
。
ま
た
、
そ
の
宵
曲
の
当
該
作
自
体
が
、
恐
ら
く
は
本
論
に
対
し
て
有
益
な
情
報
を
も
与
え

て
く
れ
る
内
容
で
も
あ
ろ
う
か
ら
し
て
、
全
文
を
読
ま
れ
ん
こ
と
を
強
く
お
勧
め
す
る
。
参
考
底
本
で
は
こ

こ
か
ら
。
な
お
、
本
パ
ー
ト
は
や
や
長
い
の
で
、
「
選
集
」
の
段
落
分
け
に
従
っ
て
十
一
段
落
と
し
、
以

下
に
全
部
を
示
し
た
。
各
段
落
の
後
に
注
を
附
し
、
そ
の
後
は
一
行
空
け
た
。
以
下
の
添
え
辞
の
「
今
昔

物
語
集
」
の
標
題
は
私
の
記
事
標
題
が
正
し
く
、
不
全
で
あ
る
。
読
み
は
「
四
國
の
邊
地
を
通
り
し
僧
、

知
ら
ぬ
所
に
行
き
て
、
馬
に
打
ち
成
さ
る
る
語
」
で
あ
る
。
ま
た
ま
た
、
読
み
が
難
し
い
字
が
他
出
す
る

の
で
、
以
降
は
最
後
ま
で
、
私
が
推
定
で
（ 

）
で
ル
ビ
を
大
幅
に
入
れ
、
数
少
な
い
底
本
の
ル
ビ
は
、

《 

》
で
示
し
た
。］ 

  

予
一
切
經
を
通
覽
せ
し
も
、
此
羅
馬
俗
話
其
儘
の
同
話
又
類
話
は
無
い
、
然
し
前
の
部
分
に
酷
似

（
よ
く
に
）

た
の

と
、
後
の
部
分
に
大
體
似
た
の
が
別
々
に
有
る
、

乃
（
す
な
は
）

ち
唐
の
義
淨
譯
根
本
說
一
切
有
部
毘
奈
耶

（

い

う

ぶ

び

な

や

）

雜
事
二

七
に
、
鞞
提
醯
國
の
善

生

王

（
ぜ
ん
し
や
う
わ
う
）

の
夫
人
男
兒
を
生
む
、
此
兒
生
れ

已
（
を
は
）

り
て
國
民
皆
な
飮

食

（
お
ん
じ
き
）

を
得
易
く

成
（
な
つ
）

た
迚
、
足

飮

食

（
す
う
お
ん
じ
き
）

と
名
く
、
善
生
王
の
後
又
別
に
夫
人
を
娶
り
子
を
生
み
、

立
（
た
て
）

て
太
子
と
す
、
足

飮
食
王
子

住
（
と
ど
）

ま
れ
ば
、
必
ず
誅
せ
ら
る
べ
し
と
て
、
半
遮
羅
國
に

遯
（
の
が
）

れ
、
其
王
女
を
娶
り
男
兒
を
生

む
、
其
日
國
中
飮
食
得
易
か
つ
た
の
で
多
足
食

（
た
す
う
じ
き
）

と
名
く
。
程
無
く
父
王
子
歿
し
け
れ
ば
、
王
命
に
よ
り
其

妃
を
或
る
大
臣
に
再
嫁
し
、
多
足
食
王
子
も
母
に
隨
て
其
大
臣
方
に
在
り
、
時
に
、
大
臣
家
有
レ

雞
栖
宿
、

相
師
見
已
、
作
二

如
是
語
一

、
若
其
有
レ

人
、
食
二

此
雞
一

者
、
當
二

得
爲
一
レ

王
、
大
臣
聞
已
、
不
レ

問
二

相
師

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/08/post-338a.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/08/post-338a.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/08/post-338a.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/08/post-338a.html
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/133
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/133


一

、
便
殺
二

其
雞
一

、
謂
二

其
妻
一

曰
、
汝
可
三

營
レ

膳
待
二

我
朝
還
一

、
夫
人
卽
令
二

烹
煮
一

、
時
多
足
食
從
二

學

堂
一

來
、
不
レ

見
二

其
母
一

、
爲
二

飢
所
一
レ

逼
、
見
レ

有
二

沸
鐺
一

、
便
作
二

是
念
一

、
我
母
未
レ

來
、
暫
觀
二

鐺

内
一

、
有
レ

可
レ

食
不
、
遂
見
二

雞
頭
一

、
卽
便
截
取
、
以
充
二

小
食
一

、
母
既
來
至
、
問
言
食
未
、
答
曰
且
食

二

雞
頭
一

、
母
卽
與
レ

食
、
令
レ

歸
二

學
所
一

《
大
臣
の
家
に

鷄
に
は
と
り

有
り
て
、
栖
み
宿
る
。
相
師
［
や
ぶ
ち
ゃ

ん
注
：
占
い
師
。
］
、
見
已を

は

り
て
、
是
く
の
ご
と
き
語
を
作な

す
、
「
若
し
、
其
れ
、
人
、
有
り
て
、
此
の
鷄

を
食
ら
へ
ば
、
當
に
王
と
爲
る
を
得
べ
し
。
」
と
。
大
臣
、
聞
き
已
り
て
、
相
師
に
問
は
ず
し
て
、
便
ち
、

其
の
鷄
を
殺
し
、
其
の
妻
に
謂
い
て
曰
は
く
、
「
汝
、
膳
を
營
ん
で
、
我
が
朝て

う

よ
り
還
る
を
待
つ
べ
し
。
」

と
。
夫
人
、
卽
ち
、
烹
煮

は
う
し
や

せ
し
む
。
時
に
、
多
足
食
、
學
堂
よ
り
來
た
り
て
、
其
の
母
を
見
ず
。
飢
え
の

逼せ
ま

る
所
と
爲な

り
て
、
沸
け
る
鐺な

べ

の
有
る
を
見
る
や
、
便
ち
、
是
れ
、
念お

も

ひ
を
作な

す
に
、
『
我
が
母
、
未
だ

來
た
ら
ず
。
暫
く
鐺
の
内
を
觀み

ん
、
食
ふ
べ
き
も
の
の
、
有
り
や
不い

な

や
。
』
と
。
遂
に
鷄
の
頭
を
見
、
卽

ち
便
ち
、
截
り
取
り
て
、
以
つ
て
小
食
に
充あ

つ
。
母
、
既
に
來
た
り
至
り
、
問
ふ
に
、
「
食
せ
り
や
、
未

だ
し
や
。
」
と
言
ふ
。
答
へ
て
言
は
く
、
「
且
つ
は
、
鷄
の
頭
を
食
せ
り
。
」
と
。
母
、
卽
ち
、
食
を
與
へ
、

學
所
に
歸
ら
し
む
。
》
、
大
臣
歸
り
見
る
と
鷄
頭
無
し
、
妻
に

問
（
と
う
）

て
兒
が

食
（
く
ふ
）

て

去
（
さ
）

つ
た
と
知
る
。

抑
（
そ
も
そ
）

も
此
の
鷄
を

全
（
ま
る
）

で

食
（
く
ふ
）

て
王
と
成
得
る
か
、
少
し
く
食
ふ
て
も
成
れ
る
か
と
疑
ひ
を

成
（
し
や
う
）

じ
、

彼
（
か
の
）

相
師
に
問
ふ
と
、
答
ふ
ら
く
、
全
身
を

食
（
く
は
）

ず
と
も
、
頭
さ
へ

食
（
く
ふ
）

た
ら
王
に
成
る
、
若
し
他
人
が

鷄
頭
を
食
た
な
ら
、
其
奴

（
そ
や
つ
）

を
殺
し
、
其
頭
を
食
ふ
と
王
に
成
る
と
、
大
臣
便
ち

彼
（
か
の
）

繼
子
を
殺
さ
ん
と
て
、

妻
に
夫
と
子
と

何
（
い
づ
）

れ
が
王
に

成
（
な
つ
）

て

欲
（
ほ
し
）

い
か
と

尋
（
た
づ
ね
）

る
、
妻
、
お
座
成

（
ざ
な
り
）

に
夫
の
方
を
望
む
と
答
へ
、

私
（
ひ
そ
か
）

に
子
を
し
て
其
亡
父
の
生
國
へ
逃
れ
し
め
た
、
其
の
途
上
で
、
丁
度
亡
父
の
弟
王
病
死
し
、
群
臣

嗣
王

（
し
わ
う
）

を
求
む
る
に
出
會
ひ
、
此
兒
人
相
非
凡
だ
か
ら
、
選
ば
れ
て
王
に

成
（
な
つ
）

た
と
有
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
鞞
提
醯
」
「
選
集
」
に
は
『
ヴ
イ
デ
ハ
ー
』
と
ル
ビ
す
る
。
古
代
イ
ン
ド
の
ど
こ
か

は
不
詳
。 

「
善
生
王
」
底
本
は
「
無
生
王
」。「
選
集
」
の
表
記
を
「
大
蔵
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
同
経
典
を
確
認
し
て

訂
し
た
。
後
の
同
語
も
、
か
く
し
た
。］ 

「
半
遮
羅
」「
選
集
」
に
は
『
パ
ン
チ
ア
ー
ラ
』
と
ル
ビ
す
る
。
同
前
。 

「
父
王
子
」
原
文
を
見
た
が
、
以
上
の
パ
ー
ト
は
も
っ
と
複
雑
で
恐
ろ
し
く
長
い
。
熊
楠
は
そ
れ
を
、
無

理
矢
理
、
簡
略
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
判
り
難
い
が
、
こ
こ
は
逃
れ
た
半
遮
羅
国
の
義
父

王
の
嗣
子
の
王
子
が
亡
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
以
下
、
二
国
の
継
嗣
問
題
が
絡
ん
で
い
る
た
め
に
実
は
か

な
り
解
読
が
難
し
い
の
だ
が
、
私
は
そ
の
よ
う
に
読
ん
だ
。］ 

  

一
八
四
五
年
板
「
デ
・
ボ
デ
」
男
「
ル
リ
ス
タ
ン
」
及
び
「
ア
ラ
ビ
ス
タ
ン
」
紀
行
、
卷
二
、
頁
一
八

に
、
「
グ
ラ
ニ
」
人
年
々
鷄
の
宴
を
催
す
、
各
村
の
戶
主
各
一
鷄
を
僧
方
に
持
集

（
も
ち
よ
）

り
、
大
鍋
で
煮
た
後
、

そ
の
僧
一
片
づ
ゝ
鷄
肉
を
一
同
へ
輪
次
盛
り
廻
る
に
、
鷄
頭
を
得
る
者
は
、
其
年
中
、
特
に
ア
リ
聖
人
の



贔
屓
を

受
（
う
く
）

る
と
て
欣
喜
す
、
此
輩
又
墓
上
に
鷄
像
を
安
置
し
、
鷄
像
を
形

代

（
か
た
し
ろ
）

と
し
て
諸
尊
者
の
祠
に

捧
ぐ
と
見
ゆ
、
熊
楠
謂
ふ
に
、
古
印
度
の
提
醯
國
民
も
、
此
波

斯

（
ペ
ル
シ
ヤ
）

の
グ
ラ
ニ
人
も
、
梵
敎
と
囘
敎
を
信

じ
乍
ら
、
以
前
鷄
を
族
靈

《
ト
テ
ム
》

と
し
て
尊
崇
し
た
故
風
を
殘
存
し
た
の
で
あ
ら
う
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
選
集
」
で
は
、
以
上
の
段
落
は
全
体
が
一
字
下
げ
で
あ
る
。
確
か
に
、
次
の
段
落

で
は 

『
一
八
四
五
年
板
「
デ
・
ボ
デ
」
男
「
ル
リ
ス
タ
ン
」
及
び
「
ア
ラ
ビ
ス
タ
ン
」
紀
行
』
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

の
男
爵
ク
レ
メ
ン
ト
・
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
・
グ
レ
ゴ
リ
・
ピ
ー
タ
ー
・
ル
イ
ス
・
ド
ゥ
・
ボ
ー
デ

（C
lem

en
t A

u
g
u
stu

s G
reg

o
ry

 P
eter L

o
u
is D

e B
o
d
e, b

aro
n
 

一
七
七
七
年
～
一
八
四
六
年
）
か
と
思
わ

れ
る
。
こ
の`T

ra
vels in

 L
u
rista

n
 a

n
d
 A

ra
b
ista

n
`

の
作
者
と
し
て
知
ら
れ
る
だ
け
の
よ
う
で
あ
る
。
「
ル
リ

ス
タ
ン
」
が
現
在
の
イ
ラ
ン
の
ロ
レ
ス
タ
ー
ン
州
：
ラ
テ
ン
文
字
転
写
：L

o
restān

）
。
イ
ラ
ン
で
も
古
い

歴
史
を
も
つ
地
域
で
、
紀
元
前
第
三
千
年
紀
・
第
四
千
年
紀
に
、
外
か
ら
入
っ
て
き
た
人
々
が
ザ
ー
グ
ロ

ス
の
山
地
に
住
み
着
い
た
の
が
起
源
と
す
る
。
位
置
は
当
該
ウ
ィ
キ
の
地
図
を
参
照
さ
れ
た
い
。
「
ア
ラ

ビ
ス
タ
ン
」
は
旧
ア
ラ
ビ
ス
タ
ン
首
長
国
。
十
五
世
紀
か
ら
一
九
二
五
年
ま
で
元
「
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
」

で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
イ
ラ
ン
の
一
部
。
位
置
は
英
文
ウ
ィ
キ
「E

m
irate o

f A
rab

istan

」
の
地
図
を
参
照
。

「In
tern

et a
rch

iv
e

」
で
原
本
が
見
ら
れ
る
が
、
熊
楠
の
指
示
し
た
ペ
ー
ジ
に
は
な
い
。
「
選
集
」
で
も
同

じ
ペ
ー
ジ
だ
が
、
今
ま
で
に
も
、
誤
記
を
見
出
し
た
経
緯
が
あ
っ
た
の
で
、
ダ
メ
モ
ト
で
フ
ル
・
テ
ク
ス
ト

を
機
械
翻
訳
し
て
調
べ
た
と
こ
ろ
が
、
図
に
当
た
っ
た
！ 

こ
れ
は
「
一
八
〇
頁
」
の
誤
り
で
あ
っ
た
！ 

久
々
に
南
方
熊
楠
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
注
で
快
哉
を
叫
ん
だ
！ 

ご
覧
あ
れ
！ 

「1
8
0

」
ペ
ー
ジ
の
十
一
行
目

に
「th

e G
ú
ra
n
i

」
と
あ
り
、
「1

8
1

」
の
十
一
行
目
に
「A

li

」
、
十
四
行
目
に
「
ア
リ
聖
人
」
の
意
ら
し
い

「A
li-Ilá

h
i

」
と
あ
っ
て
、
こ
こ
で
熊
楠
の
言
っ
て
い
る
こ
と
が
確
か
に
載
っ
て
い
る
！ 

「
南
方
熊
楠
全

集
」
再
版
本
で
は
注
し
て
訂
す
べ
し
！
］ 

  

又
同
書
卅
に
、
老
娼
他
の
妓
輩
と

賭
（
か
け
）

し
て
、
女
嫌
ひ
の
若
き
商
主
を
墮

（
お
）

と
さ
ん
と
て
、
自
分
の
子
も

商
用
で
久
し
く
不
在
也
、
名
も
貌
も
同
じ
き
故
、
吾
子
同
然
に
思
う
迚
親
交
す
、
商
主
老
娼
の
艷
容
無
雙

な
る
に
惚
れ
、
一
所
に

成
（
な
ら
）

ん
と
言
出

（
い
ひ
だ
）

す
と
、
汝
の
財
物
悉
く
我
家
に

入
（
い
れ
）

た
ら

方
（
ま
さ
）

に
汝
が
心
を
信
ぜ

ん
と
言
ふ
、
因
て
悉
く
財
物
を
運
び
入
れ
し
を
、
後
門
よ
り
他
へ
移
し
去
り
、
酒
に
醉

睡

（
ゑ
ひ
ね
む
）

れ
る
商
主
を

薦
（
こ
も
）

に
裹
ん
で

衢
（
ま
ち
）

へ
送
り
出
す
、
大
に
悲
ん
で
日

傭

（
ひ
や
と
ひ
）

と
な
り
、
偶
然
父
の
親
交
有
り
し
長
者
方
に
傭

は
れ
に
之

（
ゆ
）

く
と
、
そ
の
名
を

聞
（
き
き
）

て
憐
れ
み
慰
め
、
女

婿

（
ぢ
よ
せ
い
）

と
す
べ
し
と
云
ふ
、
商
主
何
と
か
老
娼
に

詐
（
か
た
）

り
取
れ
た
財
貨
を
取
還
し
た

上
（
う
へ
）

に
せ
ん
と
、
暫
時
婚
儀
の
延
期
を
乞
ふ
、
是
時
遊
方
（
商
主
の
名
）

出
レ

城
遊
觀
、
於
二

大
河
中
一

、
見
下

有
二

死
屍
一

隨
流
而
去
上

、
岸
上
烏
鳥
欲
レ

餐
二

其
肉
一

、
舒
レ

嘴
不
レ

及
、

遙
望
二

河
邊
一

、
遂
以
レ

爪
レ

捉
、
箸
揩
二

拭
其
嘴
一

、
嘴
便
長
、
去
食
二

其
死
肉
一

、
食
レ

肉
足
已
、
復
將
二

一

箸
一

揩
レ

嘴
、
令
二

縮
如
レ

故
無
一
レ

異
。
遊
方
見
已
、
取
レ

箸
而
歸
、
遂
將
二

五
百
金
錢
一

、
往
二

婬
女
舍
一

、

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AD%E3%83%AC%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%B3%E5%B7%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AD%E3%83%AC%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%B3%E5%B7%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AD%E3%83%AC%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%B3%E5%B7%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AD%E3%83%AC%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%B3%E5%B7%9E#/media/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Lorestan_in_Iran.svg
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https://archive.org/details/travelsinlurista02debo/page/180/mode/2up
https://archive.org/details/travelsinlurista02debo/page/180/mode/2up


報
言
、
賢
首
、
往
以
二

無
錢
一

、
縛
レ

我
舁
出
、
今
有
二

錢
物
一

、
可
レ

共
二

同
歡
一

、
女
見
レ

有
レ

錢
、
遂
便
共

聚
、
是
時
遊
方
既
得
二

其
便
一

、
即
將
二

一
箸
一

揩
二

彼
鼻
梁
一

、
其
鼻
遂
出
、
長
十
尋
許
、
時
家
驚
怖
、
總

命
二

諸
醫
一

、
令
二

其
救
療
一

、
竟
無
二

一
人
能
令
一
レ

依
レ

舊
、
醫
皆
棄
去
、
女
見
二

醫
去
一

、
更
益
驚
惶
、
報

二

遊
方
一

曰
、
聖
子
慈
悲
、
幸
忘
二

舊
過
一

、
勿
レ

念
二

相
負
一

、
爲
レ

我
治
レ

之
、
遊
方
答
曰
、
先
當
レ

立
レ

誓
、

我
爲
レ

汝
治
、
先
奪
二

我
財
一

、
並
相
還
者
、
我
當
二

爲
療
一

、
答
言
、
若
令
レ

差
者
、
倍
更
相
還
、
對
二

衆
明

一

言
、
敢
相
欺
負
、
即
取
二

一
箸
一

、
揩
二

彼
鼻
梁
一

、
平
復
如
レ

故
、
女
所
レ

得
物
、
並
出
相
還
、
得
レ

物
歸

レ

家
、
廣
爲
二

婚
會
一

云
々
《
是
の
時
、
遊
方

い
う
は
う

（
商
主
の
名
）、
城
を
出
で
て
遊
觀
す
。
大
河
の
中
に
於
い
て
、

死-

屍

し
か
ば
ね

、
有
り
、
流
れ
に
隨
ひ
て
去
る
を
見
る
。
岩
の
上
の
烏
鳥

う

て

う

そ
の
肉
を
餐く

ら

は
ん
と
欲
し
、
嘴
を
舒の

ぶ
れ

ど
も
、
及
ば
ず
。
遙
か
に
河
邊

か

は

べ

を
望
み
、
遂
に
爪
を
以
つ
て
箸は

し

を
捉と

り
、
そ
の
嘴
を
揩-

拭

こ

す

る
に
、
嘴
、
便

ち
、
長の

ぶ
。
去い

に
て
其
の
死
肉
を
食
ら
ひ
、
肉
を
食
ら
ひ
、
足
り
已を

は

る
や
、
復
た
、
一
つ
の
箸
を
將と

つ
て

嘴
を
揩こ

す

り
、
縮
み
て
、
故も

と

の
ご
と
く
異
な
る
こ
と
無
か
ら
し
む
。
遊
方
、
見
已
り
て
、
箸
を
取
り
て
歸
る
。

遂
に
五
百
金
錢
を
將も

つ
て
、
婬
女
の
舍い

へ

に
往ゆ

く
。
報つ

げ
て
言
は
く
、
「
賢
首

そ

も

じ

、
往さ

き

に
、
錢
無
き
を
以
つ
て

我
れ
を
縛
り
て
、
舁か

つ

ぎ
出
だ
せ
り
。
今
は
、
錢-

物

ぜ

に

、
有
り
。
同
じ
く
歡
を
共
に
す
べ
し
。
」
と
。
女
、
錢

あ
る
を
見
て
、
遂
に
、
便
ち
、
共
に
聚む

つ

む
。
是
の
時
、
遊
方
、
既
に
其
の
便す

き

を
得
て
、
即
ち
、
一
つ
の
箸

を
將も

て
、
彼
の
鼻
梁
を
揩こ

す

る
。
其
の
鼻
、
遂
に
出
で
て
、
長
さ
十
尋ひ

ろ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
中
国
で
は
一
尋

は
八
尺
。
引
用
本
は
唐
代
で
あ
る
か
ら
、
一
尺
は
三
十
一
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
な
の
で
、
二
メ
ー
ト
ル

四
十
八
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。
］
許
り
な
り
。
時
に
家
の
も
の
、
驚
き
怖
れ
、
總
て
の
諸
醫
に

命
じ
て
、
其
れ
を
救
療
せ
し
む
。
竟つ

ひ

に
、
一
人
も
、
能
く
舊も

と

に
依も

ど

さ
し
む
る
も
の
、
無
し
。
醫
、
皆
、
棄

て
て
去
る
。
女
、
醫
の
去
る
を
見
て
、
更
に
、
益

ま
す
ま

す
驚
き
惶お

そ

れ
、
遊
方
に
報
げ
て
曰
は
く
、
「
聖
子

せ

い

し

よ
、

慈
悲
も
て
、
幸
ひ
に
舊
過

き
う
く
わ

を
忘
れ
、
相
ひ
負そ

む

く
を
念お

も

ふ
勿な

か
れ
、
我
が
爲
め
に
之
れ
を
治
せ
よ
。
」
と
。

遊
方
、
答
へ
て
曰
は
く
、
「
先ま

づ
、
當
に
誓
ひ
を
立
つ
べ
く
ん
ば
、
我
れ
、
汝
が
爲
め
に
治
せ
ん
。
先さ

き

に
、

我
が
財
を
奪
ひ
し
を
、
並み

な

、
相
ひ
還か

へ

さ
ば
、
我
れ
、
當
に
爲
め
に
療
ず
べ
し
。」
と
。
答
へ
て
言
ふ
、
「
若

し
、
差い

え
し
む
れ
ば
、
倍
し
て
、
更
に
相
ひ
還
さ
ん
。
衆し

ゆ

に
對
し
、
明
言
す
。
敢
へ
て
相
ひ
欺-

負

あ

ざ

む

か
ん

や
。
」
と
。
即
ち
、
一
つ
の
箸
を
取
り
て
、
彼
の
鼻
梁
を
揩こ

す

る
に
、
平
復
し
て
故も

と

の
ご
と
し
。
女
、
得
し

所
の
物
、
並み

な

、
出
だ
し
て
相
ひ
還
す
。
物
を
得
て
家
に
歸
り
、
廣
く
婚
會

こ
ん
く
わ
い

を
爲
す
云
々
》。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
同
書
三
〇
」
は
話
が
前
々
段
落
に
戻
っ
て
「
根
本
說
一
切
有
部
毘
奈
耶
雜
事
」
の

第
三
十
巻
と
な
る
。
こ
こ
で
は
、
「
大
蔵
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
当
該
巻
の
デ
ー
タ
に
不
審
が
あ
っ
た
の

で
、
「
漢
籍
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
の
そ
れ
に
切
り
替
え
た
。
こ
の
サ
イ
ト
は
「
本
草
綱
目
」
の
引
用
で
よ
く
使

っ
て
お
り
、
信
頼
度
は
私
的
に
は
非
常
に
高
い
。］ 

  

此
二
話
は
、
「
ラ
ル
ス
ト
ン
」
英
譯
「
シ
エ
フ
ネ
ル
」
西
藏
說
話
一
九
〇
六
年
板
八
章
と
十
一
章
に
出

居
る
が
、
唐
譯
と
少
く

異
（
ち
が
）

ふ
、
唐
譯
英
譯
共
に
趣
向
凡
て
羅
馬
譚
に
似
て
居
る
が
、
草
を
食
は
せ
て
女

https://www.kanripo.org/text/KR6k0032/030


を
驢
に
し
報
復
す
る
代
り
に
、
鼻
を

揩
（
こ
す
つ
）

て
高
く
し
困
ら
す
と
し
居
る
。
だ
か
ら
高
木
氏
が
、
此
篇
の
終

り
に
明
記
を
添
え
ら
れ

度
（
た
い
）

の
は
、
幻
異
志
に
は
、
娘
子
に
草
を
食
は
せ
て
驢
と
す
る
事
有
り
や

否
（
い
な
や
）

で
、

其
が
有
ら
ば
、
日
本
に
は

存
（
そ
ん
）

せ
ぬ
が
、
支
那
に
は
羅
馬
と
同
源
か
ら
出
た
話
が

有
（
あ
つ
）

た
と
見
て
可

（
よ
）

い
。

又
前
に
も

言
（
い
つ
）

た
通
り
、
幻
異
志
に
娘
子
を
笞
つ
て
驢
と
作

（
な
）

す
と
明
記
有
ら
ば
、
他
に
此
例
は
無
い
の
だ

か
ら
、
此
一
事
が
今
昔
物
語
の
此
話
が
幻
異
志
よ
り
出
た
確
證
に
立
つ
筈
だ
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
： 

『「
ラ
ル
ス
ト
ン
」
英
譯
「
シ
エ
フ
ネ
ル
」
西
藏
說
話
』
「
西
藏
說
話
」
に
「
選
集
」

で
は
『
チ
ベ
タ
ン
・
テ
イ
ル
ス
』
と
ル
ビ
す
る
。
調
べ
た
と
こ
ろ
、
エ
ス
ト
ニ
ア
生
ま
れ
の
ド
イ
ツ
の
言

語
学
者
・
チ
ベ
ッ
ト
学
者
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ツ
・
ア
ン
ト
ン
・
シ
ェ
イ
フ
ァ
ー
（F

ran
z A

n
to

n
 S

ch
iefn

er 

一
八
一
七
年
～
一
八
七
九
年
）
が
ド
イ
ツ
語
で
書
い
た
も
の
を
、
一
八
八
二
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
シ
ア
学

者
で
翻
訳
家
で
も
あ
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ラ
ル
ス
ト
ン
・
シ
ェ
ッ
デ
ン-

ラ
ル
ス
ト
ン
（W

illiam
 R

alsto
n
 

S
h
ed

d
en

-R
alsto

n
 

一
八
二
八
年
～
一
八
八
九
年
）
が
一
八
八
二
年
に
英
訳
し
た
“T

ib
eta

n
 ta

les

”
と
思

わ
れ
る
。
「In

tern
et arch

iv
e

」
の
こ
ち
ら
で
当
該
版
の
英
訳
原
本
が
読
め
る
。
ち
ょ
っ
と
当
該
章
を
読
む

エ
ネ
ル
ギ
は
、
な
い
。
悪
し
か
ら
ず
。 

「
幻
異
志
に
は
、
娘
子
に
草
を
食
は
せ
て
驢
と
す
る
事
有
り
や
否
で
、
其
が
有
ら
ば
、
日
本
に
は
存
せ
ぬ

が
、
支
那
に
は
羅
馬
と
同
源
か
ら
出
た
話
が
有
た
と
見
て
可
い
。
又
前
に
も
言
た
通
り
、
幻
異
志
に
娘
子

を
笞
つ
て
驢
と
作
す
と
明
記
有
ら
ば
、
他
に
此
例
は
無
い
の
だ
か
ら
、
此
一
事
が
今
昔
物
語
の
此
話
が
幻

異
志
よ
り
出
た
確
證
に
立
つ
筈
だ
」
今
回
、
再
度
、
「
柴
田
宵
曲 

續
妖
異
博
物
館 
馬
に
さ
れ
る
話
」

に
出
る
「
板
橋
三
娘
子

は
ん
き
ょ
う
さ
ん
じ
ょ
う
し

」
の
話
を
「
河
東
記
」
で
読
み
直
し
て
み
た
。
す
る
と
、
ま
ず
、
熊
楠
の
言
う

「
草
」
と
い
う
の
は
、
あ
る
。
驢
馬
に
す
る
の
に
用
い
た
も
の
は
、
家
の
中
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
畑
で
、
木
彫

り
の
牛
と
人
形
を
使
役
し
て
生
え
さ
せ
た
蕎
麦
の
実
を
元
に
し
た
焼
餅

シ
ャ
オ
ピ
ン

だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
鞭
を
打

っ
て
驢
馬
に
す
る
シ
ー
ン
は
な
い
が
、
後
半
で
驢
馬
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
三
娘
子
に
跨
っ
て
主
人
公
の
李

和
（
彼
は
そ
の
驢
馬
が
三
娘
子
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
）
が
驢
馬
に
鞭
打
っ
て
旅
を
す
る
と
い
う
シ

ー
ク
エ
ン
ス
は
あ
る
。
但
し
、
乗
る
驢
馬
に
鞭
打
つ
の
は
当
た
り
前
だ
か
ら
、
熊
楠
の
必
要
条
件
に
は
、

残
念
な
が
ら
、
該
当
し
な
い
（
因
み
に
、
彼
女
は
最
後
に
は
不
思
議
な
老
人
が
、
驢
馬
の
口
と
鼻
と
の
辺

り
に
手
を
か
け
て
二
つ
に
裂
く
と
、
彼
女
が
そ
こ
か
ら
躍
り
出
て
、
目
出
度
く
元
の
人
間
に
戻
り
、
姿
を

晦
ま
し
て
、
大
団
円
と
な
る
）
。
や
は
り
、
か
な
り
親
和
性
の
強
い
類
話
で
あ
る
こ
と
は
、
最
早
、
間
違

い
な
い
。
し
か
し
、
で
は
、
「
今
昔
物
語
集
」
の
例
の
話
の
原
拠
と
言
え
る
か
？ 

と
問
わ
れ
る
と
、
や

は
り
、
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
、
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。］ 

  

幼
時
和
歌
山
で
老
人
に
聞
い
た
譚
に
、
或

人

（
あ
る
ひ
と
）

鼓
（
つ
づ
み
）

を
天
狗
と
か
よ
り
授
り
、
之
を
打
つ
と
お
姬
樣
の

鼻
が
無
性
に
長
く
な
り
、
又
打

變

（
う
ち
か
へ
）

る
と
低
く
成
る
と

云
（
い
ふ
）

事

有
（
あ
つ
）

た
が
、
田
邊
に
は

知
（
し
ら
）

ぬ
人

勝

（
ひ
と
が
ち
）

だ
。

和
歌
山
へ
聞

合

（
き
き
あ
は
）

せ
た
上
、
本
誌
へ

寄
（
よ
す
）

べ
し
。 

https://archive.org/details/tibetantalesderi00schirich
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/08/post-338a.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/08/post-338a.html


［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
上
の
短
い
段
落
は
、
や
は
り
補
足
的
な
も
の
で
、
「
選
集
」
で
は
全
体
が
一
字
下

げ
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
類
話
は
昔
話
に
か
な
り
あ
る
。］ 

  

草
を

食
（
は
せ
）

て
人
を
驢
と
す
る
話
佛
經
に
も
あ
る
は
、
出
曜
經
卷
十
に
、
昔
有
二

一
僑
士
一

、
適
二

南
天
竺
一

、

同
伴
一
人
、
與
二

彼
奢
婆
羅
呪
術
家
女
人
一

交
通
、
其
人
發
意
、
欲
レ

還
二

歸
家
一

、
輒
化
爲
レ

驢
、
不
レ

能
レ

得
レ

歸
、
同
伴
語
曰
、
我
等
積
年
離
レ

家
、
吉
凶
災
變
永
無
二

消
息
一

、
汝
意
云
何
、
爲
レ

欲
歸
不
、
設
欲
レ

去
者
可
二

時
莊
嚴
一

、
其
人
報
曰
、
吾
無
二

遠
慮
一

、
遭
二

値
惡
緣
一

、
與
二

呪
術
女
人
一

交
通
、
意
適
欲
レ

歸
、

便
化
爲
レ

驢
、
神
識
倒
錯
、
天
地
洞
燃
爲
レ

一
、
不
レ

知
二

東
西
南
北
一

、
以
レ

是
故
、
不
レ

能
レ

得
レ

歸
、
同

伴
報
曰
、
汝
何
愚
惑
、
乃
至
レ

如
レ

此
、
此
南
山
頂
、
有
レ

草
名
二

遮
羅
波
羅
一

、
其
有
三

人
被
二

呪
術
鎭
壓
一

者
、
食
二

彼
藥
草
一

、
即
還
服
レ

形
、
其
人
報
曰
、
不
レ

識
二

此
草
一

、
知
當
二

如
何
一

、
同
伴
語
曰
、
汝
以
レ

次
噉
レ

草
、
自
當
レ

遇
レ

之
、
其
人
隨
語
、
如
二

彼
教
誡
一

、
設
成
爲
レ

驢
、
即
詣
二

南
山
一

、
以
レ

次
噉
レ

草
、

還
服
二

人
形
一

、
採
二

取
奇
珍
異
寶
一

、
得
下

與
二

同
伴
一

安
隱
歸
家
上

《
昔
、
一
り
の
僑
士

た
び
び
と

有
り
、
南
天
竺
に

適ゆ

く
に
、
一
人
と
同
伴
す
る
に
、
彼か

の
奢
婆
羅

じ

や

ば

ら

呪
術
家
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
阿
修
羅
を
信
望
す
る
呪
術
の

家
系
の
意
か
。
］
の
女
人

に
よ
に
ん

と
交-

通

ま

じ

は

り
た
り
。
其
の
人
、
發
意

ほ

ち

し
て
、
家
へ
還-

歸

か

へ

ら
ん
と
欲
す
れ
ば
、
輒

す
な
は

ち
、
化け

し
て
驢ろ

ば

と
爲
り
、
歸
る
を
得
る
能
は
ず
。
同
伴
、
語
り
て
曰
は
く
、
「
我
等
、
積
年
、
家
を
離
れ
、

吉
凶
災
變
、
永
く
消
息
無
し
。
汝
の
意
は
云
何

い

か

ん

、
歸
ら
ん
と
欲
す
る
や
不い

な

や
。
設ま

う

け
て
去
ら
ん
と
欲
さ
ば
、

時
に
莊
嚴

し
や
う
ご
ん

す
べ
し
。
」
と
。
其
の
人
、
報こ

た

へ
て
曰
は
く
、
「
吾
れ
、
遠
き

慮
お
も
ん
ぱ
か

り
な
く
、
惡
緣
に
遭め

ぐ

り
値あ

ひ
、
呪
術
の
女
人
と
交-

通
れ
り
。
意
、
適

た
ま
た

ま
歸
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
、
便
ち
、
化
し
て
驢
と
爲
る
。
神
識

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
精
神
と
意
識
。
心
。
］
、
倒
錯
し
、
天
地
、
洞
然

ど
う
ぜ
ん

と
し
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
す
っ
か

り
抜
け
き
っ
て
し
ま
い
。
］
一
つ
と
な
り
、
東
西
南
北
を
知
ら
ず
。
是
の
故
を
以
つ
て
、
歸
る
を
得
る
能

は
ず
。
」
と
。
同
伴
、
報こ

た

へ
て
曰
は
く
、
「
汝
、
何
ぞ
愚-

惑

お

ろ

か
な
る
こ
と
、
乃

す
な
は

ち
、
此
く
の
ご
と
き
に
至

る
や
。
此
の
南
の
山
の
頂
き
に
草
有
り
、
『
遮
羅
波
羅

じ

や

ら

ば

ら

』
と
名
づ
く
。
其
れ
、
人
の
呪
術
に
鎭ち

ん

厭よ
う

［
や
ぶ

ち
ゃ
ん
注
：「
鎮
圧
」
に
同
じ
。］
せ
ら
る
る
有
ら
ば
、
彼か

の
藥
草
を
食
せ
ば
、
即
ち
、
還か

へ

り
て
、
形

す
が
た

を
服も

ど

す
。
」
と
。
其
の
人
、
報
へ
て
曰
は
く
、
「
此
の
草
を
識
ら
ず
。
知
る
に
は
當
に
如
何
に
す
べ
き
。
」
と
。

同
伴
、
語
り
て
曰
は
く
、
「
汝
、
次

つ
ぎ
つ

ぎ
に
、
以
つ
て
、
草
を
噉く

ら

は
ば
、

自
お
の
づ
か

ら
之
れ
に
遇
ふ
べ
し
。
」
と
。

其
の
人
、
語

こ
と
ば

に
隨
ひ
、
彼か

の
敎
誡
の
ご
と
く
、
設

も
く
ろ

み
成な

し
て
、
驢
と
爲
り
、
即
ち
、
南
の
山
に
詣い

た

り
、

次
に
、
以
つ
て
、
草
を
噉
ひ
、
還ま

た
、
還
り
て
、
人
の
形

す
が
た

を
復も

ど

せ
り
。
奇
珍
異
寶
を
採
取
し
、
同
伴
と
與と

も

に
、
安
穩
に
家
に
歸
る
こ
と
を
得
た
り
」
》
、
既
に
驢
に

化
（
か
し
）

た
人
に

復
（
も
ど
）

す
草
有
り
と
云
ふ
の
だ
か
ら
、

人
に
食
は
せ
る
と
驢
と
成
す
草
有
り
と
の
信
念
も
行
れ
た
筈
だ
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
今
回
は
、
再
び
、
原
文
を
「
大
蔵
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
も
と
と
し
た
。］ 

  

紀
州
田
邊
の
昔
話
に
、
夫
婦
邪
見
な
る
家
へ
異
人
來
り
、
祈
り
て
其
夫
を
馬
に
化
す
、
妻
懼
れ
改

過

（
か
い
く
わ
）



［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
過
ち
を
改
め
る
こ
と
。
］
し
賴
む
故
、
其
人

復
（
ま
た
）

祈
り
、
夫
の
身
體
諸
部
一
々

人

形

（
じ
ん
ぎ
や
う
）

に
復
す
と
、
是
れ
何
の

據

（
よ
り
ど
こ
）

ろ
有
る
を
知
ら
ず
と
雖
も
、
外
國
に
似
た
話
有
り
、
例
せ
ば
、
ア

プ
レ
イ
ウ
ス
の
金
驢
篇
卷
十
に
、
「
ル
シ
ウ
ス
」
過
つ
て
自
身
に
魔
藥
を
塗
り
、
驢
に
化
し
見
世
物
に
出

で
、
能
く
持
主
の
語
を
解
す
る
を
見
て
、
一
貴
婦
其
主
に
厚
く

餽
（
お
く
）

り
、
一
夜
化

驢

（
ば
け
ろ
ば
）

と
交
會
し
て
歡
を

盡
せ
し
よ
り
、
更
に
死
刑
に
當
れ
る
惡
婦
を
其
驢
と
衆
中
で
婬
せ
し
め
ん
と
す
る
話
有
り
。
蓋
し
羅
馬
が

共
和
國
た
り
し
昔
、
「
ラ
チ
ウ
ム
」
邊
の
法
、
姦
婦
を
驢
に
乘
せ
引
き
廻
せ
し
後
、
其
驢
を
し
て
公
衆
環

視
中
に
其
婦
を
犯
さ
し
め
た
る
が
、
後
に
は

多

人

（
あ
ま
た
の
ひ
と
）

を
し
て
驢
に
代
わ
ら
し
め
、
屢
ば
其
婦
死
に
至
つ

た
。
其
間
其
人
々
驢

鳴

（
ろ
ば
な
き
）

し
て
行
刑

（
し
お
き
）

し
た
と
ぞ
（
一
八
五
一
年
板
ヂ
ユ
フ
ワ
ル
遊
女
史
卷
一
、
頁
三
一
四

以
下
）。
希
臘
の
古
傳
に
、
「
ク
レ
ト
」
島
王
「
ミ
ノ
ス
」
神
罰
を
受
け
、
其
后
「
パ
シ
プ
ハ
エ
」

卒
（
に
は
か
）

に

白
牡
牛
に

著
（
じ
や
く
）

し
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
色
情
を
発
し
。
］
、
熱
情
抑
え
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
難
く
、

靑
銅
製
の
牝
牛
像
内
に
身
を
潛
め
て
、
牡
牛
の
精
を
受
け
、
怪
物
ミ
ノ
タ
ウ
ロ
ス
（
牛
首
人
身
又
は
人
首

牛
身
と
云
）
を
生
み
（
グ
ロ
ー
ト
希
臘
史
、
一
八
六
九
年
板
卷
一
頁
二
一
四
）
、
埃
及
の
「
メ
ン
デ
ス
」

の
婦
女
は
神
廟
附
屬
の
牡
山
羊
に
身
を
施
し
、
以
色
列

《
イ
ス
ラ
エ
ル
》

の
女
人
亦
神
牛
に
身
を

捨
（
す
て
）

し

徵
（
あ
か
し
）

あ
り
（
ダ

ン
カ
ー
ヴ
ヰ
ル
希
臘
巧
藝
の
起
原
精
神
及
進
步
、
一
七
八
五
年
板
、
一
卷
三
二
二
頁
）
中
世
歐
州
の
法
に
、

婦
女
驢
と

交
（
ま
じ
は
）

る
の
罪
有
り
、
十
九
世
紀
に
も
馬
驢
牛
等
と
姦
し
、
其
畜
と
俱
に
燒
か
れ
し
人
多
し
、

（
ヂ
ユ
フ
ワ
ル
卷
三
、
頁
二
七
六
、
卷
六
、
頁
一
八―

二
五
）
近
代
醫
家
が
實
驗
せ
る
歐
州
婦
女
畜
と
交

れ
る
諸
例
、
孰
れ
も

狗
（
い
ぬ
）

の
み
が
共
犯
者
た
り
と
云
ふ
（
ジ
ヤ
ク
ー
編
内
外
科
新
事
彙
、
三
九
卷
、
五
〇

三
頁
、
オ
ッ
ト
、
ス
ト
ー
ル
民
群
心
理
學
上
の
性
慾
論
、
一
九
〇
八
年
板
、
九
八
三―

六
頁
參
照
）。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ア
プ
レ
イ
ウ
ス
の
金
驢
篇
」
「
二
」
～
（
５
）
（
ブ
ロ
グ
へ
リ
ン
ク
）
で
既
出
既
注
。 

「
ク
レ
ト
島
」
ク
レ
タ
島
。 

「
ミ
ノ
ス
」
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
登
場
す
る
ク
レ
タ
島
の
王
で
、
冥
界
の
審
判
官
の
一
人
。
『
ク
ノ
ッ
ソ
ス

の
都
を
創
設
し
、
宮
殿
を
築
い
て
エ
ー
ゲ
海
を
支
配
し
た
と
さ
れ
る
』
。
『
ヘ
ロ
ド
ト
ス
や
ト
ゥ
ー
キ
ュ
デ

ィ
デ
ス
は
ミ
ノ
ス
を
実
在
の
人
物
と
考
え
、
プ
ル
タ
ル
コ
ス
は
ミ
ノ
ス
の
子
ミ
ノ
タ
ウ
ロ
ス
を
怪
物
で
は

な
く
』
、『
将
軍
の
一
人
だ
と
す
る
解
釈
を
示
し
て
い
る
』
。『
近
年
、
ク
レ
タ
島
の
ク
ノ
ッ
ソ
ス
宮
殿
遺
跡

か
ら
世
界
最
古
の
玉
座
と
と
も
に
古
文
書
が
見
つ
か
り
、
そ
の
碑
文
の
中
に
ミ
ヌ
テ
、
ミ
ヌ
ロ
ジ
ャ
』

『
と
い
う
名
前
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ミ
ノ
ス
王
の
実
在
を
示
す
も
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
』

（
よ
り
詳
し
く
は
引
用
（
名
前
の
中
の
長
音
符
の
あ
ら
か
た
は
省
略
し
た
）
元
の
当
該
ウ
ィ
キ
を
参
照
さ

れ
た
い
）。 

「
パ
シ
プ
ハ
エ
」
現
行
で
は
「
パ
ー
シ
パ
エ
ー
」
と
表
記
す
る
こ
と
が
多
い
。
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば

（
名
前
の
中
の
長
音
符
の
あ
ら
か
た
は
省
略
し
た
）
、
『
太
陽
神
ヘ
リ
オ
ス
と
ペ
ル
セ
イ
ス
の
娘
で
』
、
『
ク

レ
タ
島
の
王
ミ
ノ
ス
の
妻
と
な
』
っ
た
。
専
ら
、
『
ミ
ノ
タ
ウ
ロ
ス
の
母
と
し
て
』
『
知
ら
れ
る
』
。
『
魔
術

に
優
れ
て
お
り
、
ま
た
』
、『
神
の
血
を
引
く
た
め
に
不
死
だ
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
』
、
『
そ
の
名
の

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/04/post-e01671.html
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%91%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%83%91%E3%82%A8%E3%83%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%91%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%83%91%E3%82%A8%E3%83%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%91%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%83%91%E3%82%A8%E3%83%BC


意
味
は
「
す
べ
て
に
輝
く
」
で
あ
り
、
本
来
は
ク
レ
タ
島
の
大
地
の
女
神
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ミ
ノ
ス
は
義
父
で
あ
る
ク
レ
タ
王
ア
ス
テ
リ
オ
ス
が
死
ん
だ
と
き
、
ク
レ
タ
の
王
位
を
要
求
し
た
が
』
、

『
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
ミ
ノ
ス
は
王
国
が
神
々
に
よ
っ
て
授
け
ら
れ
た
証
に
、
自
分
の
願

い
は
何
で
も
か
な
え
ら
れ
る
と
言
っ
た
。
彼
は
海
神
ポ
セ
イ
ド
ン
に
犠
牲
を
捧
げ
、
海
か
ら
牡
牛
を
出
現

さ
せ
る
こ
と
を
願
い
、
そ
の
牡
牛
を
ポ
セ
イ
ド
ン
に
捧
げ
る
と
誓
っ
た
。
す
る
と
願
い
は
か
な
え
ら
れ
、

海
中
か
ら
』
一
『
頭
の
美
し
い
牡
牛
（
ク
レ
タ
の
牡
牛
）
が
現
れ
た
の
で
、
ミ
ノ
ス
は
王
位
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。
と
こ
ろ
が
ミ
ノ
ス
は
そ
の
牡
牛
が
気
に
入
っ
て
自
分
の
も
の
に
し
て
し
ま
い
、
ポ
セ
イ
ド
ン

に
は
別
の
牡
牛
を
捧
げ
た
。
ポ
セ
イ
ド
ン
は
怒
っ
て
牡
牛
を
凶
暴
に
変
え
、
さ
ら
に
パ
ー
シ
パ
エ
ー
が
』
、

『
こ
の
牡
牛
に
強
烈
な
恋
心
を
抱
く
よ
う
に
仕
向
け
た
』
と
あ
る
。
ま
た
、
『
別
の
伝
承
で
は
』
、
『
愛
の

女
神
ア
プ
ロ
デ
ィ
ー
テ
が
、
パ
ー
シ
パ
エ
ー
が
自
分
を
敬
わ
な
か
っ
た
た
め
、
あ
る
い
は
父
で
あ
る
ヘ
リ

オ
ス
神
が
軍
神
ア
レ
ス
と
の
浮
気
を
ヘ
ー
パ
イ
ス
ト
ス
に
告
げ
た
こ
と
を
怨
ん
で
、
パ
ー
シ
パ
エ
ー
を
エ

ロ
ス
に
彼
の
弓
矢
で
射
さ
せ
、
彼
女
に
牡
牛
へ
の
恋
を
抱
か
せ
た
と
さ
れ
る
』
。『
パ
ー
シ
パ
エ
ー
は
思
い

を
遂
げ
る
た
め
工
匠
ダ
イ
ダ
ロ
ス
に
相
談
し
た
。
す
る
と
ダ
イ
ダ
ロ
ス
は
木
で
牝
牛
の
像
を
作
り
、
内
側

を
空
洞
に
し
、
牝
牛
の
皮
を
張
り
付
け
た
。
そ
し
て
像
を
牧
場
に
運
び
、
パ
ー
シ
パ
エ
ー
を
中
に
入
れ
て

牡
牛
と
交
わ
ら
せ
た
。
こ
の
結
果
、
パ
ー
シ
パ
エ
ー
は
身
ご
も
り
、
牛
の
頭
を
持
っ
た
怪
物
ミ
ノ
タ
ウ
ロ

ス
を
生
ん
だ
』
。『
ミ
ノ
ス
は
怒
っ
て
ダ
イ
ダ
ロ
ス
を
牢
に
入
れ
た
が
、
パ
ー
シ
パ
エ
ー
は
ダ
イ
ダ
ロ
ス
を

救
い
出
し
て
や
っ
た
と
も
い
わ
れ
る
』
と
あ
る
。 

「
ミ
ノ
タ
ウ
ロ
ス
」
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
（
仕
儀
は
同
前
）
、
『
ミ
ノ
タ
ウ
ロ
ス
は
成
長
す
る
に
』
従
い
、

『
乱
暴
に
な
り
、
手
に
お
え
な
く
な
る
。
ミ
ノ
ス
王
は
ダ
イ
ダ
ロ
ス
に
命
じ
て
迷
宮
（
ラ
ビ
ュ
リ
ン
ト
ス
）

を
建
造
し
、
そ
こ
に
彼
を
閉
じ
込
め
た
。
そ
し
て
、
ミ
ノ
タ
ウ
ロ
ス
の
食
料
と
し
て
ア
テ
ナ
イ
か
ら
』
九

『
年
毎
に
』
七
『
人
の
少
年
』
と
、
七
『
人
の
少
女
を
送
ら
せ
る
こ
と
と
し
た
。
ア
テ
ナ
イ
の
英
雄
テ
ー

セ
ウ
ス
は
』
三
『
度
目
の
生
け
贄
と
し
て
自
ら
志
願
し
、
ラ
ビ
ュ
リ
ン
ト
ス
に
侵
入
し
て
ミ
ノ
タ
ウ
ロ
ス

を
倒
し
た
。
脱
出
不
可
能
と
言
わ
れ
た
ラ
ビ
ュ
リ
ン
ト
ス
だ
が
、
ミ
ノ
ス
王
の
娘
・
ア
リ
ア
ド
ネ
ー
か
ら

も
ら
っ
た
糸
玉
を
使
う
こ
と
で
脱
出
で
き
た
』
。
『
ダ
ン
テ
の
』
「
神
曲
」
で
は
、
『
「
地
獄
篇
」
に
登
場
し
、

地
獄
の
第
六
圏
で
あ
る
異
端
者
の
地
獄
に
お
い
て
あ
ら
ゆ
る
異
端
者
を
痛
め
つ
け
る
役
割
を
持
つ
』
。
『
こ

の
怪
物
の
起
源
は
、
か
つ
て
ク
レ
タ
島
で
行
わ
れ
た
祭
り
に
起
源
を
求
め
る
と
す
る
説
が
あ
る
。
そ
の
祭

り
の
内
容
は
、
牛
の
仮
面
を
被
っ
た
祭
司
が
舞
い
踊
り
、
何
頭
も
の
牛
が
辺
り
一
帯
を
駆
け
巡
る
と
い
う

も
の
で
、
中
で
も
そ
の
牛
達
の
上
を
少
年
少
女
達
が
飛
び
越
え
る
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
人
気
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
古
代
の
ク
レ
タ
島
で
は
実
際
に
人
間
と
牛
が
交
わ
る
と
い
う
儀
式
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
』
と
あ
る
。 

「
ヂ
ユ
フ
ワ
ル
遊
女
史
」
「
選
集
」
に
、『
イ
ス
ト
ワ
・
ド
・
ラ
・
プ
ロ
ス
チ
チ
ユ
チ
ヨ
ン
』
と
ル
ビ
す
る
。

ピ
エ
ー
ル
・
デ
ュ
フ
ォ
ワ
ー
ル
（P

ierre D
u
fo

u
r 

生
没
年
未
詳
）
の`H

isto
ire d

e la
 p

ro
stitu

tio
n
 ch

ez 

to
u
s les p

eu
p
les d

u
 m

o
n
d
e : d

ep
u
is l'a

n
tiq

u
ité la

 p
lu

s recu
lée ju

sq
u
'à

 n
o
s jo

u
s`

（「
世
界
の
総
て
の
人

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9F%E3%83%BC%E3%83%8E%E3%83%BC%E3%82%BF%E3%82%A6%E3%83%AD%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9F%E3%83%BC%E3%83%8E%E3%83%BC%E3%82%BF%E3%82%A6%E3%83%AD%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9F%E3%83%BC%E3%83%8E%E3%83%BC%E3%82%BF%E3%82%A6%E3%83%AD%E3%82%B9


間
世
界
に
於
け
る
売
春
の
歴
史
：
最
も
遠
い
古
代
か
ら
我
々
の
時
代
ま
で
」
）
。
「In

tern
et arch

iv
e

」
の
こ

ち
ら
で
フ
ラ
ン
ス
語
原
本
の
当
該
一
八
五
一
年
版
が
読
め
る
。 

「
ダ
ン
カ
ー
ヴ
ヰ
ル
希
臘
巧
藝
の
起
原
精
神
及
進
步
」
「
選
集
」
に
、『
ル
シ
ヤ
ー
シ
ユ
・
ス
ル
・
デ
ザ
ル

ト
・
ド
・
ラ
・
グ
レ
ク
』
と
ル
ビ
す
る
。
作
者
・
書
誌
と
も
に
調
べ
得
な
か
っ
た
。 

「
ジ
ャ
ク
ー
編
内
外
科
新
事
彙
」
「
選
集
」
に
、
『
ヌ
ー
ヴ
オ
ー
・
ジ
ク
シ
ヨ
ネ
ー
ル
・
ド
・
メ
ド
シ
ン
・

エ
・
ド
・
シ
ル
ル
ジ
ー
』
と
ル
ビ
す
る
。
ス
イ
ス
出
身
で
フ
ラ
ン
ス
に
帰
化
し
た
医
学
者
（
病
理
学
）
フ

ラ
ン
シ
ス
・
シ
ギ
ス
モ
ン
ド
・
ジ
ャ
ク
ー
（F

ran
ço

is S
ig

ism
o
n
d
 Jacco

u
d
 

一
八
三
〇
年
～
一
九
一
三
年
）

が
一
八
六
四
年
か
ら
一
八
八
六
年
ま
で
監
修
し
続
け
た
大
冊
の
“N

o
u

vea
u
 d

ictio
n
n
a
ire d

e m
ed

ecin
e et 

d
e ch

iru
rg

ie p
ra

tiq
u
es

”
（「
実
用
医
学
及
び
外
科
新
辞
典
」）
。「In

tern
et arch

iv
e

」
の
こ
ち
ら
で
一
八
六

四
年
初
版
原
本
が
見
ら
れ
る
。 

「
オ
ッ
ト
・
ス
ト
ー
ル
民
群
心
理
學
上
の
性
慾
論
」
「
選
集
」
に
『
ガ
ス
・
ゲ
シ
ユ
レ
ヒ
ツ
レ
ー
ベ
ン
・

イ
ン
・
デ
ル
・
フ
オ
ル
カ
ー
プ
シ
コ
ロ
ギ
エ
』
と
ル
ビ
す
る
。
ス
イ
ス
の
言
語
学
者
・
民
族
学
者
オ
ッ
ト

ー
・
ス
ト
ー
ル
（O

tto
 S

to
ll 

一
八
四
九
年
～
一
九
二
二
年
）
が
一
九
〇
八
年
に
刊
行
し
た
“D

a
s 

G
esch

lech
tsleb

en
 in

d
erV

ö
lkerp

sych
o
lo

g
ie

”
。］ 

  

印
度
に
は
星
占
の
大
家
驢
唇

（
ろ
し
ん
）

仙
人
の
出
生
談
が
、
大
方
等
大
集
經

（
だ
い
は
う
ど
う
だ
い
じ
つ
き
や
う
）

に
も
有
る
が
、
日
藏
經
の
方
が

較
（
や
や
）

精
（
く
は
し
）

い
か
ら
其
を

引
（
ひ
か
）

う
。
卷
七
に
云
く
、
此
の
賢
劫
初
、
膽
波
城
の
大
三
摩
王
聖
主
で
、
常
樂
一

寂
靜
二

云
々
、
不
レ

樂
一

愛
染
二

、
常
樂
潔
レ

身
、
王
有
一

夫
人
二

、
多
貪
一

色
欲
二

、
王
既
不
レ

幸
、
無
レ

處
レ

遂

レ

心
、
曾
於
一

一
時
二

、
遊
一

戯
園
苑
二

、
獨
在
一

林
下
二

、
止
息
自
娯
、
見
一

驢
合
群
二

、
根
相
出
現
、
欲
心

發
動
、
脫
レ

衣
就
レ

之
、
驢
見
卽
交
、
遂
成
一

胎
藏
二

、
月
滿
生
レ

子
、
頭
耳
口
眼
、
悉
皆
似
レ

驢
、
唯
身
類
レ

人
、
而
復
麁
澁
、
駮
毛
被
レ

體
、
與
レ

畜
無
レ

殊
《
常
に
寂
靜
を
樂
し
み
云
々
、
愛
染
を
樂
し
ま
ず
、
常
に

自
ら
身
を
潔
く
す
。
王
に
夫
人
有
り
、
多
く
色
欲
を
貪
る
。
王
、
既
に
幸

み
ゆ
き

せ
ず
、
心
を
遂
ぐ
る
處
、
無
し
。

曾
つ
て
、
一
時
に
於
い
て
、
園
苑
に
遊
戯
し
、
獨
り
、
林
下
に
在
り
て
、
止し

息そ
く

し
、
自
ら
娛た

の

し
む
。
驢ろ

ば

の

合あ
つ

ま
れ
る
群
れ
を
見
る
に
、
根
相
、
出
現
す
。
欲
心
、
發
動
し
、
衣
を
脫
ぎ
て
、
之
れ
に
就
け
り
。
驢
、

見
て
、
卽
ち
、
交
わ
り
、
遂
に
胎
藏
を
成
す
。
月
、
滿
ち
て
、
子
を
生
む
。
頭
・
耳
・
口
・
眼
、
悉
く
、

皆
、
驢
に
似
る
も
、
唯
だ
、
身

か
ら
だ

は
人
に
類
し
て
、
而
し
て
復
た
、
麁
澁

ざ

ら

つ

き
て
、
駮

ま
だ
ら

の
毛
、
體
を
被お

ほ

ひ
、

畜
と
殊
な
る
こ
と
、
無
し
。
》
夫
人
見
て
怖
れ

棄
（
す
て
）

し
に
、
空
中
に

在
（
あ
り
）

て
墮
ち
ず
。
驢
神

（
ろ
し
ん
）

と
名
づ
く
る

羅
刹
婦

（
ら
せ
つ
ふ
）

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
女
の
鬼
。］
拾
ふ
て
雪
山
に

伴
（
つ
れ
）

行
き
乳
哺
す
、
兒
の
福
力
に
因
り
、
種
々
の

靈
草
靈
果
を
生
じ
、
其
を
食
ふ
て
全
身
復
た
驢
な
ら
ず
、
頗
る
美
男
と
成
た
が
、
唇
の
み
驢
に
似
た
り
、

苦
行
上
達
し
て
天
龍
鬼
神
に
禮
拜
さ
れ
た

相
（
さ
う
）

な
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
今
回
の
校
閲
は
原
経
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
の
で
、
「
大
蔵
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で

語
句
で
検
索
、
最
も
近
い
「
法
苑
珠
林
」（
道
世
撰
）
の
も
の
を
参
考
に
し
つ
つ
、
底
本
に
従
っ
た
。 

https://archive.org/details/histoiredelapro00jacogoog
https://archive.org/details/histoiredelapro00jacogoog
https://archive.org/details/nouveaudictionna34jacc/page/n5/mode/2up


「
驢
唇
仙
人
」
「
選
集
」
に
は
『
ク
ハ
ロ
ー
チ
ト
ハ
』
と
ル
ビ
が
あ
る
。
「
佉
盧
虱
吒
」
（
か
る
し
っ
た
：

現
代
仮
名
遣
）
と
も
名
乗
る
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
「
カ
ロ
ー
シ
ュ
テ
ィ
ー
」
の
音
写
。
彼
は
釈
迦
の
前

身
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
る
。 

「
膽
波
」
同
前
で
『
チ
ヤ
ン
パ
』
と
あ
る
。
ガ
ン
ジ
ス
河
の
南
岸
に
あ
っ
た
国
。
玄
奘
の
行
っ
た
頃
は
小

乗
仏
教
国
と
し
て
記
さ
れ
て
あ
る
。］ 

  

大
英
博
物
館
宗
敎
部
の
祕
所
に
、
牡
牛
が
裸
女
を
犯
す
所
を

彫
（
ほ
つ
）

た
石
碑
が
有
つ
た
、
元
と
印
度
で
田

地
の
境
界
に

立
（
た
て
）

た
物
で
、
若
し
一
方
の
持
主
が
、
他
の
地
面
を
取
込
む
と
、
家
婦
が
此
通
り
の
恥
辱
に

逢
ふ
て
う
警

戒

（
い
ま
し
め
）

だ
さ
う
な
。
滅
多
に
見
せ
ぬ
物
だ
が
、
予
特
許
を
得
て
、
德
川
賴

倫

（
よ
り
み
ち
）

前
田
正
名

（
ま
さ
な
）

鎌
田

榮
吉
野
間
口
兼
雄
諸
氏
に
見
せ
た
。
十
誦
律
六
二
に
、
佛
比
丘
が
、
象
牛
馬
駱
駝
驢

騾
（
ら
ば
）

猪
羊
犬
猿
猴

麞
（
く
じ
か
）

鹿
鵝
雁
孔
雀
鷄
等
に
お
け
る
婬
欲
罪
を

判
（
わ
か
）

ち
居
る
、
西
曆
紀
元
頃
「
ヴ
ア
チ
ヤ
」
梵
士
作
色
神
經

（
ラ
メ
イ
レ
ツ
ス
佛
譯
、
一
八
九
一
年
板
、
六
七―

八
頁
）
に
根
の
大
小
に
從
ひ
、
男
を

兎
（
う
さ
ぎ
）

特
（
を
う
し
）

駔
（
を
う
ま
）

、
女
を

麞
（
の
ろ
）

騲
（
め
う
ま
）

象
と
三
等
宛
に
別
ち
、
交
互
配
偶
の
優
劣
を
論
じ
居
る
が
、
別
に
畜
姦
の
事
見

え
ず
。
本
邦
に
は
上
古
、
畜
犯
す
を
國
津
罪
の
一
に
算
へ
、
今
も
外
邦
と
同
じ
く
、
頑
疾
の
者

罕
（
ま
れ
）

に
犬

を
犯
す
あ
る
を
聞
け
ど
、
根
岸
鎭
衝
の
耳
袋
初
卷
に
、
信
州
の
人
牝
馬
と
語
ひ
し
由
出
せ
る
外
に
、
大
畜

を
犯
せ
し
者
有
る
を
聞
ず
、
或
書
に
人
身
御
供
に
立
ち
た
る
素

女

（
き
む
す
め
）

を
、
馬
頭
神
來
り

享
（
う
け
）

、
終
り
て
其

女
水
に
化
せ
し
由
記
し
た
れ
ど
、
其
本
據
確
か
な
ら
ず
、
但
し
人
が
獸
裝
を

成
（
な
し
）

て
姦
を
行
ふ
事
は
、
羅

馬
の
ネ
ロ
帝
を

首
（
は
じ
）

め
其
例
乏
し
か
ら
ぬ
、
（
ジ
ユ
フ
ワ
ル
卷
二
、
頁
三
二
二
。
十
誦
律
卷
五
六
。
「
ル
ヴ

ユ
ー
・
シ
ア
ン
チ
フ
ヰ
ク
」
、
一
八
八
二
年
一
月
十
四
日
號
に
載
せ
た
る
「
ラ
カ
ツ
サ
ニ
ユ
」
動
物
罪
惡

論
三
八
頁
）
要
す
る
に
、
吾
國
に
婦
女
が
牛
馬
等
と
姦
せ
し
證
左
ら
し
き
者
無
け
れ
ば
偶
ま
夫
の
根
馬
の

大
（
お
ほ
き
）

さ
で
常
住
せ
ん
事
を
願
ひ
し
話
有
り
と
も
、
本
邦
固
有
の
者
で
無
く
、
外
よ
り
傳
へ
た
か
、
突
然
作

り
出
し
た
か
だ
ら
う
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
德
川
賴
倫
」
以
下
の
人
名
注
を
附
け
る
ほ
ど
私
は
愚
か
な
お
人
好
し
で
は
な
い
。

悪
し
か
ら
ず
。 

「
元
と
印
度
で
田
地
の
境
界
に

立
（
た
て
）

た
物
で
、
若
し
一
方
の
持
主
が
、
他
の
地
面
を
取
込
む
と
、
家
婦
が

此
通
り
の
恥
辱
に
逢
ふ
て
う
警

戒

（
い
ま
し
め
）

だ
さ
う
な
」
こ
れ
と
か
な
り
似
た
境
界
碑
の
民
俗
資
料
を
（
日
本
で

は
な
く
中
国
か
台
湾
の
孰
れ
か
で
あ
っ
た
よ
う
に
記
憶
す
る
）
確
か
に
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
の
だ
が
、
今

す
ぐ
に
は
思
い
出
せ
な
い
。
発
見
次
第
、
追
記
す
る
。 

「
騾
」
   
の
ロ
バ
と
   
の
ウ
マ
の
交
雑
種
で
あ
る
家
畜
奇
蹄
目
ウ
マ
科
ウ
マ
属
ラ
バ E

q
u
u
s a

sin
u

s ×
 

E
q
u
u
s ca

b
a
llu

s 

。
そ
の
他
の
組
み
合
わ
せ
が
気
に
な
る
方
は
、
「
和
漢
三
才
圖
會
卷
第
三
十
七 

畜
類 

騾
（
ら
） 

（
ラ
バ
／
他
に
ケ
ッ
テ
ィ
）」
の
私
の
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

「
麞
」
鯨
偶
蹄
目
反
芻
亜
目
シ
カ
科
オ
ジ
ロ
ジ
カ
亜
科
ノ
ロ
ジ
カ
族
キ
バ
ノ
ロ
属
キ
バ
ノ
ロ H

yd
ro

p
o
tes 

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/02/post-0af1.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/02/post-0af1.html


in
erm

is
。
朝
鮮
半
島
及
び
中
国
の
長
江
流
域
の
、
ア
シ
の
茂
み
や
低
木
地
帯
に
棲
息
す
る
、
小
型
の
シ
カ
。

詳
し
く
は
私
の
「
和
漢
三
才
圖
會
卷
第
三
十
八 

獸
類 

麞
（
く
じ
か
・
み
ど
り
） 

（
キ
バ
ノ
ロ
）
」

を
参
照
。 

「
色
神
經
」
「
選
集
」
に
は
『
カ
マ
・
ス
ト
ラ
』
と
ル
ビ
す
る
。
古
代
イ
ン
ド
の
性
愛

カ

ー

マ

書
「
カ
ー
マ
ス
ー

ト
ラ
」
（
「
ス
ー
ト
ラ
」
は
「
経
」
の
意
）
。
四
世
紀
頃
の
バ
ラ
モ
ン
の
学
者
バ
ー
ツ
ヤ
ー
ヤ
ナ
の
作
と
伝

え
ら
れ
る
。
性
愛
に
関
す
る
事
項
を
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
韻
文
で
記
し
、
文
学
的
価
値
も
高
い
。
「
愛
経
」

と
も
訳
す
。 

「
根
岸
鎭
衝
の
耳
袋
初
卷
に
、
信
州
の
人
牝
馬
と
語
ひ
し
由
出
せ
る
」
私
の
ブ
ロ
グ
版
「
耳
囊 

大
陰
の

人
因
果
の
事 

≪

R
指
定≫

」
を
読
ま
れ
た
い
。 

「
ル
ヴ
ユ
ー
・
シ
ア
ン
チ
フ
ヰ
ク
」
雑
誌
名
だ
が
、
不
詳
。 

「
ラ
カ
ツ
サ
ニ
ユ
」
不
詳
。］ 

  

鈴
木

正

三

（
し
や
う
さ
ん
）

の
因
果
物
語
下
の
三
に
、
參
州
の
僧
伯
樂
を
業
と
し
た
が
、

病
（
や
ん
）

で
馬
の
行
ひ
し
、
馬
桶

で
水
飮
み
、
四
足
に

立
（
た
つ
）

抔
し
て
狂
死
せ
り
と
出
づ
、
畜
化
狂
と
も
言
う
べ
き
精
神
病
で
（
洋
名
リ
カ
ン

ツ
ロ
ピ
ー
）、
他
人
に
化
せ
ら
れ
ざ
り
し
と
、
身
體
の
變
ぜ
ず
、
精
神
と
動
作
の
み
馬
と

成
（
な
つ
）

た
點
が
、
今

昔
物
語
の
話
と

差
（
ち
が
）

ふ
。
若
し
見
る
人
々
の
精
神
も

偕
（
と
も
）

に
錯
亂
し
た
な
ら
、
此
人
身
體
迄
も
馬
に
化
し

た
と
見
え
る
か
も
知
れ
ぬ
。
然
る
時
は
今
昔
物
語
の
話
を
實
際
に
現
出
す
る
筈
だ
。
故
に
這

般

（
し
や
は
ん
）

の
［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
れ
ら
の
。］
諸
話
を
全
然
無
實
と

笑

卻

（
わ
ら
ひ
し
り
ぞ
）

く
可
き
で
無
い
。
因
果
物
語
中
の
卅
三
に
も
、

馬
に
辛
か
う
た
者
が
、
馬
の
眞
似
し
て
煩
ふ
た
例
三
つ
迄
出
し
居
る
。
歐
州
に
狼
化
狂
多
く
、
北
亞
非
利

加
に
斑

狼

（
ハ
イ
エ
ナ
）

狂
多
く
、
今
も
日
本
に
狐
憑
き
多
き
如
く
、
寬
永
頃
馬
を
扱
ふ
事
繁
か
つ
た
世
に
は
、
馬
化

狂
が
多
か
つ
た
ん
だ
。
又
同
物
語
、
下
一
六
に
、
死
後
馬
と
生
れ
し
二
人
の
例
を

列
（
つ
ら
）

ぬ
。
是
は
變
化

（
へ
ん
げ
）

な

ら
で

轉

生

（
て
ん
し
や
う
）

だ
。
佛
典
に
例
頗
る
多
い
が
、
一
つ
を

載
（
の
せ
）

ん
に
、
佛
敎
嫌
ひ
の
梵
志
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

バ
ラ
モ
ン
僧
。
］
、

豫
（
か
ね
）

て
沙
門
が
人
の
信
施
を
食
ひ
乍
ら
精
進
せ
ぬ
と
、

死
（
し
ん
）

で
牛
馬
に
生
れ
、
曾
て

受
（
う
け
）

た
布
施
を
償
ふ
と
聞
き
、
五
百
牛
馬
を
得
る
積
り
で
、
五
百
僧
を
請
じ
、
食
を
供
へ
る
、
其
中
に
一

羅
漢
有
り
、
神
通
力
で
其
趣
向
を
知
り
、
諸
僧
に
食
後
專
心

各

（
お
の
お
の
）

一
偈
を

說
（
と
か
）

し
め
、
扨
梵
志
に
向
ひ
、

最
早
布
施
を
皆

濟
（
す
ま
）

し
た
と

言
（
い
ふ
）

た
の
で
、

大
（
お
ほ
い
）

に
驚
き
悟
道
し
た
と
、
經
律
異
相
卷
四
十
に
出
ち
よ
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
鈴
木
正
三
の
因
果
物
語
下
の
三
に
、
參
州
の
僧
伯
樂
を
業
と
し
た
が
、
病
で
馬
の

行
ひ
し
、
馬
桶
で
水
飮
み
、
四
足
に
立
抔
し
て
狂
死
せ
り
と
出
づ
」
鈴
木
正
三

し
ょ
う
さ
ん

（
天
正
七
（
一
五
七
九
）

年
～
明
暦
元
（
一
六
五
五
）
年
：
江
戸
初
期
の
曹
洞
僧
で
仮
名
草
子
作
家
。
俗
名
の
諱
で
は
「
ま
さ
み
つ
」

と
訓
じ
て
い
る
。
元
は
徳
川
家
に
仕
え
た
旗
本
で
、
本
姓
は
穂
積
氏
）
が
生
前
に
書
き
留
め
て
い
た
怪
異

譚
の
聞
書
を
、
没
後
に
弟
子
た
ち
（
記
名
で
は
義
雲
と
雲
歩
撰
と
す
る
）
が
寛
文
元
（
一
六
六
一
）
年
に

出
版
し
た
も
の
。
江
戸
初
期
の
怪
奇
談
集
と
し
て
優
れ
た
も
の
で
、
何
時
か
電
子
化
注
を
し
た
い
と
思
っ

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/04/post-2795.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/04/post-2795.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2009/10/r-02d4.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2009/10/r-02d4.html


て
い
る
。
「
愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
愛
知
県
図
書
館
」
の
「
貴
重
本
和
本
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ―

」

の
一
括

P
D

F

版
の
「6

4

」
コ
マ
目
の
終
り
か
ら
視
認
出
来
る
。
初
版
原
本
だ
が
、
極
め
て
読
み
易
い
。
標

題
は
「
生
な
が
ら
牛
と
成な

る

）
僧
付

」
。
後
の
「
付
け
た
り
」
の
話
の
最
後
に
、
「
寛
永
十
六
年
の
春
、
不
圖

ふ

と

、

煩

付

わ
づ
ら
ひ
つ
き

て
、
百
日
程
、
馬む

ま

の
真
似
し
て
、
雜
水

ざ
う
み
づ

を
馬
桶

む
ま
を
け

に
入い

れ

て
吞の

ま

せ
、
卽
ち
厩

む
ま
や

に
入
て
置を

く

に
、
四
足

よ
つ
あ
し

に
立た

ち

て
、
足
搔

あ
し
か
き

し
て
、
狂

く
る
ひ

、
力
、
強

つ
よ
く

、
氣
色

け

し

き

怖
布

を
そ
ろ
し
く

な
り
、
卅
八
歳
に
て
死
に
け
り
」
と
終
っ
て
お
り
、
以
下

で
熊
楠
が
、
「
寬
永
頃
」
（
一
六
二
四
年
か
ら
一
六
四
四
年
ま
で
で
、
家
光
の
治
世
）
と
語
っ
て
い
る
の
は
、

こ
の
記
載
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

「
リ
カ
ン
ツ
ロ
ピ
ー
」ly

can
th

ro
p
y

。
ラ
イ
キ
ャ
ン
ス
ォ
ロ
フ
ィ
ー
。
狼
狂
・
狼
憑
き
。
ギ
リ
シ
ア
語

（
ラ
テ
ン
文
字
転
写
）「ly

k
o
s

」（
狼
）
と
「an

th
rō

p
o
s

」（
人
間
）
の
合
成
語
。 

「
變
化
」「
選
集
」
で
は
『
メ
タ
モ
ル
フ
オ
シ
ス
』
と
ル
ビ
す
る
。
初
出
誌
の
ル
ビ
か
と
思
わ
れ
る
。 

「
轉
生
」
同
前
で
『
ト
ラ
ン
ス
ミ
グ
レ
ー
シ
ヨ
ン
』
と
ル
ビ
す
る
。］ 

  

歐
州
に
も
馬
化
狂
が
あ
る
。
九
年
前
の
「
ノ
ー
ツ
、
エ
ン
ド
、
キ
ー
リ
ス
」
に

據
（
よ
る
）

と
、
葡
萄
牙
に

「
ロ
ビ
シ
ヨ
メ
」
と
て
、
若
い
男
女
形
貌
枯
槁
し
、
長
生
せ
ず
、
夜
每
に
馬
形
を
現
じ
、
曙
光
出
る
迄
休

み
無
く
山
谷
を
走
り
廻
る
、
夜
中
彼
が
村
を
走
り

過
（
す
ぐ
）

る
音
を
聞
く
土
民
、
十
字
を
畫
く
眞
似
し
、「
神
ロ

ビ
シ
ヨ
メ
を

愍
（
あ
は
）

れ
み

祐
（
た
す
）

け
よ
」
と
言
ふ
。
之
を
救
ふ
法
は
唯
一
つ
、
勇
進
し
て
其
胸
を
刺
し
、
血
を

出
し
遣

（
や
）

る
の
だ
。
或
は
言
ふ
、
其
人
顏
靑
く
疲
れ
果
て
、
形
容
古
怪
で
、
他
人
之
と
語
ら
ず
、
怖
れ
且
憐

れ
む
、
婦
女
續
け
て
七
男
子
を
生
む
と
、
最
末
子

（
さ
い
ば
つ
し
）

が
魔
力
に
依
て
「
ロ
ビ
シ
ヨ
メ
」
と
な
り
、
每
土
曜
日

驢
形
を
受
け
、
犬
群
に
追
れ
つ
ゝ
沼
澤
邑
里

（
い
う
り
）

を
走
廻
り
、

些

（
い
さ
さ
か
）

も

息
（
や
す
）

み
無
し
、
日
曜
の
曙
を
見
て
纔

か
に
止
む
、
之
を
創

（
つ
）

く
れ
ば
永
く
此
患
無
し
と
。
又
言
く
、
同
國
で
狼
に
化
す
る
兒
を
「
ヨ
ビ
シ
ヨ
メ
」

と
言
ひ
、
今
も
地
下
に
住
む
「
モ
ー
ル
」
人
が
、
嬰
兒
に
新
月
形
（
囘
敎
徒
の
徽
章
）
を
印
し
、

斯
（
こ
の
）

物

に
作

（
な
）

す
と
。
熊
楠
謂
ふ
に
、
「
ロ
ビ
シ
ヨ
メ
」「
ヨ
ビ
シ
ヨ
メ
」
名
近
け
れ
ば
、
元
或
は
驢
又
馬
或
は
狼
に

化
す
と
し
た
の
が
、
後
に
二
樣
に
別
れ
た
ん
だ
ら
う
、
之
と

較
（
や
や
）

近
い
の
は
、
同
國
の
俚
譚
に
、
王
后
が

馬
頭
の
子
で
も

可
（
よ
い
）

か
ら
と
、
神
に
祈
つ
て
馬
頭
の
太
子
を
產
み
、
後
年

募
（
つ
の
り
）

に

應
（
わ
う
）

じ
其
妻
と

成
（
な
つ
）

た

貧
女
の
盡
力
で
端
正
の
美
男
と
成
た
と
有
る
。
（
一
八
八
二
年
板
、
ペ
ド
ロ
ソ
葡
萄
國
俚
譚
二
六
章
）
。
誰

も
知
る
通
り
、
印
度
の
樂
神
乾
闥
婆

（
け
ん
だ
つ
ば
）

は
馬
頭
の
神
だ
（
グ
ベ
ル
ナ
チ
ス

動

物

譚

原

《
ゾ
ー
ロ
ヂ
カ
ル
・
ミ
ソ
ロ
ヂ
ー
》

卷
一
、
頁
三
六

七
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
大
正
二
年
鄕
硏
第
一
卷
十
號
） 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ノ
ー
ツ
、
エ
ン
ド
、
キ
ー
リ
ス
」
雑
誌
名
。
『
ノ
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
エ
リ
ー
ズ
』

（N
o
tes a

n
d
 

Ｑu
eries

）。
一
八
四
九
年
（
天
保
十
二
年
相
当
）
に
イ
ギ
リ
ス
で
創
刊
さ
れ
た
学
術
雑
誌
。

詳
し
く
は
「
南
方
熊
楠 

本
邦
に
於
け
る
動
物
崇
拜
（
４
：
犬
）」
の
私
の
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

「
ロ
ビ
シ
ヨ
メ
」lo

b
iso

m
em

。
但
し
、
現
在
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
は
「
ロ
ビ
ゾ
ー
メ
ー
ン
」
で
、
後
の

https://websv.aichi-pref-library.jp/wahon/pdf/1107295861-001.pdf
https://websv.aichi-pref-library.jp/wahon/pdf/1107295861-001.pdf
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-b86223.html


「
ヨ
ビ
シ
ヨ
メ
」
の
「
狼
憑
き
」
を
指
す
語
で
あ
る
。 

『
地
下
に
住
む
「
モ
ー
ル
」
人
』
H
・
G
・
ウ
ェ
ル
ズ
の
「
タ
イ
ム
・
マ
シ
ン
」（T

h
e T

im
e M

a
ch

in
e

：

一
八
九
五
年
）
に
登
場
す
る
未
来
世
界
の
地
底
人
モ
ー
ロ
ッ
ク
（M

o
rlo

ck

）
の
元
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
、

旧
約
聖
書
に
出
る
「
母
親
の
涙
と
子
供
達
の
血
に
塗
れ
た
魔
王
」
と
も
呼
ば
れ
、
人
身
御
供
が
行
わ
れ
た

こ
と
で
知
ら
れ
る
古
代
の
中
東
で
崇
拝
さ
れ
た
神
モ
レ
ク
（M

o
lech

）
の
変
化
し
た
も
の
か
。
綴
り
が
判

ら
な
い
の
で
調
べ
よ
う
が
な
い
。 

「
ペ
ド
ロ
ソ
葡
萄
國
俚
譚
」
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
歴
史
家
・
民
俗
学
者
の
ゾ
フ
ィ
モ
・
コ
ン
シ
リ
エ
ー
リ
・
ペ

ド
ロ
ソZ

ó
fim

o
 C

o
n
sig

lieri P
ed

ro
so 

一
八
五
一
年
～
一
九
一
〇
年
）
が
一
八
八
二
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
発

行
し
た
「
ポ
ル
ト
ガ
ル
民
話
譚
」
（P

o
rtu

g
u
ese F

o
lk-ta

les

）
。
「In

tern
et arch

iv
e

」
で
見
つ
け
た
（
対
訳

本
）。
英
文
の
当
該
箇
所
は
こ
こ
（
右
ペ
ー
ジ
）
か
ら
。 

「
乾
闥
婆
」
「
選
集
」
で
は
『
ガ
ン
ダ
ー
ル
ヴ
ア
ス
』
と
ル
ビ
を
振
る
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
「
ガ
ン
ダ

ル
ヴ
ァ
」
の
漢
音
写
で
、
「
食
香
」
「
尋
香
」
「
香
神
」
な
ど
と
意
訳
す
る
。
仏
法
護
持
の
八
部
衆
の
一
人
。

帝
釈
に
仕
え
、
香こ

う

だ
け
を
食
し
、
伎
楽
を
奏
す
る
神
。
「
法
華
経
」
で
は
観
音
三
十
三
身
の
垂
迹
の
一
身

に
数
え
て
い
る
。 

「
グ
ベ
ル
ナ
チ
ス

動

物

譚

原

《
ゾ
ー
ロ
ヂ
カ
ル
・
ミ
ソ
ロ
ヂ
ー
》

卷
一
、
頁
三
六
七
」
既
出
既
注
だ
が
、
再
掲
し
て
お
く
と
、
イ
タ
リ

ア
の
文
献
学
者
コ
ォ
ウ
ト
・
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
デ
・
グ
ベ
ル
ナ
テ
ィ
ス
（C

o
u
n
t A

n
g
elo

 D
e G

u
b

ern
atis 

一

八
四
〇
年
～
一
九
一
三
年
）
の
「
動
物
に
関
す
る
神
話
学
」
（Z

o
o
lo

g
ica

l 
M

yth
o
lo

g
y

）
。
「In

tern
et 

arch
iv

e

」
の
第
二
巻
原
本
の
当
該
部
は
こ
こ
。
但
し
、
決
定
的
な
記
載
は
三
六
九
頁
の
注
辺
り
で
あ
ろ
う
。］ 

   
 

 
 

 
 

四 
 

［
熊
楠
が
採
り
上
げ
た
当
該
話
は
こ
ち
ら
で
電
子
化
訳
注
し
て
あ
る
の
で
、
ま
ず
、
そ
れ
を
読
ま
れ
た
い
。

底
本
で
は
こ
こ
か
ら
。
な
お
、
現
行
の
諸
本
で
は
標
題
最
後
の
話
柄
ナ
ン
バ
ー
は
欠
落
し
て
い
る
。
こ
こ

は
底
本
で
は
返
り
点
が
打
た
れ
て
い
な
い
。
参
照
し
た
「
大
蔵
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
画
像
で
も
返
り
点

は
な
く
、
訓
読
に
難
渋
し
た
。］ 

〇
阿
闍
世
王
殺
父
王
語
《
阿
闍
世
王

あ

じ

や

せ

わ

う

、
父
の
王
を
殺
せ
る
語
》
（
卷
三
第
二
七
）
此
話
は
經
律
論
共
に
屢

ば
繰
り
返
さ
れ
た
所
で
、
其
れ
其
れ
文
句
が
多
少
異
つ
て
居
る
。
芳
賀
博
士
の
纂
訂
本
二
五
〇―

―

二
頁

に
は
、
出
處
と
し
て
法
苑
か
ら
大
智
度
論
と
未
生
怨
經
と
菩
薩
本
行
經
を
孫
引
き
し
居
る
が
、
孰
れ
も

確
（
し
か
）

と
精
密
に
物
語
の
本
文
と
合
は
ぬ
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
芳
賀
矢
一
の
そ
れ
は
、
こ
こ
か
ら
で
、
最
後
に
以
上
が
並
べ
て
置
い
て
あ
る
。］ 

 

予
が
明
治
二
十
八
、
九
年
書
き
拔
き
置
た
課
餘
隨
筆
と

云
（
い
ふ
）

物
を
搜
し
出
し
見
る
と
、
物
語
の
前
半
は

https://archive.org/details/portuguesefolkta00consuoft/page/n125/mode/2up
https://archive.org/details/cu31924092293962/page/n265/mode/2up
https://archive.org/details/cu31924092293962/page/n265/mode/2up
https://archive.org/details/cu31924092293962/page/n265/mode/2up
https://archive.org/details/cu31924092293962/page/n265/mode/2up
https://archive.org/details/cu31924092293962/page/n265/mode/2up
https://archive.org/details/cu31924092293954/page/n397/mode/2up
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/04/post-fb0a39.html
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/138
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/945413/158
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/945413/158
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/945413/158


佛
說
觀
無
量
壽
經
（
劉
宋
譯
）
か
ら
出
た
ら
し
い
。
如
是
我
聞
、
一
時
佛
在
王
舍
城
耆
闍
崛
山
中
云
々

《
是
く
の
ご
と
く
、
我
れ
、
聞
く
、
一
時
、
佛
、
王
舍
城
、
著
闍
崛
山

ぎ
し
や
く
つ
せ
ん

の
中
に
在
り
云
々
》
。
時
に
王
舍

大
城
の
太
子
阿
闍
世
其
父
を
幽
す
、
置
於
七
重
室
内
、
制
諸
群
臣
、
一
不
得
往
、
國
大
夫
人
名
韋
提
希
、

恭
敬
大
王
、
澡
浴
淸
淨
、
以
酥
蜜
和
麨
、
用
塗
其
身
、
諸
瓔
珞
中
盛
葡
萄
漿
、
密
以
上
王
、
爾
時
大
王
、

食
麨
飮
漿
、
求
水
漱
口
、
漱
口
云
々
《
七
重
の
室
内
に
置
き
、
諸
群
臣
を
制
し
、
一

ひ
と
り

も
往ゆ

く
を
得
ず
。
國

の
大
夫
人
、
韋
提
希

い

だ

い

け

と
名
づ
く
。
大
王
を
恭
敬
し
、
澡
浴

さ
う
や
く

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
体
を
洗
い
清
め
る
こ
と
。
］

し
て
淸
淨
に
し
、
酥そ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
牛
乳
か
ら
製
し
た
食
用
油
。
］
と
蜜
を
以
つ
て

麨
む
ぎ
こ
が
し

に
和あ

え
、

以
つ
て
用
ひ
る
に
、
其
の
身
に
塗
り
、

諸
も
ろ
も
ろ

の
瓔
珞

え
う
ら
く

の
中な

か

に
葡
萄
の
漿し

る

を
盛
り
、
密
か
に
以
つ
て
王
に

上
た
て
ま
つ

れ
り
。
爾こ

の
時
、
大
王
、
麨
を
食
し
、
漿
を
飮
む
。
水
を
求
め
て
口
を
漱
ぎ
て
云
々
。
》
、

大
目
犍
連

（
だ
い
も
く
け
ん
れ
ん
）

、
平

生

（
へ
い
ぜ
い
）

王
と
親
し
か
り
し
故
、
可
鷹
隼
飛
疾
至
王
所
、
日
日
如
是
、
授
王
八
戒
、
世
尊
亦

遣
富
樓
那
、
爲
王
說
法
《
鷹
・
隼
の
飛
ぶ
べ
く
、
疾は

や

く
王
の
所
に
至
り
、
日
々
是
く
の
ご
と
く
し
て
、
王

に
八
戒
を
授
く
。
世
尊
、
亦
、
富
樓
那

ふ

る

な

を
遣
は
し
、
王
の
爲
め
に
法
を
說
く
。
》
三
七
日
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：
二
十
一
日
。
］
斯
く
の
ご
と
し
。

王
（
わ
う
）

守

門

者

（
し
ゆ
も
ん
し
や
）

を

鞫
（
た
だ
）

し
子
細
を
聞
き
、

怒
（
い
か
つ
）

て
、
即
執
利
劍
、

欲
害
其
母
、
時
有
一
臣
、
名
曰
月
光
、
聰
明
多
智
、
及
與
耆
婆
、
爲
王
作
禮
、
白
言
大
王
、
臣
聞
燈
昆
陀

論
經
說
、
劫
初
已
來
、
有
諸
惡
王
、
貪
國
位
故
、
殺
害
其
父
、
一
萬
八
千
、
未
曾
聞
有
無
道
害
母
、
王
今

爲
此
殺
逆
之
事
、
汚
刹
利
種
、
臣
不
忍
聞
是
栴
陀
羅
、
我
等
不
宜
復
住
、
於
此
時
、
二
大
臣
說
此
語
竟
、

以
手
按
劍
、
却
行
而
退
云
々
。
王
聞
此
語
、
懺
悔
求
救
、
即
便
捨
劍
、
止
不
害
母
、
勅
語
内
官
、
閉
置
深

宮
、
不
令
復
出
《
即
ち
、
利
劍
を
執
り
、
其
の
母
を
害
せ
ん
と
す
。
時
に
一

ひ
と
り

の
臣
有
り
、
名
づ
け
て
「
月

光
」
と
曰
ふ
。
聰
明
多
智
に
し
て
、
耆
婆

ぎ

ば

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
大
臣
の
名
前
。
則
ち
、
こ
こ
で
は
諫
言
す

る
重
臣
が
二
人
に
分
離
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
］
と
共
に
王
の
爲
め
に
禮
を
作な

し
、
大
王
に
白ま

う

し
て
言
は

く
、
「
臣
、
『
昆
陀

こ

ん

だ

論
』
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
狭
義
に
は
バ
ラ
モ
ン
教
の
根
本
聖
典
で
、
広
義
に
は
ウ
パ
ニ

シ
ャ
ッ
ド
文
献
も
含
め
た
ヴ
ェ
ー
ダ
聖
典
を
指
す
。
但
し
、
そ
の
経
典
自
体
は
散
佚
し
て
な
い
。
］
の
經

說
を
聞
く
に
、
劫
初
已
來
、

諸
も
ろ
も
ろ

の
惡
王
有
り
、
國
位
を
貪
る
故
に
、
其
の
父
を
殺
害

せ
つ
が
い

せ
る
は
、
一
萬
八

千
あ
る
も
、
未
だ
曾
つ
て
、
無
道
に
母
を
害
せ
る
も
の
有
る
を
聞
か
ず
。
王
、
今
、
こ
の
殺
逆
の
事
を
爲

さ
ば
、
刹
利

せ

つ

り

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
古
代
イ
ン
ド
に
お
け
る
四
姓

カ
ー
ス
ト

の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
る
ク
シ
ャ
ト
リ
ア

の
漢
音
訳
。
最
高
の
婆
羅
門
族
の
次
位
に
し
て
王
族
及
び
士
族
階
級
を
言
う
。
］
の
種し

ゆ

を
汚け

が

さ
ん
。
臣
、

是
の
旃
陀
羅

せ

ん

だ

ら

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
イ
ン
ド
で
四
姓
の
最
下
級
の
ス
ー
ド
ラ
＝
首
陀
羅

し

ゅ

だ

ら

よ
り
も
さ
ら
に
下
の

階
級
で
あ
る
チ
ャ
ン
ダ
ー
ラ
の
漢
訳
。
屠
畜
・
漁
猟
・
獄
守
な
ど
の
職
業
に
携
わ
っ
た
。
所
謂
、
存
在
自

体
が
穢
て
い
る
と
認
識
さ
れ
た
不
可
触
民
の
こ
と
。
］
た
ら
ん
こ
と
を
聞
く
に
忍
び
ず
。
我
等
、
宜
し
く
、

復
た
、
住
す
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
」
と
。
時
に
二
大
臣
、
此
の
語こ

と

を
說
き
竟を

は

れ
ば
、
手
を
以
つ
て
劍
を

按
じ
、
卻-

行

あ
と
し
さ

り
し
て
退

し
り
ぞ

く
云
々
、
王
、
此
の
語
を
聞
き
て
、
懺
悔
し
て
、
救
ひ
を
求
め
、
即
ち
、
劍
を

捨
て
、
止や

め
、
母
を
害
せ
ず
。
内
官
に
勅
語
し
、
深
宮
に
閉と

ざ

し
置
き
、
復
た
、
出
で
し
め
ず
。
》
と
あ
る
。



寶
物
集
に
は
葡
萄
を
蒲
桃
に
作
れ
る
が
、
本
草
綱
目
に
葡
萄
一
名
蒲
桃
《
葡
萄
、
一い

つ

に
蒲
桃
と
名
づ

く
。
》
と
有
る
。
芳
賀
博
士
が
引
い
た
三
經
よ
り
は
、
此
經
の
文
が
ず
つ
と
善
く
物
語
の
文
に

合
（
あ
ふ
）

て
居

（
を
）

る
。
な
ほ
此
の
經
の
異
譯
諸
本
を
見
た
ら
一
層
善
く
合
た
の
も
有
る
だ
ら
う
が
、
座
右
に
只
今
無
い
故
調

査
が
屆
か
ぬ
。
涅
槃
部
の
諸
經
に
も
阿
闍
世
王
父
を
害
し
た
こ
と
が
出
居
る
か
ら
、
其
等
の
中
に
も
有
る

だ
ら
う
が
、
一
寸
見
る
譯
に
行
か
ぬ
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
課
餘
隨
筆
」
こ
れ
、
実
は
、
漢
籍
な
ど
の
書
名
で
は
な
く
、
南
方
熊
楠
自
身
が
、

思
い
つ
い
た
時
に
種
々
の
書
物
か
ら
抜
書
を
す
る
た
め
の
資
料
ノ
ー
ト
の
私
的
な
標
題
で
あ
る
ら
し
い
。

さ
れ
ば
、
以
下
、
経
典
が
引
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
正
確
に
「
佛
說
觀
無
量
壽
經
（
劉
宋
譯
）
」
に
再
度

当
た
っ
た
か
ど
う
か
、
甚
だ
怪
し
い
気
が
す
る
（
特
に
末
尾
の
断
り
は
そ
れ
を
深
く
窺
わ
せ
る
）
。
返
り

点
が
な
い
こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
は
そ
の
過
去
に
於
い
て
熊
楠
が
書
写
し
た
も
の
が
ベ
ー
ス
で
あ
る
可
能
性

が
あ
り
、
「
大
蔵
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
、
同
一
で
あ
る
は
ず
の
同
経
と
比
べ
て
み
て
も
、
か
な
り
表
記

漢
字
に
異
同
が
あ
る
の
で
あ
る
。
個
人
的
に
は
、
底
本
よ
り
も
、
よ
り
確
度
が
高
い
と
判
断
さ
れ
る
「
大

蔵
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
も
の
を
優
先
し
た
。 

「
耆
婆
」
大
臣
の
名
前
。
則
ち
、
こ
こ
で
は
諫
言
す
る
重
臣
が
二
人
に
分
離
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

「
昆
陀
論
」
狭
義
に
は
バ
ラ
モ
ン
教
の
根
本
聖
典
で
、
広
義
に
は
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
文
献
も
含
め
た
ヴ
ェ

ー
ダ
聖
典
を
全
体
を
指
す
。
但
し
、
そ
の
最
古
層
の
重
要
だ
っ
た
経
典
そ
の
も
の
は
散
佚
し
て
、
な
い
。

「
刹
利
」
古
代
イ
ン
ド
に
お
け
る
四
姓

カ
ー
ス
ト

の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
る
ク
シ
ャ
ト
リ
ア
の
漢
音
訳
。
最
高
の
婆

羅
門
族
の
次
位
に
し
て
王
族
及
び
士
族
階
級
を
言
う
。 

「
旃
陀
羅
」
カ
ー
ス
ト
最
下
級
の
ス
ー
ド
ラ
＝
首
陀
羅
よ
り
も
、
さ
ら
に
下
の
階
級
と
さ
れ
る
チ
ャ
ン
ダ

ー
ラ
の
漢
訳
。
屠
畜
・
漁
猟
・
獄
守
な
ど
の
職
業
に
携
わ
っ
た
。
所
謂
、
存
在
自
体
が
穢け

が

て
い
る
と
認
識

さ
れ
た
不
可
触
民
の
こ
と
を
指
す
。］ 

  

扨
物
語
本
文
の
後
半
の
出
處
と
し
て
予
が
書

留
（
お
い
）

置
た
は
、
北
凉
曇
無
讖

（
ど
ん
む
せ
ん
）

が
詔
を
奉
じ
て
譯
し
た
大
涅

槃
經
で
、
そ
の
卷
十
九
及
二
十
の
文
頗
る
長
い
か
ら
悉
く
爰
に
引
き
得
ぬ
が
、
此
後
半
話
の
出
處
は
一
向

芳
賀
氏
の
本
に
見
え
ぬ
か
ら
大
要
を

述
（
の
べ
）

ん
に
、
耆
婆

（
ぎ
ば
）

、
王
に

說
（
と
き
）

て
、
阿
鼻
地
獄
極
重
之
業
、
以
是
業

緣
必
受
不
疑
云
々
。
唯
願
大
王
速
往
佛
所
、
除
佛
世
尊
、
餘
無
能
救
、
我
今
愍
汝
故
相
勸
導
《
『
阿
鼻
地

獄
の
極
重

ご
く
ぢ
ゆ
う

の
業ご

ふ

、
是
れ
を
以
つ
て
業
緣
、
必
ず
や
受
け
ん
こ
と
を
疑
は
ず
』
云
々
、
『
唯
だ
、
願
は
く
は
、

大
王
、
速
や
か
に
佛
所
へ
往ゆ

か
れ
ん
こ
と
を
。
佛
世
尊
を
除
い
て
、
餘ほ

か

に
能
く
救
ふ
、
無
し
。
我
れ
、
今
、

汝
を
愍あ

は

れ
む
が
故
、
相
ひ
勸
導
す
』
。
》
と
い
ふ
。
此
時
、
故

（
こ
）

父
王
の
靈
、

像
（
す
が
た
）

無
く
し
て
、
聲
の
み
、

有
り
、
耆
婆
の
勸
め
に
隨
ひ
佛
に

詣
（
ま
ゐ
）

れ
と
敎
へ
、
王
之
を

聞
（
き
き
）

て

大
（
お
ほ
い
）

に
病
み
出
す
。
佛
之
を
知
つ
て
、

入
月
愛
三
昧
、
入
三
昧
已
、
放
大
光
明
、
其
光
淸
凉
、
往
照
王
身
、
身
瘡
卽
愈
、
欝
蒸
除
滅
、
王
語
耆
婆

言
、
曾
聞
人
說
、
劫
將
欲
盡
、
三
月
並
現
、
當
是
之
時
、
一
切
衆
生
患
苦
悉
除
、
時
既
未
至
、
此
光
何
來
、



照
觸
吾
身
瘡
苦
除
愈
、
身
得
安
樂
《
月
愛
三
昧

が
つ
あ
い
ざ
ん
ま
い

に
入
る
。
三
昧
に
入
り
已を

は

つ
て
大

光

明

だ
い
く
わ
う
み
や
う

を
放
つ
。
そ
の

光
、
淸
凉
に
し
て
、
往ゆ

き
て
王
の
身
を
照
ら
す
。
身
の
瘡か

さ

、
卽
ち
、
愈
え
、
鬱
蒸

う
つ
じ
よ
う

、
除
滅
す
。
王
、
耆
婆

に
語
り
て
言
は
く
、
「
曾
つ
て
人
の
說
く
を
聞
く
ら
く
、
『
劫こ

う

、
將
に
盡
き
ん
と
す
れ
ば
、
三
つ
の
月
、
並

び
現
ず
。
是
の
時
に
當
た
り
て
、
一
切
衆
生
の
患
苦

げ

ん

く

、
悉
く
、
除
か
る
。
』
と
。
時
、
既
に
、
未
だ
至
ら

ざ
る
に
、
此
の
光
り
、
何い

づ

く
よ
り
來
た
つ
て
、
吾
が
身
を
照-

燭

て

ら

し
、
瘡さ

う

苦く

、
除
き
愈
え
、
身
の
安
樂
を
得

た
る
や
。
」
と
。
》
。
耆
婆
、
是
は
佛
の
光
明
な
り
と
說
き
佛
に
詣
る
べ
く
勸
め
る
と
、
王
言
我
聞
如
來
、

不
與
惡
人
同
止
坐
起
語
言
談
論
、
猶
如
大
海
不
宿
死
屍
云
々
《
王
言
は
く
、
「
我
れ
、
聞
く
、
『
如
來
は
、

惡
人
と
同
じ
く
あ
る
も
、
坐
し
、
起
き
、
語
り
、
言
ひ
、
談
論
を
ば
同
じ
く
與と

も

に
は
せ
ず
。
猶
ほ
、
大
海

の
、
死
屍
を
宿と

ど

め
ざ
る
が
ご
と
し
。』
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
部
分
、
訓
読
に
自
信
が
な
い
。
識
者
の
御
教

授
を
乞
う
。］
と
。」
云
々
》。
其
よ
り
耆
婆
長
た
ら
し
く
諸
譬
喩
を
引
た
後
言
く
、
大
王
世
尊
亦
爾
、
於
一

闡
提
（
無

佛

性

（
む
ぶ
つ
し
や
う
）

の
奴
）
輩
、
善
知
根
性
而
爲
說
法
、
何
以
故
、
若
不
爲
說
、
一
切
凡
夫
當
言
如
來
無
大

慈
悲
云
々
《
大
王
、
世
尊
も
亦
、
然
り
、
一

ひ
と
り

の
闡
提

せ
ん
だ
い

（
無
佛
性
の
奴
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
熊
楠
の
謂

い
は
ち
ょ
っ
と
大
き
な
誤
解
を
与
え
る
。
こ
こ
は
「
仏
法
を
謗そ

し

り
、
成
仏
す
る
因
を
、
今
現
在
は
持
っ
て

い
な
い
者
」
を
指
す
。
］
）
の
輩

や
か
ら

に
、
能
く
根
性

こ
ん
じ
や
う

を
知
り
て
、
爲
め
に
法
を
說
く
、
何
を
以
つ
て
の
故
ぞ
。

若
し
、
爲
め
に
說
か
ず
ん
ば
、
一
切
の
凡
夫
、
將
に
言
ふ
べ
し
、
『
如
來
に
は
大
慈
悲
な
し
。
』
と

云
々
。
》
と
て
、
如
來
が
良
醫
の
能
く
い
か
な
る
難
症
を
も
治
す
る
如
く
な
る
を
言
ふ
。

於

是

（
こ
こ
に
お
い
て
）

王
然
ら

ば
吉
日
を
撰
ん
で
佛
に
詣
で
ん
と
い
ふ
と
、
耆
婆
吉
日
も
何
も
入
ら
ぬ
、
即
刻
往
き
玉
へ
と
勸
む
。
王
便

ち
夫
人
と
嚴
駕
車
乘
《
嚴

い
か
め

し
き
駕-

車

く

る

ま

に
乘
り
》
、
大
行
列
を
隨
へ
て
佛
に
詣
る
。
車
一
萬
二
千
、
大
象
五

萬
、
馬
騎
十
八
萬
、
人
民
五
十
八
萬
、
王
に
隨
行
し
た
と
有
る
。
物
語
に
五
萬
二
千
車
五
百
象
と
有
る
は
、

經
文
が
餘
り
に
大
層
だ
か
ら
、
加
減
し
て
何
か
の
本
に
出
た
の
を

採
（
と
つ
）

た
の
だ
ろ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ

マ
。
］
。
爾
時
佛
告
諸
大
衆
言
、
一
切
衆
生
、
爲
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
近
因
緣
者
、
莫
先
善
友
、
何
以
故
、

阿
闍
世
王
、
若
不
隨
順
耆
婆
語
者
、
來
月
七
日
、
必
定
命
終
墮
阿
鼻
獄
、
是
故
近
因
莫
若
善
友
、
阿
闍
世

王
復
於
前
路
聞
、
舍
婆
提
毘
流
離
王
乘
船
入
海
遇
火
而
死
、
瞿
伽
離
比
丘
生
身
入
地
至
阿
鼻
獄
、
須
那
刹

多
作
種
種
惡
、
到
於
佛
所
衆
罪
得
滅
、
聞
是
語
已
、
語
耆
婆
言
、
吾
今
雖
聞
如
是
二
語
、
猶
未
審
定
、
汝

來
耆
婆
、
吾
欲
與
汝
同
載
一
象
、
設
我
當
入
阿
鼻
地
獄
、
冀
汝
捉
持
、
不
令
我
墮
、
何
以
故
、
吾
昔
曾
聞

得
道
之
人
不
入
地
獄
。
《
爾そ

の
時
、
佛
、

諸
も
ろ
も
ろ

の
大
衆
に
告
げ
て
言
は
く
、
「
一
切
衆
生
、

阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提

あ

の

く
た

ら
さ

ん
み

や
く

さ
ん

ぼ
だ

い

の
近
き
因
緣
と
爲
る
者
は
、
善
友
よ
り
先
な
る
は
莫
し
。
何
を
以
つ
て
の
故
に
。

阿
闍
世
王
、
復
た
耆
婆
の
語

こ
と
ば

に
隨
順
せ
ず
ん
ば
、
未
月

び

げ

つ

七
日
、
必
定
、
命
、
終
は
り
、
阿
鼻
獄
に
墮
ち
ん
。

是
の
故
に
、
近
き
因
は
善
友
に
若
く
は
無
し
。
」
と
。
阿
闍
世
王
、
復
た
、
前
路
に
於
い
て
、
聞
く
ら
く
、

「
舍
婆
提

し

や

ば
だ

い

の
毘び

瑠
璃

る

り

王
は
、
乘
船
し
て
、
海
に
入
り
、
火
に
遇
ひ
て
死
す
。
瞿
伽
離

く

ぎ

や

り

比
丘
は
生
身

し
や
う
し
ん

に
て
、

地
に
入
り
、
阿
鼻
獄
に
至
る
。
須
那
刹
多

す

な

せ

つ

た

は
、
種
種
の
惡
を
作な

せ
し
に
、
佛
所
に
到
り
て
、
衆
罪
、
滅
す

る
を
得
た
り
。」
と
。
こ
の
語

こ
と
ば

を
聞
き
已を

は

り
て
、
耆
婆
に
語
り
て
曰
は
く
、「
吾
れ
、
今
、
是
く
の
ご
と
き



言
を
聞
く
と
雖
も
、
猶
ほ
、
未
だ
審
か
に
定

ぢ
や
う

せ
ず
。
汝
、
來
た
れ
、
耆
婆
よ
、
吾
れ
、
汝
と
同
じ
き
一
象

に
載
ら
ん
と
欲
す
。
設
け
て
、
我
れ
、
當
に
阿
鼻
地
獄
に
入
る
べ
き
な
ら
ば
、
冀

ね
が
は

く
は
、
汝
、
捉と

り
持
つ

て
、
我
れ
を
し
て
墮
ち
し
め
ざ
れ
。
何
を
以
つ
て
の
故
に
。
我
れ
、
昔
、
曾
つ
て
、
『
得
道
の
人
、
地
獄

に
入
ら
ず
。
』
聞
け
ば
な
り
。
」
と
。
》
其
よ
り
佛
の
說
法
を
拜
聽
し
、
證
果
得
道
し
た
次
第
を
長
々
と
說

き
有
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
月
愛
三
昧
」
釈
迦
が
、
ま
さ
に
こ
の
阿
闍
世
王
の
身
心
の
苦
悩
を
除
く
た
め
に
お

入
り
に
な
ら
れ
た
三
昧
の
名
。
清
ら
か
な
月
の
光
が
青

し
ょ
う

蓮
華

れ

ん

げ

を
開
花
さ
せ
、
ま
た
、
夜
道
を
行
く
人
を
照

ら
し
て
歓
喜
を
与
え
る
よ
う
に
、
仏
が
、
こ
の
三
昧
に
入
れ
ば
、
衆
生
の
煩
悩
を
除
い
て
、
善
心
を
増
や

さ
せ
、
迷
い
の
世
界
に
あ
っ
て
、
悟
り
の
道
を
求
め
る
行
者
に
歓
喜
を
与
え
る
と
さ
れ
る
。 

「
鬱
蒸
」
も
の
凄
い
蒸
し
暑
さ
。
無
間
地
獄
の
業
火
へ
の
阿
闍
世
王
の
懼
れ
が
生
ん
だ
心
身
症
的
な
そ
れ

で
あ
ろ
う
。］ 

  

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
： 

熊
楠
が
採
り
上
げ
た
当
該
話
は
こ
ち
ら
で
電
子
化
訳
注
し
て
あ
る
の
で
、
ま
ず
、
そ

れ
を
読
ま
れ
た
い
。
底
本
で
は
こ
こ
か
ら
。］ 

〇
歐
尙
戀
父
死
墓
造
奄
居
住
語
第
八
《
歐
尙
、
死
に
け
る
父
を
戀
ひ
、
墓
に
菴

い
ほ
り

を
造
り
て
居
住

き
よ
ぢ
ゆ
う

せ
る
語
」

（
卷
九
第
八
）
予
も
此
語
の
出
處
を
確
か
に
知
ぬ
が
、
話
中
の
記
事
に
似
た
二
傳
說
を
淵
鑑
類
函
四
二
九

か
ら
見
出
だ
し
置
た
。
乃
ち
王
孚
安
成
記
曰
、
都
區
寳
居
父
喪
、
里
人
格
虎
、
虎
匿
其
廬
、
寶
以
簑
衣
覆

藏
之
、
虎
以
故
得
免
、
時
負
野
獸
以
報
、
寳
由
是
知
名
《
王
孚

わ

う

ふ

の
「
安
成
記
」
に
曰
は
く
、
都
區
寶

と

く

ほ

う

、
父

の
喪
に
居を

れ
り
。
里
人
、
虎
を
格う

つ
。
虎
、
其
の
廬

い
ほ
り

に
匿か

く

る
。
寶
、
簑-

衣

み

の

を
以
つ
て
こ
れ
を
覆
ひ
藏か

く

す
。

虎
、
故
を
以
つ
て
免の

が

る
る
こ
と
を
得え

、
時
に
野
獸
を
負
ひ
て
以
て
報む

く

ゆ
。
寶
、
こ
れ
に
由
り
て
名
を
知
ら

る
。
》
と
有
る
の
が
、
甚
だ
本
話
に
似
て
居
る
。
又
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
又
」
は
熊
楠
の
本
文
。
］
晋
郭

文
嘗
有
虎
、
忽
張
口
向
文
、
文
視
其
口
有
橫
骨
、
乃
以
手
探
去
之
、
虎
至
明
日
乃
献
一
鹿
于
堂
前
《
晉
の

郭
文
、
嘗
つ
て
、
虎
、
有
り
、
忽
ち
、
口
を
張
り
て
文
に
向
か
ふ
。
文
、
其
の
口
を
視
る
に
、
橫

骨

（
よ
こ
ぼ
ね
）

、

有
り
。
乃

す
な
は

ち
、
手
を
以
つ
て
探
り
、
之
れ
を
去
る
。
虎
、
明
日

み
や
う
に
ち

、
至
り
て
、
乃
ち
、
一い

つ

の
鹿し

か

を
堂
前
に

献
ず
。
》
是
は
羅
馬
帝
國
の
ア
ン
ド
ロ
ク
ル
ス
が
、
獅
子
の
足
に
立
た
刺
を
拔
た
禮
返
し
に
食
を
受
け
、

後
日
又
其
獅
子
に
食
る
べ
き
罪
に

中
（
あ
た
）

り
乍
ら
、
食
は
れ
な
ん
だ
話
に
似
居
る
が
、
虎
が
鹿
を
献
じ
た
だ

け
が
今
昔
物
語
の
此
話
に
似
て
居
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
淵
鑑
類
函
」
清
の
康
熙
帝
の
勅
に
よ
り
張
英
・
王
士
禎
ら
が
完
成
し
た
類
書
（
百

科
事
典
）。
一
七
一
〇
年
成
立
。
「
夷
堅
志
」
は
南
宋
の
洪
邁

こ
う
ま
い

（
一
一
二
三
年
～
一
二
〇
二
年
）
が
編
纂
し

た
志
怪
小
説
集
。
一
一
九
八
年
頃
成
立
。
二
百
六
巻
。
南
方
熊
楠
は
、
こ
の
本
が
結
構
、
好
き
で
、
他
の

論
文
で
も
し
ば
し
ば
引
用
元
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
原
文
は
「
漢
籍
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
の
こ
ち
ら
を
参
考
に

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/04/post-9520ec.html
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/139
https://www.kanripo.org/text/KR3k0055/434#1a


し
た
。 

「
安
成
記
」
元
代
の
、
現
在
の
江
西
省
の
年
代
記
。
散
佚
し
て
い
る
が
、
後
代
の
書
に
引
用
が
見
ら
れ
る
。 

「
都
區
」
不
詳
。
一
種
の
あ
る
地
区
を
管
理
す
る
下
級
の
者
か
。 

「
橫
骨
」
摂
餌
し
た
獣
の
骨
が
口
蓋
内
で
横
に
刺
さ
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

「
ア
ン
ド
ロ
ク
ル
ス
」
ロ
ー
マ
の
奴
隷
。B

ak
ersfield

氏
の
ブ
ロ
グ
「
ク
ラ
バ
ー
ト
の
樹
」
の
「
ア
ン
ド

ロ
ク
レ
ス
と
ラ
イ
オ
ン
」
に
、
ま
ず
、
ざ
っ
く
り
と
梗
概
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
『
逃

亡
奴
隷
の
ア
ン
ド
ロ
ク
レ
ス
が
闘
技
場
で
ラ
イ
オ
ン
の
餌
食
に
な
り
か
け
た
と
き
、
ラ
イ
オ
ン
は
彼
を
認

識
し
、
抱
擁
を
交
わ
し
て
再
会
を
喜
び
合
っ
た
』
、『
不
審
に
思
っ
た
皇
帝
が
事
情
を
尋
ね
る
と
、
奴
隷
は

か
つ
て
そ
の
ラ
イ
オ
ン
の
足
の
棘
を
抜
い
て
や
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
ラ
イ
オ
ン
は
そ
の
恩
を
忘
れ

ず
に
彼
を
助
け
た
の
で
あ
る
』。
『
こ
の
話
に
感
銘
を
受
け
た
皇
帝
は
ア
ン
ド
ロ
ク
レ
ス
を
赦
ゆ
る
し
、
ラ

イ
オ
ン
と
も
ど
も
自
由
の
身
に
し
た
』
と
あ
る
。
以
下
、
話
が
細
か
く
語
ら
れ
て
あ
る
の
で
（
デ
ィ
グ
が

博
物
学
的
で
敬
服
し
た
）
、
一
読
を
お
勧
め
す
る
。
こ
の
皇
帝
が
、
か
の
カ
リ
ギ
ュ
ラ
と
あ
っ
て
、
「
ほ

う
！
」
と
思
っ
た
。
ま
た
、
「
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
集
」
の
「
羊
飼
い
と
ラ
イ
オ
ン
」
で
リ
メ
イ
ク
さ
れ
て
も

い
る
そ
う
で
あ
る
。］ 

  

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
熊
楠
が
採
り
上
げ
た
当
該
話
は
こ
ち
ら
で
電
子
化
訳
注
し
て
あ
る
の
で
、
ま
ず
、
そ

ち
ら
の
正
規
表
現
原
話
を
読
ま
れ
た
い
。
珍
し
く
熊
楠
は
原
話
全
体
を
、
相
応
に
、
訓
読
表
現
で
、
や
や

彼
風
の
漢
字
表
記
で
書
き
改
め
て
記
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
、
こ
こ
で
も
冒
頭
に
ち
ら
と
出

す
南
方
熊
楠
が
ず
っ
と
批
判
し
て
き
た
芳
賀
矢
一
の
「
攷
証
今
昔
物
語
集
」
の
当
該
話
の
テ
ク
ス
ト
本
文

を
リ
ン
ク
さ
せ
て
お
く
。
底
本
で
は
こ
こ
か
ら
。
本
篇
は
「
今
昔
物
語
の
硏
究
」
の
掉
尾
で
あ
る
。］ 

〇
宿
驛
人
隨
二

遺
言
一

金
副
二

死
人
一

置
得
レ

德
語
第
二
十
二
《
宿
驛
の
人
、
遺
言
に
隨
ひ
て
金

こ
が
ね

を
死
に
し

人
に
副そ

へ
て
置
き
た
る
に
德
を
得
た
る
語
》
（
卷
一
〇
第
二
二
）
此
語
も
芳
賀
博
士
は
、
出
處
類
話
共
に

出
し
て
居
ら
ぬ
。
其
話
は
「
今
昔
震
旦
の
□
□
代
に
人
有
て
他
州
へ
行
く
間
、
日
晚
て
驛
と
云
ふ
所
に
宿

し
ぬ
、
其
所
に
本
よ
り
一
人
宿
り
し
て
病
む
、
相
互
に
誰
人
と
知
る
事
无

（
な
）

し
、
而
る
に
本
よ
り
宿
し
て
病

む
人
今
宿
り
せ
る
人
を
呼
び
語
て
云
く
、
我
れ
今
夜
死
む
と
す
、
我
腰
に
金
二
十
兩
有
り
、
死
後
必
ず
我

を
棺
に
入
れ
て
其
金
を
以
て
納
め
置
べ
し
と
、
今
宿
る
人
、
其
姓
名
生

所

（
せ
い
し
よ
）

を
問
ひ

敢
（
あ
へ
）

ざ
る
に
、
此
病

人
絕
入
ぬ
れ
ば
、
死
人
の
腰
を
見
る
に
實
に
金
二
十
兩
有
り
、
此
人
死
人
の
云
し
に
隨
て
其
金
を
取
出
し

て
、
少
分
を
以
て
此
死
人
を
納
め
置
く
べ
き
物
の
具
共
を
買
調
へ
、
其
殘
り
を
ば
約
の
如
く
少
し
も
殘
さ

ず
死
人
に

副
（
そ
へ
）

て
納
め
け
り
、
誰
人
と
知
ず
と
雖
も

如

此

（
か
く
の
ご
と
く
）

し
て
家
に
還
り
ぬ
。
其
後
、
不

思

懸

（
お
も
ひ
か
け
ざ
る
）

に

主
を
知
ざ
る
馬
離
れ
來
れ
り
、
此
人
此
れ
定
て
樣
有
む
と
思
て
取
り
繫
で
飼
ふ
。
而
る
に
、
我
れ
主
也
と

云
ふ
人
無
し
、
其
後
亦

飇

（
つ
む
じ
か
ぜ
）

の
爲
に
縫
物
の
衾
を
卷
き
持
來
れ
り
、
其
れ
も
樣
有
む
と
思
て
取
り
置
き



つ
。
其
後
ち
人
來
て
云
く
、
此
馬
は
我
子
某
と
云
し
人
の
馬
也
、
亦
衾
も
彼
が
衾
を
飇
の
爲
に
卷
揚
げ
ら

れ
ぬ
、
既
に
君
が
家
に
馬
も
衾
も
共
に
有
り
此
れ

何
（
い
か
）

な
る
事
ぞ
と
、
家
主
答
て
云
く
、
此
の
馬
は
思
懸

ざ
る
に
離
れ
て
出
來
れ
る
也
、
尋
ぬ
る
人
無
き
に
依
て
繫
で
飼
ふ
、
衾
亦
飇
の
爲
に
卷
き
持
來
れ
る
也
と
、

來
れ
る
人
云
く
、
馬
も

徒

（
い
た
づ
ら
）

に
離
れ
て
來
れ
り
、
衾
も
飇
卷
き
持
來
れ
り
、
君
何
な
る
德
か
有
る
と
、

家
主
答
へ
て
云
く
、
我
更
に
德
無
し
、
但
し
然
々
の
驛
に
夜
宿
せ
り
し
に
、

病

煩

（
や
ま
ひ
わ
づ
ら
ひ
）

し
人
、
本
よ
り
宿

し
て
絕
入
に
き
、
而
る
に
彼
が
云
し
に
隨
て
彼
が
腰
に
有
り
し
金
を
以
て

葬
（
は
う
ふ
）

り
、
殘
り
を
ば
少
し
を
も
、

殘
さ
ず
彼
に
副
て
納
め
置
て
還
り
に
し
、
其
人
の
姓
名
生
所
を
知
ら
ず
と
、
來
れ
る
人
此
事
を
聞
て
地
に

臥
し

丸
（
ま
ろ
）

び
て
泣
く
事
限
り
無
し
、
云
く
其
死
人
は
我
子
也
、
此
馬
も
衾
も
皆
彼
が
物
也
、
君
の
彼
が
遺

言
を
違
へ
ざ
り
し
に
依
て
、
隱
れ
た
る
德
有
れ
ば
顯
れ
た
る

驗
（
し
る
し
）

有
て
、
馬
も
衾
も
天
の
彼
が
物
を
給
ひ

た
る
也
と
云
て
、
馬
も
衾
も
取
ら
ず
し
て
泣
々
還
る
に
、
家
主
、
馬
を
も
衾
を
も
還
し
渡
し
け
れ
ど
も
遂

に
取
ず
し
て
去
に
け
り
。
其
後
此
事
世
に
廣
く
聞
え
有
て
、
其
人

直

（
た
だ
し
き
）

也
け
り
と
し
て
世
に
重
く
用
ら

れ
け
り
、
此
を
殆
と
し
て
飇
の
卷
持
來
れ
る
物
を
ば
本
の
主
に
還
す
事
無
し
、
亦
主
も
我
物
と
云
事
も
無

し
、
亦
卷
き
持
來
れ
る
所
を
も
吉

（
よ
）

き
所
と
も
爲
す
也
と
な
む
語
り
傳
へ
た
る
と
や
」
（
略
文
）
と
有
る
。

此
故
事
か
ら
始
つ
た
と
は
附
會
だ
ら
う
が
、
兎
に
角
今
昔
物
語
の

成
（
な
つ
）

た
頃
の
風
俗
と
し
て
、
暴
風
が

飛
（
と
ば
）

し

込
（
こ
ん
）

だ
主
知
れ
ぬ
物
品
を
其
家
主
の
所
得
と
成
し
て
も
後
日

（
ご
じ
つ
）

本

主

（
も
と
の
ぬ
し
）

が
異
論
を
言
得

（
い
ひ
え
）

ず
、

隨

（
し
た
が
つ
）

て
其
場
所
を
吉
相
の
地
と
し
た
と
見
え
る
。 

 

扨
此
話
の
出
處
ら
し
き
も
の
を
往
年
控
え

置
（
お
い
）

た
の
を
、
今
（
三
月
一
日
）
夜
見

出

（
み
い
だ
し
）

た
か
ら
書

付

（
か
き
つ
け
）

る
。
後
漢
書
に
云
ふ
、
王
忳
甞
詣
京
師
、
於
空
舍
中
見
一
書
生
疾
困
、
愍
而
視
之
、
書
生
謂
忳
曰
、
我
當

到
洛
陽
、
而
被
病
、
命
在
須
臾
、
腰
下
有
金
十
斤
、
願
以
相
贈
、
死
後
乞
藏
骸
骨
、
未
及
問
姓
名
而
絕
、

忳
卽
鬻
金
一
斤
、
營
其
殯
葬
、
餘
金
悉
置
棺
下
、
人
無
知
者
、
後
歸
數
年
、
縣
署
忳
大
度
亭
長
、
初
到
之

日
、
有
馬
馳
入
亭
中
而
止
、
其
日
大
風
飄
一
繡
被
、
復
墯
忳
前
、
忳
後
乘
馬
到
雒
縣
、
馬
遂
奔
走
、
牽
忳

入
它
舍
、
主
人
見
之
喜
曰
、
今
禽
盜
矣
、
問
忳
所
由
得
馬
、
忳
具
說
其
狀
、
幷
及
繡
被
、
主
人
悵
然
良
久

乃
曰
、
被
隨
旋
風
、
與
馬
俱
亡
、
卿
何
陰
德
而
致
此
二
物
、
忳
自
念
、
有
葬
書
生
事
、
因
說
之
、
幷
道
書

生
形
貌
、
及
埋
金
處
、
主
人
大
驚
號
曰
、
是
我
子
也
、
姓
金
名
彥
、
前
往
京
師
、
不
知
所
在
、
何
意
卿
乃

葬
之
、
大
恩
久
不
報
、
天
以
此
章
卿
德
耳
、
忳
悉
以
被
馬
還
之
、
彥
父
不
取
、
又
厚
遺
忳
、
忳
辭
讓
而
去

《
王
忳

わ
う
じ
ゆ
ん

、
甞
つ
て
京
師

け

い

し

に
詣い

た

る
。
空
舍
の
中
に
於
い
て
、
一
書
生
の
疾
ひ
に
困く

る

し
む
を
見
い
だ
し
、
愍あ

は

れ

み
て
、
之
れ
を
視
る
。
書
生
、
忳
に
謂
い
て
曰
は
く
、
「
我
れ
、
當
に
洛
陽
に
到
る
べ
く
も
、
病
ひ
を
被

か
ふ
む

り
、
命
は
須
臾

し

ゆ

ゆ

に
在
り
。
腰
の
下
に
金き

ん

十
斤
有
り
。
願
は
く
は
、
以
つ
て
相
贈
ら
ん
、
死
後
に
骸-

骨

む

く

ろ

を
藏を

さ

め
ら
れ
ん
こ
と
を
乞
ふ
。
」
と
。
未
だ
姓
名
を
問
ふ
に
及
ば
ず
し
て
、
絕
ゆ
。
忳
、
卽
ち
、
金
一
斤
を
鬻ひ

さ

ぎ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
売
り
。］
、
其
の
殯
葬

ひ
ん
さ
う

を
營
み
、
餘
れ
る
金
は
、
悉
く
棺
の
下も

と

に
置
く
。
人
、
知
る

者
、
無
し
。
後
、
歸
り
て
、
數
年
、
縣
は
、
忳
を
し
て
大
度

だ

い

ど

の
亭
長
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
地
名
か
も
知
れ

ぬ
が
、
大
き
な
川
の
渡
し
守
（
地
方
の
下
級
官
吏
で
地
区
長
）
の
意
で
採
る
。
］
に
署

わ
り
あ

つ
。
初
め
て
到
る



の
日
、
馬
、
有
り
、
亭
中
に
馳
せ
入
り
て
止と

ど

ま
る
。
其
の
日
、
大
風

た
い
ふ
う

、
一い

つ

の
繡
被

し
ゆ
う
ひ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
刺

繍
を
施
し
た
衾

ふ
す
ま

。
通
常
、
着
衣
の
形
を
成
し
て
い
る
。
］
を

飄
ひ
る
が
へ

し
て
、
復
た
、
忳
の
前
に
墮
つ
。
忳
、

後
、
馬
に
乘
り
、
洛
縣
に
至
る
に
、
馬
、
遂
に
奔
走
し
、
忳
を
牽
き
て
、
他よ

そ

の
舍

や
し
き

に
入
る
。
主
人
、
之
れ

を
見
て
、
喜
び
て
曰
は
く
、「
今
、

盜
ぬ
す
び
と

を
禽と

ら

へ
た
り
。」
と
。
忳
に
、
馬
を
得
た
る
所-

由

い

は

れ

れ
を
問
ふ
。
忳
、

具
つ
ぶ
さ

に
、
其
の
狀さ

ま

を
說
き
、
幷

な
ら
び

に
繡
被
に
も
及
べ
り
。
主
人
、
悵
然

ち
や
う
ぜ
ん

た
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
失
意
の
状

態
で
嘆
く
さ
ま
。
］
。
良や

や

久
し
く
し
て
、
乃

す
な
は

ち
曰
は
く
、
「
被ひ

は
旋
風

つ
む
じ
か
ぜ

に
隨
ひ
て
、
馬
と
俱
に
亡

う
し
な

へ
り
。

卿け
い

は
何
の
陰
德
あ
り
て
か
、
此
の
二
物
を
致い

た

せ
る
や
。」
と
。
忳
、

自
お
の
づ
か

ら
、
書
生
を
葬
り
し
事
有
る
を
念お

も

ひ
、
因
り
て
之
れ
を
說
き
、
幷あ

は

せ
て
、
書
生
の
形
貌

か
ほ
か
た
ち

及
び
金き

ん

を
埋う

づ

め
し
處
を
道い

へ
り
。
主
人
、
大
き
に
驚

き
、
號さ

け

び
て
曰
は
く
、
「
是
れ
、
我
が
子
な
り
、
姓
は
金
、
名
は
彥げ

ん

、
前さ

き

に
京
師
へ
往
き
、
所
在
を
知
ら

ず
。
何
ぞ
、
意い

は
ん
や
、
卿
、
乃

す
な
は

ち
、
之
れ
を
葬
ら
ん
と
は
。
大
恩
、
久
し
く
報
ひ
ず
、
天
、
此
れ
を
以

つ
て
、
卿
の
德
を
彰

し
や
う

す
の
み
。
」
と
。
忳
、
悉
く
被
と
馬
を
以
つ
て
之
れ
に
還
さ
ん
と
す
る
も
、
彥
の
父
、

取
ら
ず
、
又
、
厚
く
、
忳
に
遣や

る
も
、
忳
、
辭
讓
し
て
去
れ
り
。》。
此
話
の
方
が
今
昔
の
方
よ
り
前
後
善

（
よ
）

く
纏
ま
つ
て
居
る
が
、
其
を
記
憶
し
損
ね
て
今
昔
の
話
が
出
來
た
の
だ
ら
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
大
正
三
年
鄕
硏
第
二
卷
第
三
號
） 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
漢
書
」
の
そ
れ
は
「
卷
一
百
十
一
」
の
「
獨
行
列
傳
第
七
十
一
」
に
あ
る
「
王
忳
傳
」

で
あ
る
。
原
文
対
照
校
訂
に
は
「
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
」
の
こ
ち
ら
か
ら
始
ま
る
影
印
本
を
視
認
し
た

が
、
例
に
よ
っ
て
、
冒
頭
・
掉
尾
及
び
中
間
部
に
省
略
が
あ
る
上
、
一
部
を
改
変
し
て
お
り
、
か
な
り
漢
字

に
違
い
が
あ
る
。
或
い
は
伝
版
本
の
違
い
か
も
知
れ
ぬ
が
、
底
本
よ
り
も
影
印
本
を
尊
重
し
、
改
変
部
及
び

字
の
異
な
る
も
の
の
内
、
熊
楠
の
そ
れ
よ
り
判
り
が
良
い
と
判
断
し
た
も
の
は
、
上
記
リ
ン
ク
先
の
表
字
に
、

原
則
、
改
め
た
（
熊
楠
が
カ
ッ
ト
し
た
部
分
は
、
確
か
に
紹
介
す
る
に
必
要
条
件
で
は
な
い
の
で
、
復
元
し

な
か
っ
た
）
。
芳
賀
矢
一
の
考
証
な
ら
ざ
る
そ
れ
を
補
填
し
て
余
り
あ
る
。
や
っ
た
ね
！ 

熊
楠
先

生
！
！
！ 

「
十
斤
」
貨
幣
単
位
で
は
な
く
、
重
量
。
後
漢
の
「
一
斤
」
は
二
百
二
十
二
・
七
三
グ
ラ
ム
で
あ
る
か
ら
、

二
・
八
キ
ロ
グ
ラ
ム
弱
と
な
る
。 

「
雒
縣
」
洛
陽
の
こ
と
。
周
代
に
は
「
洛
邑

ら
く
ゆ
う

」
で
あ
っ
た
が
、
後
漢
に
な
っ
て
「
雒
陽
」
に
改
名
さ
れ
、

後
漢
終
末
期
を
除
い
て
首
都
で
あ
っ
た
。
後
の
魏
の
時
代
に
「
洛
陽
」
に
戻
さ
れ
て
い
る
。 

 

な
お
、
最
後
の
初
出
記
載
は
、
底
本
で
は
、
最
終
行
末
の
下
イ
ン
デ
ン
ト
で
あ
る
。 

 

本
篇
を
以
っ
て
「
今
昔
物
語
の
硏
究
」
は
終
わ
っ
て
い
る
。
数
少
な
い
ネ
ッ
ト
上
の
私
の
読
者
に
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。］ 


